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    小学館ｅＢｏｏｋｓ


    ＲＩＧＨＴ∞ＬＩＧＨＴ　１


    僕の妹は神様で、空飛ぶ少女は泣き虫で──。
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    ＣＨＡＲＡＣＴＥＲ


    



    遠見啓介［とおみ・けいすけ］


    主人公。高校二年生。


    



    アリッサ＝クラノ＝ストーリング＝ライト


    《方舟》からやってきた飛行少女。友月家に居候いそうろう中。


    



    友月未由［ともづき・みゆ］


    啓介のクラスメイト。友月財ざい閥ばつ当主候補。


    



    朝ノ宮陽名［あさのみや・ひな］


    啓介のクラスメイト。自称・占い師。


    



    ツグミ


    啓介のクラスメイト。読心能力を持っている。


    



    倉野英里香［くらの・えりか］


    アリッサの弟子入りを懇こん願がんする小学生。


    



    倉野正行［くらの・まさゆき］


    またの名をマキビシマン。霊的治安維持部特別対策室美み傘かさ市支部長。


    



    友月未永［ともづき・みえい］


    未由の祖母。友月財閥現当主。


    



    遠見由衣［とおみ・ゆい］


    啓介の亡き妹。遠見神社に神様として祀まつられている。
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     序章


    



    これは、新しい日常の始まりに見た幻想。


    あるいは非日常の終わりに囁ささやかれた予言。


    過去と現在と未来が絡み合った夢。


    例えるなら無限の交点。捻ねじれた線が重なる場所。

  



  
    　──僕は、戦っていた。


    　赤い砂を踏みしめて、霞かすむ意識を繫つなぎとめて、彼方かなたから押し寄せてくる黒い霧と戦い続けていた。


    　もう全身は傷だらけ。だが高揚する感情と加速する意識が、飽和した痛みを置き去りにして肉体を駆動させる。


    　振るう右腕の輪郭は、人間のものではない。肥大化し黒い体毛に覆おおわれた右腕は狼の頭部を象かたどっている。指は鋭い牙に、掌てのひらは赤い口こう腔こうに変じている。


    「がああああぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ!!」


    　咆ほう哮こうする。僕の喉のどと、右腕が。


    　一匹の獣となって、僕は黒い霧を嚙かみ千ち切ぎる。狼の牙で敵を引き裂く。


    　黒い霧は寄り集まり、様々な形を取って襲いかかってくる。


    　──最初は、背の高い長髪の男。


    　僕は狼ろう頭とうの口を大きく開き、そいつを丸まる呑のみにして嚙み砕く。


    　──次は、姿を歪いびつに変えながら近づいてくる小柄な少女。


    　彼女が放つ黒い怨えん嗟さの奔ほん流りゆうを、歪ゆがんだ闇やみを、僕は狼頭で一息に飲み干す。


    　──三人目は、筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうの大男。


    　振り下ろされた巨大な拳こぶしを、右腕を盾たてにして受け止める。


    　だがその一撃は重く、狼ろう頭とうはひび割れ、悲鳴を上げた。僕は激痛を堪こらえ、右腕で大男を薙なぎ払う。


    　膝ひざをつくわけにはいかなかった。一歩たりとも後退はできなかった。


    　何な故ぜなら、僕の後ろには失いたくないものがあったから。


    　もしも僕が倒れれば、背後にあるものは黒い霧に根こそぎ奪われる。だから抗あらがうしかない。


    　けれど……戦えば戦うほど、勝利すればするほど、失いたくないものは増えていく。しだいに守りきれなくなる。


    　霧の中から伸びた黒い刃が、僕の頰ほおを掠かすめて背後に突き刺さる。


    　四本の腕を持つ怪物が黒炎を吐き出して、辺り一帯を焼き払う。


    　そのたびに悲鳴が上がった。何かが、誰かが、傷つけられた。


    　自分が怪け我がを負うよりもひどい痛みが心を軋きしませる。怒りが意識を真っ白に染め上げる。


    　がむしゃらに腕を振るい、牙で引き裂き、黒い霧を振り払った。しかしどれだけ撃退しても、霧の拡大は止まらない。だんだんと辺りが黒く染まり、空が、大地が、覆おおわれていく。


    　黒い霧は僕の背後にも回りこみ、守り続けてきた大切なものを一つずつ呑のみ込んでいった。


    　絶望に侵されながらも、僕は霧に抗う。


    　もう、守るための戦いではなかった。奪われたものを取り戻すために、僕は暴れていた。


    　霧の中に手を伸ばす。


    　金色の髪を靡なびかせる少女を求めて。肩までの黒髪を揺らして微ほほ笑えむ少女を欲して。


    　そのとき、僕の内側から白い光が[image: ]あふれ出た。光は右腕の狼頭を白く塗り替え、その輝きで周囲の黒い霧さえ押し戻す。


    　僕の傍かたわらに青いワンピースを着た幼い女の子が立っていた。


    『──お兄ちゃん』


    　彼女が僕を見上げ、右腕に触れる。僕は頷うなずき、輝く牙を振るった。


    　白い光は黒い霧を一撃で呑み込み、大地さえも純白に染め上げる。だが同時に狼頭も砕け散り、僕を兄と呼んだ女の子の姿も消えていた。


    　普通の人間の腕に戻った右手を見つめる。僕は戦う力を失ったことを知った。もう戦う必要がなくなったことを悟った。


    　背後に気配を感じる。奪われたものの多くが戻ってきたのだ。


    　だが開けた世界を、もう何も阻はばむものがない大地の先を見て、息を呑む。


    　──槍やりだ。


    　霧が晴れた向こうに、大きな、とても大きな槍が突き立っていた。都会の高層ビルよりも高い。わずかに傾かしいだ槍の柄は雲の向こうまで伸びている。


    　穂先は十字形になっていて、その中心に誰かが磔はりつけになっていた。とても遠いのに、その姿はすごく小さいのに、僕の瞳ひとみはその姿を捉えていた。小柄な女の子のように見えるが、さすがに顔までは分からない。


    　──何とかしないと。


    　そんな思いが湧わきあがって、足を一歩前に踏み出す。


    　その瞬間、大地が揺れる。槍やりが突き立った地点を境にして地割れが走り、そこから先の地面が崩落していく。そしてわずかな間にとても深い断だん崖がいが生まれた。その向こうに広がるのは、ただ何もない空間。闇やみよりも空虚な無。


    　どこまでも続いていたはずの大地は、果てあるものに変わり果てていた。


    　足が動かなくなる。


    　磔はりつけにされた少女の元へ向かわなければと思うのだが、踏み出せない。


    　怖いのだ。槍の向こうに生まれた無が。


    　行けば全てが終わる。何もかもが、誰も彼もが、等しく断絶する。


    　あの場所は、そういう地点だと本能が訴える。


    　まだ遠い。急いでもしばらくかかる。けれど〝見える場所〟にある。


    　僕は何もできないまま、目を細めて磔の少女を見上げた。


    　彼方かなたにいる少女は、ぴくりとも動かない。


    　眠っているのか、それとも死んでいるのか……それ以上近づけない僕には分からない。


    　はっきり感じるのは一つだけ。


    　僕はいつか、あの場所に辿たどり着く。


    　どんなに拒んでも、足を止めていても、否いや応おうなく。その確信があった。


    　それはとても受け入れがたい予感。目を背そむけたい運命。


    　だから目を閉じ、僕は否定する。


    　こんなものは夢だと、ただの幻だと。


    　その願いが通じたのだろうか。


    　瞼まぶたを開き、目を覚ました時──僕は〝夢〟の記憶を失っていた。
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     第一章　神様の居場所


    



    
      １

    


    



    「さて──それでは罪状の確認をしますです」


    　肌寒い秋風が吹き過ぎていく校舎の屋上。僕は固く冷たいコンクリートの床に正座をし、身を縮めていた。


    　目の前には仁に王おう立だちする小柄な少女。外見は中学生どころか小学生だといわれても違和感がないぐらいに幼いが、身につけているのは傘さん陽よう学園高等部の制服。


    　色素の薄い柔らかそうな髪を風に靡なびかせ、少女は鋭い眼まな差ざしで僕を睨にらむ。本来、立ち入り禁止の屋上に、他の生徒の姿はない。


    「被告・遠とお見み啓けい介すけさんは親しい二人の女性へ同時に告白し、しかも二人ともと交際するという非常識な契約を交わしました。これはいわゆる、二ふた股またです！　間違いありませんか？」


    「……はい。陽ひ名なちゃんの言うとおり、です」


    　彼女の言葉を、僕は認める。


    　僕──遠見啓介は、青空裁判の真っ最中だった。検事と判事を兼ねるのは彼女──朝あさノの宮みや陽名。被告は僕。弁護士は……いない。


    「彼女たちとの関係を、考え直す気はないのですか？」


    「……ありまぜん」


    　陽名ちゃんの視線に気け圧おされながらも、僕ははっきりと答える。自分の行為は、こうして糾きゆう弾だんされても仕方のないものだ。だけど今いま更さら、後戻りはできない。


    　すると陽名ちゃんはニコリと底冷えのする笑みを浮かべた。


    「更生の余地はなさそうですね。それでは判決を言い渡しますです」


    　ごくりと唾つばを飲み込み、僕は陽名ちゃんの足元に置かれた鞄かばんを見た。


    　今は昼休み。わざわざ鞄を持ってくる理由はない。だからきっとその中に入っているのは、これから必要になるものなのだろう。


    　視線が自然と屋上の出入り口へと向かう。だがその扉は陽名ちゃんが持参したチェーンと南京錠で封印されてしまっていた。


    「ふふ、逃がさないですよ。さ、啓介さん──笑い死んでくださいねっ」


    　語尾にハートマークがくっつきそうな弾んだ口調で、陽名ちゃんは鞄からプラスチック製のネコじゃらしを大量に取り出した──。


    



    「──っはは……げほっ、ははっ……けほげほっ！」


    　笑いすぎて上う手まく呼吸ができない。酸素が足りていないのか、頭がぼーっとする。滲にじんだ涙のせいで、視界が霞かすんでいた。


    　力尽きて仰向けに倒れる。抜けるような青空を、白い雲がゆっくりと流れていく。


    「ふぅ……」


    　陽ひ名なちゃんも小さく息を吐いて両手のくすぐりアイテムを手放し、僕の隣にぱたんと寝転がる。時間感覚は曖あい昧まいだが、僕は少なくとも十分以上笑い地獄の中にいた。さすがに陽名ちゃんもくすぐり疲れたのだろう。


    「刑の執行は……終わり、か？」


    　空を見ながら、掠かすれた声で問いかける。


    「いいえ、こんな程度で許してはあげないです。けれど……今日のところはこれぐらいにしてあげます」


    　少しだけ息を切らしながら陽名ちゃんは答える。


    「はは……そうなると、明日が怖いな。でも──僕は、毎日怒られるぐらいでちょうどいいのか」


    　苦笑を浮かべて僕は呟つぶやく。陽名ちゃんが息を吸う気配。どこか躊躇ためらいを含んだ視線を頰ほおに感じた。


    「……啓けい介すけさん、お二人のこと……好きですか？」


    「ああ」


    　即答する。迷う余地のない質問だった。


    「どれくらいです？」


    「どうやっても、何をしても、好きでなくなるのが無理なぐらい」


    　自分の想いを口にする。


    「お二人は……啓介さんの中で同着一位なのですか？」


    「たぶん……な」


    　僕が頷うなずくと、陽名ちゃんは急に黙り込んだ。妙に気まずい沈黙が生まれ、僕は陽名ちゃんの方へ顔を向けた。すると真まっ直すぐ僕を見つめる眼まな差ざしと視線が絡まる。


    「一つ、意見させてくださいです」


    「あ、ああ……」


    　陽名ちゃんの声に籠こもった気迫に、僕は少し驚く。


    「……わたくしは思います、最も大事な人──自分にとって一番の人は一人だけだと。大切なものに順位をつけるのは難しいですけど、一番だけは絶対に一人のはずです」


    「陽名ちゃん……でも──」


    　口を挟もうとするが、陽名ちゃんはそれを遮さえぎった。


    「わたくしは……昔と今で、一番の人が違うです。だから断言できます。どれだけ大切でも、同じぐらい好きでも、一番の席に座れるのは一人だけだって……」


    　それが誰のことを指しているかは分からない。けれど陽ひ名なちゃんの瞳ひとみには確信の光が宿っていた。


    「わたくしには、啓けい介すけさんの一番に心当たりがあるです。それは取捨選択のできなかった啓介さんが、ただ一人自分の意思で手放した人」


    「………………」


    　何か言おうと思ったが、口が動かなかった。否定の言葉を発することができない僕を見て、陽名ちゃんが微ほほ笑えむ。


    「ふふ、その反応を見れただけで満足です。まだ──可能性はありそうですから」


    　先ほどとは正反対の柔らかな表情を見せ、ころんとこちらへ転がってくる陽名ちゃん。僕の腕にぴたっと体を寄せ、耳元で囁ささやく。


    「二番目の席は、広いと嬉うれしいかもです」


    「ど、どういう意味だ？」


    「さあ？　どういう意味ですかねー」


    　楽しそうに肩を揺らし、陽名ちゃんは空に手を伸ばした。白い雲を眩まぶしそうに見つめながら呟つぶやく。


    「──今日は神様に、感謝したい気分です」


    　そして陽名ちゃんは体を起こし、僕にこう提案した。


    「啓介さん、今日の放課後……神様を探しに行きませんか？」


    



    
      ２

    


    



    　僕の妹は神様だ。


    　つい最近、そう呼ばれる存在になった。


    　こんなことを言うと大抵の人間はつまらない冗談だと笑うだろう。あるいは僕の瞳が本気だと気づいて、そそくさと逃げていくかもしれない。


    　僕だって他人がそんなことを口にしたら、同じような反応をすると思う。だから周囲に自ら吹ふい聴ちようするような馬鹿な真ま似ねはしない。


    　だけど、これは事実。誰も信じてくれなかったとしても、本当のこと。


    　かつて海難事故で命を落とした妹・遠とお見み由ゆ衣いは──二週間ほど前、色々あって神様になってしまった。


    　この〝色々〟な事情は、長くてややこしい。当事者以外に説明してもほとんど理解してもらえないだろう。それにあまり語る意味もない。終わった出来事の過程など、さほど重要ではないからだ。意味があるのは結果。


    　妹の由衣が神様になったということ。そして、僕が何の力もない平凡な人間として生きていること。


    　それが、これから続いていく日常における僕らの立ち位置。


    　全ての経緯を知っているのは、僕を含めて恐らく十人前後。もしかしたらもっといるのかもしれないが、この件の当事者だった人間はそれぐらい。


    　今、僕の隣を歩いている少女──朝あさノの宮みや陽ひ名なはその一人だった。


    　周囲をきょろきょろと見回しながら歩く陽名ちゃんの髪は、夕日の色に染まっている。


    　陽名ちゃん発案の《神様探し》は今日で六回目。土日は行わなかったので、第一回からちょうど一週間が経ったことになる。けれど、未いまだ成果は上がっていない。どういう手段を使ったのか、陽名ちゃんは〝僕を借りる〟ことを〝彼女ら〟に了承させたらしいが……これ以上長引くと〝彼女ら〟の忍耐が限界に達するかもしれない。そうなった時のことはあまり考えたくなかった。


    「あ、このお寺です！」


    　寂さびれた商店街の中にぽつりと紛まぎれ込んでいる古寺。その前で立ち止まり、陽名ちゃんは薄暗い敷地の奥を指差す。


    　今日の目的地はここらしい。何となく神様よりも幽霊が出そうな雰囲気だ。入り口付近に生はえたイチョウの樹上でカラスがカァーカァーと鳴いている。


    「さあ、今日こそ神様を──由ゆ衣いさんを見つけましょう！」


    　陽名ちゃんは僕の腕をがしっと摑つかむと、躊ちゆう躇ちよなく不気味な寺へと入っていく。僕は半なかば引き摺ずられるようにして足を動かした。


    　縄張りに入った僕らを威い嚇かくするように、カラスが耳障りな甲かん高だかい声を上げた。


    「……あのさ、正直ここにはいない気がするぞ」


    　僕は妹のことをよく知っている。怖い映画は好きでも、決して一人では観られないタイプだ。こんな肝試しで使われそうな寺にいるとは思えない。


    「それは確かめてみなければ分かりません。探索の方向性は合っているはずなのですから、可能性はあるのです」


    　方向性、か。


    　僕は陽名ちゃんにバレないよう小さく溜ため息いきを吐つく。


    　神様になった由衣と最後に会ったのは、約二週間前。文化祭の最後に行われたフォークダンスの最中。


    　祭りは神様と一緒に楽しむもの──。


    　そう言って現れた由衣と、僕は踊った。そして……祭りが終わると同時に、由衣と繫つないでいたはずの手は空くうを切った。残ったのは不思議な文様の描かれた小さな人ひと形がた。


    　それは由衣のために、ある魔術師が用意してくれた特別な依より代しろだった。その人物から詳しい話を聞いたところ、由衣が姿を現すには相応ふさわしい〝場〟が必要なのだという。神を招く力がある行事、または場所でならその人ひと形がたを媒介にして由ゆ衣いは具現できるらしい。


    　ならば来年の文化祭や、田舎での祭りにも、由衣はきっと姿を見せてくれる。


    　そう思うと、存在の隔へだたりもあまり悲しくなくなった。


    　由衣が傍そばにいないことはもちろん寂しい。だけど永遠に会えないわけじゃない。田舎にいる従姉いとこと似たようなものだ。今はそんなふうに自分を納得させようとしている。


    　だから本当のことを言えば、由衣と今すぐに会うことは少し不安だった。摑つかみかけていた由衣との距離感が、また分からなくなってしまう気がして──。


    　陽ひ名なちゃんはこの街で〝神様がいてもおかしくない場所〟を調べ、探索してくれている。すなわち寺や神社、教会を。


    　そこが神様を招くことのできる〝場〟ならば、由衣はたぶん現れる。陽名ちゃんの言う通り、方向性は間違っていない。


    　間違っていないのだが……僕はどうしても由衣がこの古寺に現れてくれるようには思えなかった。


    「なあ、陽名ちゃん。やっぱ寺はダメなんじゃないか？　お坊さんが祈るのは神様じゃなくて仏様だろ？」


    　落ち葉の積もった石畳を歩き、敷地の奥までやってきた僕は根本的な部分を指摘する。しばらく手入れされた様子のない本堂は戸に板が釘で打ち付けられていて、中へ入れないようになっていた。どうやら住職もいないらしい。もしかしたら古寺ではなく廃寺なのかもしれない。


    「それはそうですが、概念的には近しいものだと思うです。この国では天運を願う時に、神様仏様～と唱えるのですよね？」


    「まあ、確かに漫画とかじゃそういう台詞せりふを見るけどさ……」


    　現実で使う人は知らないけど、と胸の中で言葉を付け足す。


    「なら細かいことは気にしなくていいのです。そもそも教会は既に調べ終わりましたし、神社はこの街にありません。ですから、お寺を回る以外の選択肢はないのです」


    　陽名ちゃんは本堂の縁側に積もった葉っぱを払い落とし、そこへ腰を下ろす。


    「……だとしても、この寺は望み薄だと思うけどなぁ」


    　彼女の言う通り、この街には神社がない。かつては傘さん陽よう学園女子寮の近くに古い社やしろがあったそうなのだが、管理する者がおらず倒壊寸前だったため取り壊されてしまったのだという。今となっては、神社の名前すら分からない。そしてこの放置されている寺も、いずれは同じ運命を辿たどる場所に思えた。


    「もう、ぶつぶつ文句を言う前にまず行動なのですよ。さ、早く始めてくださいです」


    　ぱっぱと隣の落ち葉も掃除し、僕も座るよう促す陽名ちゃん。僕はざらついた木床に腰を下ろして鞄かばんを開ける。中から取り出したのは手の平より少し大きめの人形。凹おう凸とつのない表面は金属のように固いが、重さはほとんどない。材質の分からない乳白色の体には、複雑な幾き何か学がく模様が描かれていた。


    　これが由ゆ衣いの依より代しろ。現世に降りるための楔くさび。


    「──由衣、出てこれるか？」


    　僕は人ひと形がたに話しかける。寂さびれた境けい内だいに自分の声が寒々しく響いた。


    　そして待つこと十数秒。人形に変化は現れない。


    　僕は陽ひ名なちゃんに肩を竦すくめてみせ、人形を丁てい寧ねいに鞄かばんへしまった。


    「むぅ……ダメでしたかー」


    　残念そうに呟つぶやき、嘆たん息そくする陽名ちゃん。


    「これで六回連続空振りだ。そろそろ当てがなくなってきたんじゃないか？」


    「お寺は残り一つだけです。そこがダメだったら、街中のお地蔵さん巡りをするしかないかもですね」


    　あくまでも前向きに陽名ちゃんは今後の予定を口にする。


    「……ずっと聞こうと思ってたんだけど、どうしてそこまで神様を──由衣を捜すことに拘こだわるんだ？　もし僕のためなら……」


    　神様にお礼を言いたい、という言葉から始まった放課後の神様探し。けれど真剣な陽名ちゃんの様子を見ていると、それだけが動機とは思えない。


    　僕を気遣ってのことなら心配はいらないと言おうとしたのだが、陽名ちゃんは首を横に振って僕の言葉を遮さえぎる。


    「いいえ、自分のためなのです。もちろん啓けい介すけさんと由衣さんを会わせてあげたいという気持ちはありますが、わたくしは基本的に悪い女ですからね。善意より損得勘定で動くのですよ」


    「損得勘定って……由衣捜しをして、陽名ちゃんが得をすることがあるのか？」


    　首を傾かしげ、問いかける。


    「ありますよー。二つもあるのです」


    　愉快そうに笑って陽名ちゃんはこちらに寄りかかってきた。くらっとするようないい匂においが鼻び腔こうを撫なでる。腕には小さく柔らかな膨ふくらみの感触。


    「ひ、陽名ちゃん？」


    　僕は慌てて座る位置をずらそうとするが、腕をしっかり抱き締められていて距離を取れない。陽名ちゃんは僕の肩に頭を預け、上目遣いでこちらを見つめてくる。


    「怖ーい彼女さんたちに邪魔されず、啓介さんと二人きりになれるのですから……わたくしにとっては、すっごくお得な時間なのです」


    　すりすりとまるで子猫のように額を押しつけ、陽名ちゃんは言う。その表情があまりに幸せそうだったので、思わず見み蕩とれてしまう。僕はぼーっとしながらほとんど無意識に陽名ちゃんの頭を撫なでていた。緩ゆるやかにウェーブした髪は絹糸のようにすべすべしている。


    「あ……それ、気持ちいいです」


    　目を細め、喉のどを鳴らす陽ひ名なちゃん。その声を聞いて我に返る。


    　──これは、まずい。とても危ない。浮気的な意味でも、その他の意味でも、越えてはならない一線を越えかけていることに気付いて、僕は陽名ちゃんの髪から手を離した。


    「もう……終わりなのですか？　もっと、してほしいです」


    　瞳ひとみを潤うるませ、陽名ちゃんがおねだりしてくる。


    　その声と表情には抗あらがいがたい力があった。けれど僕は理性を総動員して首を振る。


    「ここでの用事は終わったんだから、早く帰ろう」


    「まだお日様が沈むまで、余裕があるのですよ。このお寺まで来るのにかなり歩きましたから、しばらく休憩していきたいです」


    　そう言うと陽名ちゃんは僕の膝ひざの上に乗り、さらに体を密着させてくる。トクトクトクと僕より少し速い心臓の音が制服越しに伝わってきた。


    「ど、どうしたんだ？　陽名ちゃん、何かおかしいぞ？」


    「ふふ、啓けい介すけさんの方こそ変なのです。顔、真っ赤ですよ？　こんなこと、慣れているはずですよね？」


    「な、慣れているって……何の話だよ？」


    　問い返すと、陽名ちゃんは頰ほおを染めて視線を逸そらす。


    「も、もちろん、こういう……えっちな感じのことにです」
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    「は？　そんなわけないだろ！　何を根拠に──」


    　僕は叫ぶ。すると陽ひ名なちゃんはぽかんとした表情を浮かべた。


    「え？　だって啓けい介すけさん、恋人が二人もできて……それからもう二週間も経っているじゃないですか。なら、こんなことよりもっと過激なことをしているはずですよね？」


    　僕の膝ひざに乗ったまま首を傾かしげる陽名ちゃん。


    「……してない」


    　とても居心地の悪い思いをしながら僕は答える。陽名ちゃんはそれを聞き、ひどく真ま面じ目めな顔になった。


    「啓介さん」


    「な、何だ？」


    「どーてーですか？」


    「悪いかっ！」


    　思わず叫ぶ。陽名ちゃんはお腹なかを抱えて笑い出す。


    「ふふっ、あはははっ……悪くないです。悪くないですけど、情けないですねっ」


    　笑いすぎて目め尻じりに浮かんだ涙を拭ぬぐい、陽名ちゃんは僕から体を離した。


    「……それについては反論できない」


    　僕は肩を落として、自分の不ふ甲が斐いなさを認める。


    「けれど、そういうことなら……さっきのは少しやりすぎでした。すみませんです」


    　苦笑を見せながら謝る陽名ちゃん。


    「まったく。やっぱりからかってたんだな？」


    「さあ？　それはどうですかねー」


    　縁側からぴょんっと飛び降り、陽名ちゃんは言葉をはぐらかす。


    「啓介さん──二人同時に付き合うのも、三人同時に付き合うのも、同じようなものだとは思わないですか？」


    　陽名ちゃんは僕に背中を向け、表情を見せずに問いかけてくる。


    「いや、全然違うだろ」


    「そうですか？　わたくしはあまり変わらないと思いますよ？」


    　落ち葉の絨じゆう毯たんの上でくるんと綺き麗れいにターンして、微ほほ笑えむ陽名ちゃん。短めのスカートと長い髪がふわっと翻ひるがえった。


    　このままだとまた妙な雰囲気になりそうな気がして、僕は話題を元に戻す。


    「……そんなことより、由ゆ衣いを捜して陽名ちゃんの得になること──あと一つは何なんだ？　さっき二つあるって言ってたよな？」


    「ああ、そうでしたね。はい──もう一つあるですよ。もし由衣さんに会える場所が見つかって、啓介さんと由衣さんの距離が近くなったら……わたくしは安心できます」


    「安心？　どうして？」


    「由ゆ衣いさんが、ずっと啓けい介すけさんの一番であり続けてくれると確信できるからです。そうなれば狙ねらうのは定員不定な二番目の席でよくなりますから」


    「……意味がよく分からない」


    「ふふ、そのうちきっと分かるです。いえ──分からせてあげます」


    　陽ひ名なちゃんはまるで挑むような眼まな差ざしを僕へ向けた。


    「な、何か怖いぞ陽名ちゃん」


    「今のわたくしは戦闘モードなのですから、仕方ないのです。望むものは、戦って勝ち取らなければいけないのですよ」


    「……ますます意味不明なんだけど」


    「鈍感ですねー。まあ、そんな〝フリ〟がいつまでできるのか、見ものなのです」


    　そう言って陽名ちゃんは座ったままの僕へ手を差し出す。


    「もう、帰るのか？」


    　さっきはしばらく休みたいと言っていたので、少し意外に思う。


    「はい。戦いにも仁義というものがありますから。先を越してしまうのは、さすがに申し訳ないのです」


    　相変わらず陽名ちゃんの台詞せりふは理解しがたかったが、もう指摘はしない。藪やぶを突ついて蛇へびが出る──そんな予感がしたからだ。


    「寮まで歩ける体力は回復したんだな？」


    　余計なことは言わず、それだけを確認しておく。


    「うーん、分かんないです。けど、たぶん大丈夫ですよ。それにもし歩けなくなったら、啓介さんにおんぶを頼みます」


    「……いや、それは恥ずかしいから勘弁してくれ」


    　僕は苦笑して陽名ちゃんの手を握り、立ち上がる。


    　紅葉した木々の枝葉越しに見える空は、紅くれないから藍あい色いろへ移り変わろうとしていた。
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    　寺の敷地から出て、人ひと気けのない寂さびれた商店街を歩く。


    　この辺りは駅裏と呼ばれる再開発から取り残された区域だ。新しくできたショッピングモールなどに客を取られ、ほとんどの店ではシャッターが下りたままになっている。


    　人通りが少ないため、駅裏は治安があまり良くない。夜はできるだけ近づかないほうがいい場所なので、僕と陽名ちゃんは早足で商店街を進む。


    　とはいえ、まだ学生やサラリーマンが帰宅する時間帯だ。太陽も山の端でしぶとく輝いている。駅の方角から歩いてくる人もちらほら見かけた。そこまで急がなくとも、妙なことに巻き込まれる可能性は低いだろう。


    「なあ、陽ひ名なちゃん。由ゆ衣いが現れそうな場所を占ったりはできないのか？」


    　僕は西日に目を細めながら、ふと思いついたことを口にした。


    　陽名ちゃんの特技は占い。普通は見えないはずのもの──人の感情や気配、物事の流れが、色として〝視み〟えるらしい。その能力を利用した占いは非常によく当たる。


    　だから事前に占ってもらえば今回のような無駄足は避けられるのではないかと思ったのだ。けれど陽名ちゃんは難しい顔をする。


    「それがですね……最近、わたくしの占いは不調なのです」


    「不調？　陽名ちゃんが占いをはずしたのか？」


    　驚いて僕は聞き返す。そんな話は初耳だ。


    「いえ、そういうことではなく……何と言うか、占えることが少なくなったのです」


    「どういうことだ？」


    　困惑して僕は問いかける。


    「実は……色の変化が〝視〟えにくいのですよ。例えば今、啓けい介すけさんの周囲に戸惑いの緑色が漂っていることは〝視〟えるのですが……そこからどう変化するのかは分からないのです」


    「えーっと……つまり？」


    「分かりやすく言うと、未来が占えなくなったのです」


    　僕は息を呑のむ。ようやく状況を理解し、疑問が一気に[image: ]あふれてきた。


    「──いつから、そんな状態なんだ？」


    「気付いたのは一週間ほど前ですね」


    　前を向いたまま答える陽名ちゃん。


    「どうして相談してくれなかったんだ？」


    「わたくしの精神的な問題かもしれないとも思いましたし、特に支障もありませんでしたから」


    「でも……」


    　異常なのは間違いない。だから心配で言葉を重ねようとする。けれど陽名ちゃんは僕を見上げてこう言った。


    「正直、未来なんて分からない方が気楽なのですよ。今はこの状態の方が助かります。色々と全力で頑張れますからね」


    　とてもスッキリとした表情の陽名ちゃんを見て、僕はそれ以上踏み込めなくなった。


    「陽名ちゃんがそれでいいのなら、もう何も言わないけど……もし困ったことになったら今度は相談してくれよ？」


    「はい、そうします。心配してくれてありがとです」


    　笑顔で礼を言い、機嫌よさそうに腕を大きく振って歩く陽ひ名なちゃん。少しだけ速くなった歩調に僕も合わせる。


    　未来を知るということは普通から外れること。ある意味それは現在を過去にし、未来を現在にしてしまう行為。なら陽名ちゃんの言うように、予知などできない方が幸せなのかもしれない。


    「……未来は、分からないのが当たり前だよな」


    　独り言のつもりで小さく呟つぶやく。けれど陽名ちゃんにも聞こえていたようで、会話が繫つながる。


    「そうですね。未来は現在に存在していないからこそ未来と呼ばれます。だからそもそも〝視み〟たり知ったりできる方がおかしいのですよ」


    「でも陽名ちゃんは、これまで〝視〟ることができていたんだろ？」


    　それに僕は陽名ちゃん以外にも未来予知をした人物を知っている。


    「ええ、ですから逆にこう考えることも可能です。未来は既に存在しているからこそ、観測することができる──と」


    　全く想像すらしていなかった可能性に、僕は呆あつ気けに取られる。


    「つまり……未来は決まっているのか？」


    　真剣に問いかけると、陽名ちゃんはおかしそうに笑った。


    「ふふっ、冗談のつもりで言ったのに──啓けい介すけさん、真に受けすぎです。第一その仮説だと今は〝未来が存在しなくなったから観測できなくなった〟ということになるじゃないですか」


    「あ、ああ──そうだな」


    　僕は苦笑して首を振る。未来がそんな簡単に生まれたり消えたりするわけはない。


    「啓介さんは素直なので、悪い女に引っかからないか心配です。わたくし以外には騙だまされないでくださいね？」


    「……できるだけ気をつけるよ」


    　反応に困り、僕は曖あい昧まいな表情を浮かべて頷うなずいた。


    　会話が途切れて、二つの足音だけが人通りのない道に響く。だが気詰まりな沈黙ではない。陽名ちゃんの上機嫌は続いていて、その横顔を見るだけで心が和なごむ。


    　やがて遠くからカンカンカンという踏み切りの音が聞こえてきた。もうしばらく歩けば駅裏を抜けて、人通りの多い道に出られる。


    　だが──そんな気の緩ゆるんだ瞬間を狙ねらったかのように、それは現れた。


    　少し先の電信柱の陰から……ゆっくりと。


    　僕は気付いた瞬間、足を止める。陽名ちゃんも一歩遅れて立ち止まった。


    　先ほど陽名ちゃんは未来なんか分からない方が気楽だと言った。その意見には僕も同意する。だが今だけは……予知ができないことを残念に思った。


    　もし予あらかじめ知っていたら、絶対にこの道は通らなかっただろう。


    　道路の真ん中で立ち止まり、僕らの行く手を塞ふさぐ人影。


    　真冬に着るような厚手のトレンチコートを纏まとい、黒いマスクとサングラスで顔を隠している。マスクは顔の下半分をぴっちりと覆おおう防ぼう塵じん用のもので、サングラスは細めで鋭角なデザインだ。百八十センチ以上ありそうな身長と広い肩幅から見て、恐らく男。相対距離は十数メートル。


    　それは日常の中に混じる非日常。出会うか出会わないかは運でしかない存在。


    　すなわち──。


    「変質者だな……たぶん」


    「変質者……ですかね」


    　僕と陽ひ名なちゃんと言葉が重なる。


    　意見の相違などありえないほど、目の前の男は怪しかった。今時こんなレトロな変質者がいるのかと感心するぐらいだ。セオリーどおりならトレンチコートの下は裸で、それを見せつけて反応を楽しむつもりなのだと思う。けれど断定はできない。暴漢の可能性もある。


    　僕より前に出ていた陽名ちゃんが慎重に後退し、隣に並ぶ。


    「啓けい介すけさん、どうします？　一応スタンガンなら持ってますが……」


    　小声で陽名ちゃんが囁ささやく。そんなものを常備していることに感心しつつも、少し呆あきれる。たぶん変質者のお目当ては陽名ちゃんだろう。しかし選んだ相手が悪いと言わざるを得ない。


    　小柄な体たい躯くと愛らしい容姿に騙だまされてしまうが、陽名ちゃんはかつて裏社会に生き、多くの修羅場を経験してきたであろう人間だ。変質者一人がどうこうできる相手ではない。


    「……す、スタンガンは心強いな。けど、まともに相手をするのはよそう。隙すきを見て逃げた方がいい」


    「そうですね。わたくしが〝視み〟たところ、あの人は妙に高揚しています。撃退するのは簡単ですが、変なモノを見せられる羽目になってはかなわないのです」


    　顔を顰しかめ、僕の腕を握る陽名ちゃん。男を脅威とは見ていないが、別の意味で危機感を抱いているようだ。


    　高揚……か。これは完全に変質者確定だな。


    　胸の中で呟つぶやき、逃げる機会を探る。だが男がマスクとサングラスを着けているせいで、いまいちタイミングが摑つかめない。


    　すると男がとても自然な動作で片手を上げた。まるで挨あい拶さつするかのようなポーズ。


    「やあ」


    　そして──男は本当に、ごく普通の挨拶を口にした。マスクを着けているのに、声はやけに明瞭だ。


    　あまりに声と仕草がさわやかだったため僕は呆あつ気けにとられる。


    「ど、どちらさまですか……？」


    　交渉の余地ありと判断したのか、男に恐る恐る問いかける陽ひ名なちゃん。


    「ああ、これは失礼。初対面の相手には、まず自己紹介をすべきだな。だが、名乗るよりも私の姿を見てもらった方が理解は早いだろう。〝君たちにとっての私〟はこういう人間だ」


    　男はよく通る声で告げると、いきなりトレンチコートの前を開こうとする。


    「って──やっぱり変態さんじゃないですか！　啓けい介すけさん、逃げるです!!」


    　陽名ちゃんは僕の腕を引っ張り、来た道を全速力で駆け戻る。僕は後ろを振り返りながら足を動かした。


    　置き去りにされた男は、ポカンとした様子で動きを止めている。だがすぐに僕らを追いかけてきた。


    「きゃ────っ！　あの人、速いのです！」


    　陸上選手のような綺き麗れいなフォームで距離を縮めてくる男を見て、陽名ちゃんが悲鳴を上げる。


    「待ちたまえ、私は変態ではない。一目見れば分かる。私の姿をその瞳ひとみに刻んでくれ」


    　息も乱さず、男は僕らに制止するよう訴えた。


    「嫌です！　見たくなんかないのです、刻みたくなんかないのですーっ！」


    　陽名ちゃんはかなり切せつ羽ぱ詰つまった様子で叫び返す。


    「私の正体を知りたくはないのかね？」


    　追いかけてくる男は不思議そうに首を捻ひねった。走りながらも淡々とボタンを外そうとしている。そのせいで少しスピードが落ちていた。


    「お、男の人の正体に興味がないわけではないですが、どうせ見るのなら啓介さんの正体にするのです!!　あなたはお呼びじゃありません!!」


    　だいぶ混乱しているのか、訳の分からないことを言い出す陽名ちゃん。


    「……僕の正体って何だ？」


    　走りながら自問するが、答えは分からなかった。


    　だがとりあえずこのままでは陽名ちゃんがトラウマ体験をすることになりそうなので、全力で逃げることにする。


    　できるだけ広い道を選んで走り、他の通行人の姿を探す。角を連続して曲がり、変質者を引き離そうとする。けれど一向に誰ともすれ違わず、男はだんだんと距離を縮めてくる。


    「け、啓介さん、抱っこです！」


    　息を切らしながら陽名ちゃんが声を上げる。


    「へ？」


    「このままでは追いつかれてしまうです！　だから抱っこ、抱っこ、抱っこ！」


    　半ばやけくそ気味に叫ぶ陽名ちゃん。確かに歩幅の関係で陽名ちゃんが遅れがちになっている。体力や運動神経は僕より陽名ちゃんの方があるぐらいなのだが、体格差だけはどうにもならない。


    「わ、分かった」


    　僕は走りながら片手に持っていた鞄かばんを陽ひ名なちゃんへ渡し、両手を自由にする。そして一瞬だけ立ち止まり、陽名ちゃんを抱かかえ上げた。いわゆるお姫様抱っこの姿勢だ。羽根のように──という比ひ喩ゆは大げさだが、陽名ちゃんの体重は軽い。相手もペースが落ちてきているので、これなら一気に引き離せるかもしれない。


    　陽名ちゃんは二人分の鞄を抱え、僕の胸に顔を押しつけ目を閉じる。


    「変なモノを見てしまわないよう、わたくしは絶対に目を開けません。啓けい介すけさん、後はお任せします。明日お昼ご飯を奢おごりますから頑張ってくださいです！」


    「……昼食代が浮くなら、はりきらないとな」


    　苦笑して頷うなずき、背後をちらりと見る。


    　男はボタンを外すのを諦あきらめたようで、最初の綺き麗れいなフォームで走る速度を上げていた。


    「待ちたまえ……とにかく話を──」


    　だがさすがに男の息も上がっている。このまま逃げ続けても何とかなりそうだが、できればどこかで切り返したい。今はどんどん駅裏の奥へ進んでいるので、下手をすれば迷子だ。口の中に溜たまった唾つばを飲み込み、周囲を見回す。


    　空は山際だけが赤く燃え、あとは紺こん色いろに染め替えられている。街灯がない道は薄暗い。これなら──。


    　前方に見えてきたＴ字路で仕掛けることを決める。僕は角を左に曲がると、その陰に身を潜ひそめた。男の足音が近づく。荒い息が聞こえてくる。


    　よし──今っ！


    　僕はタイミングを見計らい、右足を角から突き出した。ドンッとふくらはぎに衝撃。僕の足に躓つまずいた男が、宙を舞う。


    　上う手まくいった──そう思ったのも束の間、男は空中でくるくると回転し体勢を整える。そして信じられないような身のこなしで、綺き麗れいに着地した。


    　こいつ……ただ者じゃない。


    　少し本気で感心してしまったが、我に返って走り出す。


    　何はともあれ、位置関係は逆転した。これで人通りのある方へ逃げられる。先ほどの踏み切りを越えさえすればゴールだ。


    　僕は陽名ちゃんを抱え、重くなってきた両足を動かす。もう振り返りもせず、一目散に逃げるつもりだった。


    　背後から、あの名前が聞こえてくるまでは。


    「──遠とお見み由ゆ衣い」


    「な……？」


    　驚きよう愕がくし、足を止めて振り返る。腕の中の陽ひ名なちゃんも驚いた様子で目を開けていた。男はゆっくりとした足取りでこちらに近づいてくる。サングラスの奥から、鋭い視線を感じた。


    「彼女に関する要件で、私は会いにきたのだ。少しだけでも耳を傾けてはくれないかね」


    　ただの変質者だと思っていた男への認識を改める。こいつは僕が由ゆ衣いの兄だと分かった上で声をかけてきたのだ。


    「あんた……何者だ？」


    　慎重に相手の様子を窺うかがいながら問いかける。


    「……やっと話を聞いてくれる気になったか。では改めて名乗ろう」


    　男は頷うなずき、トレンチコートの止め具を外していく。


    「って、やっぱり脱ぐのですかっ！」


    　陽名ちゃんがツッコミを入れ、顔を背そむけて目を閉じた。


    　だが男の言動から考えて、その下が裸ということはないだろう。僕は仕方なく男の行動を見守る。


    「──見たまえ、これが私の正体だ」


    　バッと勢いよくトレンチコートを脱ぎ捨てる男。その姿が夕日の残照と一番星の光の元で露あらわになる。


    「………………」


    　僕は言葉を失う。というか、どう反応していいのか分からなくなる。


    　男が身につけていたのは──忍しのび装しよう束ぞくに似た何か。


    　背の高い筋肉質な体たい躯くを包むのは鎖くさり帷かた子びらだったが、その上に纏まとう衣装がやけに派手だ。白地に金の刺し繡しゆうが施ほどこされた服は忍ぶのに適当なものとは思えない。いったいこれは何なのだろう。じっくり眺めれば眺めるほど男の正体が分からなくなる。


    　十数秒ほど、無言で向かい合う。男が僕の反応を待っているようだったので、とりあえず正直な感想を口にすることにした。


    「変質者じゃなくて……不審者だったのか」


    「……おや、見て分からないのか？　これはヒーローの衣装だ」


    「ひーろー？」


    　僕は顔を顰しかめ、そのうさん臭い言葉を繰り返す。


    「──忍者英雄マキビシマン。今、子供の間で大人気のヒーローなのだが」


    「いや、知らないけど」


    「………………そうか、君はあまりテレビを見ない子なのか。最初の挨あい拶さつを円滑にするためわざわざ発注したのだが……税金を無駄にしてしまったな」


    　少しショックを受けた様子で自分の忍装束を見下ろす男。マキビシマン……せこい技ばかり使いそうなヒーローだ。そのコスプレをして何の意味があるのか理解に苦しむ。


    「で──あんたはその格好で、いったい何を伝えたかったんだ？」


    　微妙に落ち込んでいる様子の男に訊たずねる。


    「……ん？　ああ、そうだな。知らないのならば、説明が必要か」


    　小さく息を吐いて、自分の胸を指差す男。


    「この装いは私の立ち位置を明確に示すもの。つまり私は今日から、この街の平和を陰から守るヒーローというわけだ。名は倉くら野の正まさ行ゆきという。以後、よろしく頼む」


    　ようやく名乗った男は、一枚の名刺を差し出した。両手が塞ふさがっている僕は陽ひ名なちゃんに受け取ってくれるようお願いする。


    「えぇー……」


    　陽名ちゃんはひどく嫌そうな声を上げ、固く瞑つむった瞼まぶたを開く。男の姿を初めて視界に納め、びくりと体を硬直させる陽名ちゃん。


    「……悪い夢でも見ているようです」


    　小さく呟つぶやき、さっと奪うようにして名刺を摑つかみ取る。僕は陽名ちゃんと一緒に長方形の紙片を覗のぞき込んだ。


    　そこには倉野正行という名前と彼の所属が記載されている。


    　ん……倉野？


    　その苗みよう字じに少し引っかかるものを感じたが、直後に響いた陽名ちゃんの声で僕の思考は中断した。
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    「あ、あの、ここに何か信じがたい文字列が書かれているのですが……」


    　陽ひ名なちゃんが指差したのは彼の所属。僕はその部分を声に出して読み上げる。


    「国家公安委員会及び宮く内ない庁ちよう管かん轄かつ、霊的治安維持部特別対策室、美み傘かさ市支部長……？」


    　やたら長い肩書き。ひどく噓うそ臭くさい単語が混じっているが、これが本当だというなら──。


    「まさか……公務員？」


    　疑わしさ百パーセントの眼まな差ざしを男──倉くら野の正まさ行ゆきへ向ける陽名ちゃん。


    「そんな肩書きは適当に作られた表向きのものだ。あまり気にしないでくれたまえ」


    「つまり、噓なのか？」


    　頭痛を覚えながら僕は問う。


    「いや、社会的な立場はその名刺にある通りだ。噓は書いていない。だが〝君たち子供にとっては〟私はただのヒーローでしかない。そう理解してほしい」


    　まずます頭痛がひどくなる。僕は額ひたいを押さえ、絞り出すように言葉を紡つむいだ。


    「……で、自称公務員兼ヒーローの倉野さん。いったい由ゆ衣いのことで、どんな用が──」


    「ストップ、私のことはぜひ正行と呼んでほしい。正義を行うと書いて正行。私はこの名前がとても気に入っている」


    　ああもう、面倒くさい。ウザさが限界を超えて、なんか色々どうでもよくなってきた。


    「じゃあ──正行さん。さっさと用件を。ただし、できるだけ簡潔に」


    　ぞんざいな口調で僕は再度訊たずねる。


    「ふむ、では率直に訊ねよう。遠とお見み啓けい介すけくん、これから少し時間を貰もらえないかね？　君を案内したい場所があるのだ。そこに来れば──きっと君は妹と会える」


    「な……」


    　この倉野正行という人間は、どこまで僕らの事情を知っているんだ？


    「君たちはずっと探していたんだろう？　彼女と──神と対話できる場所を」


    　正行は自信に満ちた声こわ音ねで言葉を重ねる。サングラスとマスクに隠された表情は見えないが、何となく彼は笑っているような気がした。


    　こいつは……知っている。恐らく全てを。


    　僕は確信し、正行を睨にらむ。


    「目的は、何だ？」


    「何を言っているのだ？　今、話したばかりではないか。君を妹に会える場所へ連れていくのが目的だ。それほど遠くはない。さあ、ついてきてくれたまえ」


    　正行は投げ捨てたトレンチコートを拾い上げ、埃ほこりを払ってから袖そでを通す。そして僕らを追い越して踏み切りのある方向へ歩き出した。


    　僕らが絶対についてくると思っているのか、こちらを振り返ることもしない。そして悔しいが、彼の予想は間違っていない。


    「……ごめん、陽ひ名なちゃん。怪しいとは分かってるんだけど──」


    　僕は苦い表情を浮かべつつ、腕に抱いた陽名ちゃんへ謝る。


    「いえ、仕方ないのですよ。ことが由ゆ衣いさんの問題なのですから。今のところ彼に悪意の色は視みえませんが、気を抜かずにいきましょう」


    　陽名ちゃんはそう言うと僕の腕から降り、代わりに手を握ってきた。


    「安心してください。もし何かしてきたら、わたくしがスタンガンでやっつけちゃいます」


    　小さくガッツポーズを見せる陽名ちゃんを見て、少し気持ちが楽になる。


    「分かった、頼りにしてる。僕もいざとなったら陽名ちゃん抱えて逃げるから」


    　僕は笑って頷うなずく。話している間に倉くら野の正まさ行ゆきはずいぶん先まで行ってしまっていた。僕らは夜に包まれようとしている街を、早足で歩き始める。行き先は暗い闇やみに沈んで見通すことはできなかった。
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    　東の空に白い上じよう弦げんの月が輝いている。急に気温が下がり、手がかじかむ。静かな街に響くのは三つの足音。


    　倉野正行に先導され、黙々と進むこと約十分。既に駅裏を抜け、周囲の景色は様変わりしていた。道の両脇を占めるのは一日の操業を終えた工場や大きな倉庫。いつ人とすれ違ってもおかしくない道。


    「あの──そのサングラスとマスク、いつまで着けているつもりなのですか？」


    一応自己紹介はしたものの、未いまだに素顔を見せようとしない正行へ問いかける陽名ちゃん。僕もいい加減指摘しようと思っていたところだった。夜道を歩くには怪しすぎる扮ふん装そうだ。


    　けれど彼はこちらを振り返ると、肩を竦すくめる。


    「言っただろう？　私は君たちにとってはヒーローだと。倉野正行という個人よりも、その立場は優先されるのだ。だから倉野正行の顔を見せる必要性は生じない」


    　よく分からない屁へ理り屈くつで倉野正行は陽名ちゃんの言葉を煙けむに巻く。素顔を晒さらせない理由があるのだろうか。


    「人に見られると面倒なことになるですよ？　今のところは奇跡的に誰ともすれ違っていませんが……」


    　陽名ちゃんはそう言うと周囲を確認する。


    　僕も同じ意見だ。トレンチコートは忍しのび装しよう束ぞくを隠すために必要だが、サングラスとマスクは無駄な注目を集めるだけだ。警察が通りかかったら間違いなく職務質問されるだろう。僕らまで不審者扱いされてはかなわないので、早く外してほしい。


    「ああ、そんなことなら心配ない。私たちが歩く道は人払いをしてある」


    　その言葉を聞いて僕は驚く。


    「人払いって……もしかして、魔術を──」


    「いや？　単に周辺へ人員を配置して、人の流れをコントロールしているだけだが」


    　彼の返事はごく現実的なものだった。だが、魔術であった方がよかったかもしれない。この状況が組織立った行動の結果ならば、彼は多くの人間を動かせることになる。彼の名刺には美み傘かさ市支部長という記載があった。変な格好と妙な言動に呆あきれていたが、甘く見てはいけない人間のようだ。


    　僕と陽ひ名なちゃんは表情を硬くして視線を交わす。だが彼は僕らの様子に気付くこともなく、前方を指差して叫んだ。


    「──見えてきた。あそこが目的地だ」


    　彼が指差したのは斜め右前方。山へと続く真っ暗な森。


    　会話をしている間に僕らは工場地帯を抜け、街灯の皆無な山沿いの道に出ていた。この辺りは恐らく美傘市の西端だ。美傘市は山に囲まれているため、どこを歩いても山に突き当たる。このまま山沿いに歩いていけば、遠回りではあるがそのうち学園の女子寮近くへ出られるだろう。


    「まさか山登りでもさせる気か？」


    　僕が顔を顰しかめて問いかけると、正まさ行ゆきは首を横に振る。


    「そんなわけないだろう。もっとよく見てくれたまえ」


    　もう一度彼の指先を辿たどって目を凝らす。近づいていくにつれて確かに何かがあるのが分かった。赤いコーンや、立ち入りを禁じる黄色のフェンス。どうやら……ここは工事現場らしい。


    　そして目の前までやってきて、ここがただの山ではないことにも気付いた。柵の向こうに真新しい真紅の鳥居が立っている。さらにその先には頂上へと伸びる石段が見えた。


    「……神社？」


    　僕は考えた末に、そう呟つぶやいた。だがおかしい。この街に神社はないはずだ。神様探しを始める前に陽名ちゃんが調べたので、間違いない。


    「君たちが知らないのも当然だ。この神社はまさに今、建造中なのだから。まあ正しくは、ずいぶん昔に廃すたれてしまった社やしろを再建しているのだがね。要するに新装開店準備中さ」


    　神社の新装開店……凄すさまじく違和感のある言葉だ。


    「廃れた社……？　それって女子寮の近くにあったものですか？」


    　大鳥居を見上げながら陽名ちゃんが呟く。


    「ああ、そこは分社だよ。本社はここ。かつて祀まつられていたのは、山の主として恐れられた白い狼らしい。これほど〝条件の整った〟神域は珍しいだろう？」


    　由ゆ衣いは狼の属性を持つ神だ。そのことも彼は知っているようだった。


    「まさか……由ゆ衣いのために？」


    「高たか天まが原はらを統すべる新たな神に、社やしろを用意するのは当然のことだ。ご神体も失われ、忘れられていた白狼の跡を継ぎ、彼女がこの社の神となる。見たまえ、この神社の名を」


    　そう言って彼は鳥居の横にある石柱を指し示した。暗いので気付かなかったが、よく見れば確かに神社の名らしき文字が彫られている。


    　その名を頭の中で読み上げた瞬間、僕は眩暈めまいがした。


    　石柱にはこう記されていた。


    　──遠とお見み神社、と。


    



    　まるで夜空にまで続いているかのような、長く暗い石段を上っていく。前を歩くのは自称ヒーローの倉くら野の正まさ行ゆき。隣には緊張した面おも持もちの陽ひ名なちゃん。僕は彼女に手を引っ張られるようにして、半なかば機械的に足を動かす。


    　頭の中は疑問で[image: ]あふれかえっていた。


    　状況が上う手まく呑のみ込めない。由衣が神様になったのは、たった二週間ほど前のこと。その情報をどんな経緯で入手したにしても、行動が早すぎる。まだ工事中ではあるようだが、ここは既に神社としての体裁が整っている。こんなデタラメ、よほど大きな権力と資本が後押ししない限りは実現不可能なはずだ。


    　──何がどうなってるんだ？


    　抱え切れなくなった疑問を倉野正行の背中にぶつけると、彼はサングラスとマスクで覆おおわれた顔をこちらに向けた。


    「作業が早く進んだのは、とある場所から移築したものが多いためだ。あと当たり前だが、多くの人々が積極的に力を貸してくれたからでもある」


    「なんでそこまで……。いったいどんな見返りを期待しているんだ？」


    　僕が問うと、苦笑の気配が返ってきた。


    「そんなに警戒しないでくれ。もちろん私たちにも思惑はあるが、それは君たちの日常を脅おびやかすものではない。むしろ──守るためのものだ」


    「守る？」


    「言っただろう。私はこの街の平和を守るために来たのだと。日常を壊そうとする敵と私は戦う。君たち〝子供〟を守るヒーローとしてな」


    　ヒーローの衣装を見せられたときに薄々感じてはいたが、彼は僕らのことをあくまで子供だと認識しているらしい。確かに僕はまだ大人ではないが、幼くもない。ゆえに彼の言動は押し付けがましく感じる。


    「いや……別に敵とかいないし、守ってもらう必要なんてないけど」


    　当たり前の意見を僕は口にする。だが彼は首を横に振った。


    「君は〝神の兄〟という立場を軽く考えているな。多くの国や宗教団体、魔術結社にとって、君は喉のどから手が出るほど欲しい存在なのだぞ？」


    　思いがけないことを言われ、僕は目を丸くする。


    「え……？　どうして、僕は普通の人間なのに──」


    「そんなことは関係ない。彼らが欲しいのは神との繫つながり、深い縁だ。新興の組織・団体は特に、遠とお見み由ゆ衣いを自分たちの神様として祀まつり上げたいのさ」


    　彼の説明に息を呑のむ。だが同時に色んなことに合点がいった。


    「要するに、あんたたちの目的も同じわけか」


    　遠見神社などという冗談みたいな場所を見渡して、僕は言う。


    「──これは痛いところを突かれたな。だが私たちは他の組織とは違い、この神社を建てた時点でほぼ目的を果たしている。あとは君たちがこの街で普通に日常を送ってくれるだけで十分なのだよ。ゆえに現状維持のため、力を尽くす。利害は一致していると思わないか？」


    　確かに日常を乱す敵を排除してくれるというのなら、損にはならない。だが何となく素直には頷うなずけず、僕は「うーん……」と唸うなった。


    「まあ、別に今すぐ納得してくれなくても構わない。いずれまた、より詳しい話をする機会もあるだろう。今日のところはまず、君たちの目的を果たしてくれたまえ」


    　足を止める倉くら野の正まさ行ゆき。石段を上りきったのだ。僕と陽ひ名なちゃんは、平らに拓ひらけた境けい内だいを見渡す。


    　目の前にはまたしても大きな鳥居、その先には厳おごそかな社やしろ。どこかから移築したというのは本当らしく、木造の社は長い時間を経た風格を備えている。だが倉野正行はその社には向かわず、境内の裏へと僕らを案内した。


    　そこにあったのは、社と渡り廊下で繫がる小さな木造家屋。


    「玄関はここだ。鍵かぎを渡そう。この周辺のセキュリティは万全ではあるが、戸締まりはしっかりするように」


    　彼はコートのポケットから鍵を取り出し、僕へと放り投げた。


    「っと……」


    　慌てて両手で受け止める。掌てのひらの上で銀色に輝くのは何の変哲もない普通の鍵だ。


    「では、私はこれで失礼する」


    　その言葉に驚いて顔を上げると、彼は既にこちらへ背を向けていた。


    「え？　帰る……のか？」


    「ああ、君たちの邪魔をしてはいけないからな。部外者がいると君の妹も現れづらいだろう」


    「この鍵は？」


    「君のものだ。ここは〝遠見〟神社だからな。私を含め管理者はいるが、主あるじは君たち兄妹さ。いつでも好きに出入りしてくれて構わない」


    　振り返らないまま返事をし、彼は暗くら闇やみの中へ歩き始める。


    「──そうだ、一つ言い忘れていた。社やしろには君の妹に波長の合いそうな神器を安置してある。使えそうなら使ってくれたまえ。ただしとても貴重なものだから、扱いは丁てい寧ねいにな」


    　最後にそう言い残してから、自称ヒーロー倉くら野の正まさ行ゆきは鳥居を潜くぐり石段を下っていった。


    「本当に行ってしまいましたね」


    　彼の姿が見えなくなってから約十秒後、陽ひ名なちゃんがぽつりと呟つぶやく。


    「結局……なんだったんだ、あの人」


    　一度も素顔を見せることのなかった彼は、外見も言葉も行動も何もかもが怪しかった。どこまで信じていいのか、さっぱり分からない。


    「まあ、とりあえず由ゆ衣いさんを呼べるか試してみましょう。この周辺に悪意は視みえませんので罠わなということはないと思うです」


    　陽名ちゃんが言うのなら、一ひと先まず危険はなさそうだ。僕は鞄かばんから由衣の依より代しろである人ひと形がたを取り出し、呼びかけてみる。


    「──由衣」


    　すぐに反応があった。人形の表面に描かれた幾き何か学がく模様がぼうっと発光する。


    ……っ!?


    　驚きと戸惑いに体が強こわ張ばる。


    　本当にこんな急造の神社で由衣が呼べるのか？　というか由衣と会ったらまず何を話せば──。


    　頭の中がパンク寸前になる。心臓が早はや鐘がねを打つ。だが……それ以上の変化はいくら待っても起こらない。


    「光っているだけですね。もう一押しという感じではありますが……」


    　陽名ちゃんの呟きを聞いて、僕は大きく息を吐はいた。


    　ここに由衣を導く力があるのは確かなようだが、まだ少し足りないらしい。心の準備がまだできていなかったので、悲しいようなほっとしたような複雑な気分になる。


    「──じゃあ社に行ってみよう。さっき、あの人が何か言ってたし」


    「はいです。何事も試してみるのが肝心ですよね」


    　頷うなずく陽名ちゃん。僕は渡された鍵かぎを手に、玄関扉の前に立つ。


    　由衣と再会する。


    　その心構えをゆっくり胸の奥で組み立てながら、僕は鍵を回した。


    



    　管理者用の住居と思われる木造平屋建ての家は、ほとんど何も物がなかった。その上、電灯もつかない。恐らくまだ工事中のため、電気が来ていないのだろう。


    　僕らは手探りで渡り廊下への扉を見つけ、そこを通って社やしろの欄らん干かんに上がる。見たところ裏口らしきものはなかったので、賽さい銭せん箱ばこの置かれた正面へ回り込んだ。何となく入ってはいけない場所に踏み込んでいるように思えて、居心地が悪くなる。


    「啓けい介すけさんは気が小さいですねー。遠とお見み神社なのですから、もっと堂々とすればいいのです」


    　躊躇ためらう僕を見て、陽ひ名なちゃんが正面の引き戸を開く。鍵かぎなどはかかっていなかったようだ。セキュリティは万全だという話だったが、本当なのか怪しくなる。


    　社の中は真っ暗なのかと思っていたが、意外と明るい。その理由は中へ入り、天井を見上げたときに分かった。


    　学校の教室よりも広い板間の奥、何かが飾られた祭壇の上部だけがガラス張りになっていた。そこから星と月の明かりが差し込み、社の中を淡く照らしている。


    「ここだけ昔の建物に手が加えられていますね。何か意味があるのでしょうか」


    　首を傾かしげつつ、祭壇へ向かう陽名ちゃん。僕も後に続く。


    　祀まつられているのは、直径四、五十センチ程度の円盤。これは……鏡だ。かなり歴史のあるものに思える。鏡面は天井の採光窓から降り注ぐ月光を反射して鈍く輝いていた。


    「これがあの人の言っていたものか」


    「みたいですね。けれど、この大きさ──まさか……確かに大神という点では符合しますが──」


    「ん？　何か思い当たるものがあるのか？」


    　唇に指を当ててぶつぶつ呟つぶやく陽名ちゃんへ訊たずねる。


    「あ、いえ、何でもないです。本物のはずがありませんし……きっと、どこかで祀られていた御神鏡なのでしょう。それより依より代しろの反応はどうですか？」


    　何となく陽名ちゃんの様子が浮き足だっているように思えたが、僕はとりあえず鞄かばんから人ひと形がたを取り出して見せる。


    　社の中が途端に明るくなった。人形に描かれた幾き何か学がく模様は、先ほどより強く輝いている。


    「──出て、これそうか？」


    　唾つばを呑のみ込み、喉のどを潤うるおしてから僕は人形に話しかけた。今度こそ成功するかもしれない。そんな予感があった。


    「由ゆ衣いさん……」


    　陽名ちゃんもじっと人形の様子を見守る。


    　十秒、二十秒、三十秒……一分。時間が過ぎていく。けれど、それ以上の変化は現れない。どうやら……僕の予感は外れてしまったらしい。


    　諦あきらめて肩を落とす。陽名ちゃんも残念そうに表情を曇らせる。


    



    　──お兄ちゃん。


    



    　しかし、その時……声が聞こえた。人ひと形がたからではない。全く意識していなかった方向から。


    「えっ……？」


    　驚いて振り向く。そこには祀られた御神鏡。月明かりと〝人形の光〟を反射して煌こう々こうと輝く鏡。


    　その中で、青いワンピースを着た少女が笑っていた。髪型はポニーテール。頭には犬耳。


    「由ゆ衣い……」


    　僕は少女の名前を呼ぶ。神様になってしまった妹へ話しかける。


    



    　この日、僕ら兄妹は二週間ぶりに言葉を交わした。


    　そして日常の中で関われる場所を──やっと見つけ出した。
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    「──由衣さんと会えて、よかったですね」


    　鈴虫の鳴き声が響く山沿いの道。僕の隣を歩く陽ひ名なちゃんが、曇り始めた夜空を見上げながら口を開く。


    「まあ……ほとんど話もできなかったけどな」


    　僕は苦笑して答える。


    　妹との邂かい逅こうは、ほんの数秒で終わった。


    　月が雲に隠れ、社やしろを淡く照らしていた光が弱まった途端──由衣の姿は見えなくなってしまったのだ。人形の紋様は光り続けているのに、声も聞こえなくなった。


    　恐らく鏡が由衣を映し出すためには、人形の光だけでなく空の光も必要なのだろう。そう予想して空が晴れるのを待ってみたのだが、天候はどんどん悪くなるばかり。


    　携帯で天気を調べてみると、今日は下り坂の気圧配置らしい。このまま待っていても月は顔を出してくれそうにないと判断し、僕らは神社を後にした。


    「でも条件はある程度わかったのですから、次はちゃんと話ができるはずです。つまりこれで──神様探しは終了ですね」


    　どこか寂しそうな口調で陽名ちゃんは言う。


    「あ……そういうことになるのか。でも、神様にお礼を言うって目的は果たしてないんだし、今度また晴れた日を選んで一緒に行くだろ？」


    「せっかくの兄妹水入らずを邪魔しても構わないのですか？」


    「気にしなくていい。由衣も賑にぎやかな方が喜ぶ」


    　僕の言葉に陽ひ名なちゃんは表情を明るくする。


    「……だったら次に来るときは、他の方にも声をかけましょう。由ゆ衣いさんに会いたがっているのは、わたくしだけではないですから」


    「そうだな、除のけ者にしたら怒られるか」


    　苦笑いを浮かべ、僕は頷うなずいた。


    「はい、きっとお仕置きされてしまうです」


    　陽名ちゃんは楽しそうに笑う。だが一呼吸を挟んだ後、急に真ま面じ目めな表情へ変わった。


    「──それに、今日の出来事は皆さんに伝えておくべきです。正しい情報を共有していないと、今後、足元を掬すくわれることになりかねません」


    「倉くら野の正まさ行ゆきと、遠とお見み神社のことか……」


    　僕は怪しい自称ヒーローと、工事中の神社を思い出しながら呟つぶやく。首しゆ肯こうする陽名ちゃん。


    「正行さんは今のところ敵ではないようですが、味方であるとも限らないのです。気を許してしまわぬよう、皆さんに注意しておいた方がいいでしょう」


    　確かにふざけた姿と言動だったが、あの男はただ者じゃない。急に現れて由衣と会える場所を提供し、さらに僕らの日常も守るという。ここまでお膳立てをされると、掌てのひらの上で転がされているような気がしてくる。


    「……面倒なことにならないといいな」


    「そうですね。けれど、心配しすぎる必要もないのです」


    　陽名ちゃんの小さな手が僕の指に触れる。


    「啓けい介すけさんとの日常は、渡しません。啓介さんに意地悪する権利だけは、絶対に譲りません。仮に奪われても必ず取り返します。たとえ誰が相手でも」


    　僕の目を真まっ直すぐに見つめ、微ほほ笑えむ陽名ちゃん。その表情に凄すごみを感じて、僕は息を呑のんだ。


    「もしかして、今も戦闘モードなのか？」


    「ふふっ、目標を定めた乙女はいつだって戦闘モードなのですよっ！」


    　陽名ちゃんは僕の手を摑つかみ、大きく振る。腕の振りが大きくなり、自然と歩幅も広くなる。やがて水音が聞こえてきた。川の傍そばまで来たようだ。そのまましばらく歩くと橋が見えてくる。その向こうには女子寮の明かり。


    「──送ってくれて、ありがとです」


    　橋を渡りきったところで手を離し、陽名ちゃんが礼を言う。


    「ああ、それじゃまた明日」


    　手を挙げて挨あい拶さつする。だが、なかなか陽名ちゃんは立ち去らない。じっと僕の顔を凝視している。


    「どうしたんだ？」


    「……啓介さん、頭に落ち葉がのっていますよ？」


    「え、どこだ？」


    　手で髪を払ってみるが、分からない。


    「そこです、そこ。もう、違うです……少し屈かがんでください。わたくしが取ってあげます」


    　言われるまま、身を屈める。陽ひ名なちゃんは僕の頭に触れ──そのまま顔を寄せてきた。


    　頰ほおに一瞬だけ、柔らかな感触。


    「取れましたよ、啓けい介すけさん」


    　身を離した陽名ちゃんは、頰を染めて笑う。


    「と、取れたって……今、何を──」


    「何って落ち葉を取っただけですよ？　背伸びした拍子にちょっと唇が触れてしまいましたが」


    　首を傾かしげ、陽名ちゃんは上目遣いに僕を見る。


    「く、唇……？」


    　はっきりと言われた途端に頰が熱くなり、声が上うわ擦ずった。


    「ふふっ、啓介さん……顔が真っ赤です。今夜悶もん々もんとして眠れなくなったら、わたくしのせいですね。偶然ですが、いい意地悪ができましたっ」


    　嬉うれしそうに言葉を弾ませると、陽名ちゃんは身を翻ひるがえす。そしてそのまま女子寮へ軽やかに駆けていった。


    「偶然……だったのか？」


    　華きや奢しやで小さな背中を見送りながら呟つぶやく。


    　女子寮の前で一度立ち止まり、僕に手を振る陽名ちゃん。僕は呆ぼう然ぜんとしながら手を振り返す。


    　陽名ちゃんの姿が女子寮の中へ消えた後、僕は振っていた右手を頰へ移動させた。


    　熱を持った肌を押さえて、大きく息を吐く。


    　寮に帰ったら、溜たまっている課題を全部片付けてしまおう。徹夜になっても構わない。


    　きっと今日は──眠気なんてやってこないだろうから。
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     第二章　飛行少女の弟子
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    　見上げると、遠く小さな太陽。降り注ぐ日差しは冷たい大気に熱を奪われ、頼りない。


    　散らばる雲は疎まばらで薄く、空はどこまでも蒼あおい。


    　視線を地上に転じれば、色鮮やかな山の連なりが瞳ひとみに映る。盆地に広がる街並みも紅葉した街路樹や落ち葉によって、すっかり秋色だ。


    　もう暦こよみは十一月。秋は終わりに近づき、冬の気配が迫っている。街の上空を渡っていく鳥たちの群れは、冬の足音に追い立てられているかのよう。


    　風に乗れば、あの鳥たちと共に暖かい南の地へと行けるだろう。でも、あたしは動かない。この場所には、あの人がいるから。


    　空に混じって、風に溶けて、見つめ続ける。


    　あの人とあたしは違うもの。とても遠い存在。人間と──神様。


    　だからこそ、できるだけ近くにいたい。


    　あたしは意識を街の片隅へと集中させる。そこにあるのは広い敷地を有する学校。中等部と高等部の両方があるため、グラウンドや体育館が二つもある。


    　さらに意識を絞り込み、七棟ある校舎の一つへと焦点を合わせた。


    　三階の窓から教室を覗のぞき込む。もう授業は終わったようで、生徒の姿はほとんどない。残っているのは一人。教室の真ん中辺りの席に座り、白い紙と睨にらめっこをしている男子生徒だけ。


    　何やら難しい表情をしている男子生徒を見て、あたしは微ほほ笑えむ。


    『……お兄ちゃん』


    　無意識に漏もれた呟つぶやきは、柔らかな風に変じて彼の前髪を少し揺らした。視線がこちらを向く。だが彼の瞳があたしの姿を映すことはない。


    　ちょっと切なくなって、あたしは意識を学園から遠ざけた。やはりいつもの場所で待っていることにしよう。今日は天気がいいので、きっと来てくれる。


    　街を一望できる高さにまで視点を引き、目的地をロックオン。そこは街の西端にある神社。上空からでも朱塗りの鳥居はよく目立つ。


    　この街でのあたしの居場所へ向けて、意識を飛ばす。雲と大気をすり抜けて、落ちていく。


    　だがその途中──何かとすれ違った。


    　遠ざかるのは、風を叩たたく翼の音。


    　天を仰ぐと、空へ昇っていく鳥の後ろ姿が見えた。その鳥は雲よりも高い場所へと、凍えるような冷たく薄い大気の層へと、真まっ直すぐに飛んでゆく。


    　これほど高く、飛ぶ必要があるのだろうか？


    　そもそも、鳥はあんなにも高く飛べるのだろうか？


    　目的地はどこなのだろう。最後にはどこへ辿たどり着くのだろう。


    　鳥の行方ゆくえを目で追いながら、考える。


    　だが答えの出ぬうちに、鳥の姿は消えてしまった。神様ですら、見失った。


    　やはり普通の鳥ではなかったらしい。たぶん、あたしに近いモノだと思う。


    　あの鳥が飛んでいったのは……きっと、ここに留まるあたしには見えない所。


    　連なる世界の枝の上。高き天あま原はら。


    　神様たちの──ホントの居場所。
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    　──将来。


    　それは日常の先にあるもの。繰り返される「いつも」を経て辿り着く場所。


    　未来とは、少し意味が違う。


    　五秒後も、一か月後も、二十年後も、六十億年後も、未来という一言で括くくることができる。でも五秒後の未来を将来とは呼ばない。将来とは、今とは違う日常のこと。


    　自分の意思で選び取る、変わらぬ日々のこと。


    　そして今、僕の目の前に置かれた白い紙は、己の将来を実現するための一ひと欠片かけらだった。
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    「はぁー……」


    　重い溜ため息いきを吐つく。


    　場所は教室。壁に掛けられた時計の針が示す時刻は、四時三十分。窓の向こうは茜あかね色いろ。夏季には六時頃まで空に居座っていた太陽が、もう山の際に近づいている。このままではあと三十分もしないうちに天の玉座は夜の月に取って代わられるだろう。


    　窓からの柔らかな風が前髪を揺らし、僕は視線を白い紙から外す。電気の灯っていない薄暗い教室にいるのは僕一人。


    「今日は諦あきらめて帰るか……」


    　小さく呟つぶやき、握っていたシャーペンを筆箱にしまう。そして机に置かれた白い紙をじっと見つめて、もう一度深々と嘆たん息そくした。


    　紙には文字が印刷されている。恐らく同じものを何年も使いまわしているのだろう。コピーを繰り返された文字列はところどころ掠かすれている。


    「進路希望調査、か」


    　僕は白い紙──担任から配布されたプリントの上部に記された文字を読み上げた。


    　これはその名の通り、生徒が希望する進路を調査するためのもの。プリントには進学と就職の項目があり、その下に志望先や動機、相談事を書く欄が用意されている。


    　このプリントが配られたのは先週の月曜日。それから丸一週間が経ち、僕はまだプリントに自分の名前しか記入できていない。担任からはできるだけ早く提出するよう注意されたので、放課後残って書いてしまおうと思ったのだが……結局、何も決めることができなかった。


    　高等部二年生の十一月にもなってこれではマズイと分かっている。しかし、僕はどうしても将来を──学園を卒業した後の日常を具体的に思い描けないでいた。


    　プリントを二つに折り、鞄かばんにしまおうとする。


    　──タッ！


    　その時、靴くつ音が聞こえた。


    　廊下側からではなく、中庭に面した窓側から。この教室は──三階にあるというのに。


    　顔を音が聞こえた方向へ向ける。


    　揺れるカーテンの向こうに、人影が見えた。風が吹いて、カーテンが翻ひるがえる。[image: ]あふれるのは金色の糸。靡なびく黄金の髪。


    　開いた窓の前に立っていたのは、金髪の少女だった。身に纏まとっているのは、この傘さん陽よう学園指定の制服。紅の空を背に立つ彼女は、宝石のような碧へき眼がんで僕を見つめる。


    「ケースケ、まだ残ってたんだ」


    　親しげな口調で、少女が僕の名前を呼ぶ。


    「……どこから入ってきたんだよ、アリッサ」


    　僕も少女の名前を呼び、呆あきれた視線を向ける。


    「どこって、窓から」


    　アリッサは当たり前のように答えた。


    「どうやって」


    「空を飛んで」


    　僕は大きく息を吐く。普通なら冗談としか受け止められない台詞せりふだろう。三階の窓から侵入することは困難だし、ましてや空を飛ぶことなんか一般人にはできやしない。


    　だが彼女──アリッサ＝クラノ＝ストーリング＝ライトは普通の人間ではない。なら何なのかというと〝魔術師〟だ。


    　彼女と出会ったのは半年ほど前。ショッピングモールの屋上から身を投げ出し、そのまま空を自在に舞った彼女を見た瞬間、僕の常識は完全に瓦が解かいした。


    　──世界の法則などに縛られない、飛行なんて朝飯前の女の子。


    　それがアリッサを説明するのに最も適切な言葉だろう。


    　そんなとんでもない少女は現在、クラスメイトの屋敷に居い候そうろうして僕と同じ学校へ通っている。


    「お前な……誰かに見られたらどうするんだよ」


    「飛行中は透明化の魔術を使っていたし、教室にケースケ以外いないことも確認していたから大丈夫。それより用事が終わったとこなら、一緒に帰らない？」


    「それは別にいいけど……」

  


  [image: ]



  
    　帰り支し度たくを再開し、鞄かばんにプリントと筆箱を入れて立ち上がる。


    「……けど？」


    　首を傾かしげるアリッサの足元を指差す。


    「土足禁止」


    「あ」


    　自分の靴くつを見て、声を上げるアリッサ。


    「すぐに行くから下駄箱の近くで待っていてくれ」


    「うん、わかった」


    　ちょっとバツが悪そうな笑みを浮かべると、アリッサは魔術を詠えい唱しようして姿を消す。


    　ふわっとカーテンが大きく波打ち、小さな靴音が窓枠から響いた。アリッサが再び空へと飛ひ翔しようしたのだろう。


    　僕はアリッサを待たせないよう、早足で教室を出る。プリントを入れた鞄が、やけに重い気がした。


    　──そういやアリッサは進路希望に何て書いたんだろ。


    　二段飛ばしに階段を降りる途中、僕はふと思った。


    「あいつなら……立派な魔術師とか書きそうだな」


    　苦笑を含んだ小さな呟つぶやきは、自分の足音に混じって消えた。


    



    　校門まで真まっ直すぐ続く道に、二つの影が長く伸びる。すぐ傍そばのグラウンドでは運動部の掛け声が響き、遠くの校舎からは吹奏楽部の演奏がかすかに聞こえてくる。


    「──こういうの、なんか久しぶりね」


    　隣を歩くアリッサが、はにかみながら呟いた。下駄箱の前で合流してから、初めての言葉。


    「こういうの？」


    「ケースケと二人だけで下校すること」


    「そうだったか？」


    　僕は首を捻り、問い返す。


    「うん。だってケースケ、しばらく前までヒナと〝神様探し〟をしてたし、ユイが見つかってからは放課後に皆で神社へ行くのが日課になったじゃない。賑にぎやかなのも楽しいけど、たまにはこういうのもいいわね」


    　アリッサはそう言うと右手で僕の左手を握り、指を絡めた。あまりに自然な動作だったので反応が一拍遅れる。我に返った僕は、慌てて周囲を確認した。


    「あはは、だいじょーぶよ。二人きりだって言ったでしょ？」


    　僕の様子を見て、アリッサは面白そうに笑う。


    「……っていうか、そもそもアリッサはどうして学園にいたんだ？　とっくに下校したはずだろ？　何か忘れ物でもしたのか？」


    　動揺を見せてしまった気恥ずかしさを隠すため、僕は会話を仕切りなおした。アリッサの手に鞄かばんはない。恐らく一度屋敷に帰っているはずだ。


    「別に、何となく空を散歩していただけよ。こう、たまに意味もなく思いっきり飛びたくなるのよね。それで学園の近くまで来たから、ケースケがまだ残ってるかなって教室を覗のぞいてみたの」


    「何となく……？」


    「そうよ、何となく」


    　アリッサらしいな、と僕は苦笑する。


    「飛ぶのって、やっぱ気持ちいいのか？」


    　僕は何度かアリッサに連れられて空を飛んだことがある。だがそういう時は大抵差し迫った状況にあったので、楽しんでいる余裕はなかった。


    「気持ちいいって言うか、すかっとするわ。溜たまっていたストレスが吹き飛ぶ感じ」


    「へえ……アリッサでもストレスが溜まることってあるんだな」


    　つい思ったままを口に出してしまう。アリッサはじろりと僕を睨にらんだ。


    「失礼ね。あたしにだって色々悩むことはあるわ」


    　悩むこと……か。


    　アリッサの言葉で、僕自身の悩みを思い出す。


    「なあ、アリッサ」


    「何？」


    「進路希望調査、何て書いた？」


    　確かアリッサはプリントが配られた当日に、すぐ提出していた。よほど揺るぎない目標があるのだろう。


    「え……？　進路ってその、あれよね？　あれは、えっと……」


    　だがアリッサは少し焦あせったような表情を見せ、頰ほおを指で搔かく。


    「あ、言いたくなかったら別にいい。ちょっと参考に……って思っただけだから」


    「そ、そう？　なら、秘密ってことにしておくわ」


    　ほっとした顔になるアリッサ。いつも開けっ広げに想いを口にするアリッサは、滅多に隠し事をしない。だから口を噤つぐむときには、必ず何か理由がある。


    　もしかしたらそれがアリッサの言う〝悩み〟なのかもしれない。気にはなったが、強引に追及することでもないだろう。相談できることなら、いずれアリッサの方から話してくれるはずだ。


    　それに、今の返事でも僕には十分だった。


    　悩んでいるのが僕だけでないことを知って、どこか気が楽になったから。問題は何も解決していないが、僕を急せかしていた焦しよう燥そうは軽くなっている。ほんのわずかだけど、余裕を取り戻せたように思えた。


    「──ありがとな」


    　繫つないだ手に少しだけ力を込めて僕は言う。


    「どうして、あたしがお礼を言われるの？」


    　きょとんと不思議そうに首を傾かしげるアリッサ。


    「何となく、そういう気分になったんだよ」


    「……変なケースケ」


    　面白そうに、楽しそうに、アリッサはクスクス笑った。つられて僕も笑う。


    　普段は長く感じる校舎から校門までの道のりが、今日に限ってはとても短く思えた。間近に迫った校門を見て、アリッサが僕に訊たずねる。


    「今日はいつもより遅いけど、神社には寄ってくの？」


    　秋晴れの空を見上げ、僕は頷うなずく。


    「──ああ、そのつもりだ」


    「よかった。じゃあもうしばらく〝このまま〟ね」


    　アリッサは声を弾ませ、僕の腕に抱きついてくる。


    　少し歩きにくくなるが、文句は言わない。


    　──好きな女の子に抱きつかれて嬉うれしくない男など、いるはずがないのだから。
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    　神社までの道は、もうすっかり歩き慣れている。由ゆ衣いを見つけてから二週間、曇りの日以外は毎日通っているのだから当然だ。


    　いつものように学園の前を流れる川を、正門前の橋を渡って越える。次に川沿いの道を西へ進み、山に突き当たったら後は道なり。深い森を左手に見ながら十五分ほど歩くと鳥居が見えてくる。


    　工事中を示す赤いコーンは撤去され、立ち入りを禁じる柵はない。遠とお見み神社と彫られた石碑を横目に僕とアリッサは山の上まで続く石段を上り始める。


    　神社の工事が終わったのは先週の半なかば。近所の人たちは、突然名前を変えて再建された神社をどう思っているのだろう。気になるが、今のところ僕ら以外に神社を訪れる人を見かけたことはない。神社はいつも無人だ。


    　倉くら野の正まさ行ゆきと名乗った男にも、最初の時以来ずっと会っていなかった。神社は毎日掃そう除じされている形跡があったので、誰かが管理していることは間違いない。単に時間帯が合わないだけなのだろうか。


    　できれば彼には、より詳しい話を聞きたい。それに確かめたいこともある。


    「──アリッサ、本当に倉くら野の正まさ行ゆきって名前には心当たりがないんだな？」


    　僕は石段を上りながら、アリッサに訊たずねる。これはもう何回も繰り返した質問。


    「またその話？　何度も言うけど、聞き覚えのない名前よ。確かにあたしのミドルネームの一つは〝クラノ〟だけど、知らないものは知らないわ」


    　そう、僕の隣にいる少女の名はアリッサ＝クラノ＝ストーリング＝ライト。初対面の時に引っかかったのは〝クラノ〟という名前の符合だったのだ。


    　気付いたのは二度目に神社を訪れた時。アリッサに倉野正行のことを話した瞬間。それ以来、何かアリッサの家族に関係あるのではないかと考えているのだが……。


    「やっぱりただの偶然なのかな……」


    　本人と一向に会えないこともあり、だんだんそんなふうに思えてくる。


    　倉野というのはさほど珍しい苗みよう字じではない。中学の頃の同級生にも一人いたし、傘さん陽よう学園の中でも探せば見つかるはずだ。突然現れた怪しい男の苗字が倉野でも、一応珍しい偶然ということで片付けられる。


    「そう考えた方がいいんじゃない？　仮に何か縁があったとしても、お祖ば母あさまの遠い血縁って程度じゃないかしらね」


    　クラノというのはアリッサの祖母にあたる人の姓だ。彼女は千年前の人物。この時代に遠い血縁者がいてもおかしくはない。ただ、その繫つながりはとても遠くて薄いだろうが。


    　ちなみにアリッサの家系が千年間で三代しか経ていないのは、彼女たちが《方はこ舟ぶね》と呼ばれる時間の流れが非常に遅い場所で暮らしていたためだ。


    「血縁……か。そういや、お祖母さんはどういう家の人だったんだ？」


    「分からない。実はあたし、お祖母さまのことはあまり詳しく知らないのよ」


    「どうしてだ？」


    「お祖母さまの話題になると、お母さまは少し悲しそうな顔になるの。だからだんだん訊きくのを躊躇ためらうようになっちゃって……」


    　アリッサは石段の上を見つめながら、口元に苦笑を浮かべる。


    「──それじゃ、仕方ないな」


    　何となく事情を察して、僕は頷うなずく。


    《方はこ舟ぶね》には三世代の家族が暮らしているが、アリッサの祖母だけはいない。恐らくはもう……。


    「うん、仕方なかった」


    　アリッサも頷くが、何な故ぜかこちらを見てニヤニヤしている。


    「何だよ？」


    「ううん、別に。ただ何となく、今のケースケがいい感じだったから」


    「いい感じ……？」


    　何か特別なことを言った記憶はないので、僕は首を捻ひねる。


    「分かりやすく言うなら、好きってこと」


    　笑いながら説明するアリッサ。


    「……それはさすがに、直球過ぎるだろ」


    　顔が熱くなるのを自覚しながら、視線を外す。上を見ると石段の終わりが近づいていた。最上段には、夕日を背に受けた鳥居の黒々としたシルエット。


    　夕焼けの赤が頰ほおの火ほ照てりを隠してくれるよう祈りながら、僕は足を動かした。


    



    　山からの肌寒い風が吹く境けい内だいは、相変わらず閑散としていた。社殿へと真まっ直すぐ続く石畳とその脇に並ぶ灯とう籠ろうは、最初訪れた時にはまだなかったものだ。地面にはモミジやイチョウの葉が落ちているが、量はそれほど多くない。やはり誰かが定期的に掃そう除じをしているのだろう。


    　僕とアリッサは社殿の後ろへ回り、表札のない木造家屋の鍵かぎを開ける。玄関の中は薄暗い。だが壁のスイッチを押せば、蛍光灯の眩まばゆい光が屋内を照らしてくれた。二週間前は来ていなかった電気も、今ではちゃんと届いているのだ。


    　木造家屋には台所、風呂、お手洗い、居間、寝室と一通りの設備は揃そろっている。家具もいつの間にか増えていた。だがあまり生活の匂においは感じられず、誰かが暮らしているのかどうかは分からない。


    　まあこちらの家に用はない。たまにトイレを借りるぐらいだ。僕らは渡り廊下を通って社殿に移動した。以前は暗くて壁と見間違えたが、実は社やしろの横手にも扉がある。引き戸を開け、僕らは社の中に足を踏み入れた。


    　厳おごそかな空気が満ちる板間の奥には古い鏡が祀まつられた祭壇。天井は一部がガラス張りの採光窓になっていて、夕暮れの光が差し込んできている。降り注ぐ紅の日差しを反射して、鏡は赤く輝いていた。


    「──由ゆ衣い、いるか？」


    　僕は鏡に近づきながら呼びかける。依より代しろの人ひと形がたはまだ鞄かばんから出していない。けれど鏡の中から雑音混じりの声が返ってきた。


    『うん、いるよ』


    　チューニングが微妙に合っていないラジオから聞こえる音声に近い。


    　鏡面にはぼんやりとした人影が浮かび上がっていた。この現象を初めて目にしたのは、三回目に神社を訪れた時。交信を繰り返しているうちに鏡との〝繫つながり〟が強まったのか、由衣は空からの光さえあれば〝影〟を鏡に映すことができるようになったらしい。


    　これは恐らく鏡自体が由ゆ衣いの依より代しろ──ご神体として機能しているからだろうと陽ひ名なちゃんは分析していた。ただ、由衣がきちんと姿を現すためには太陽ではなく月と人ひと形がたの光が必要になる。太陽では光が強すぎて人形の光を搔かき消してしまうためだ。ゆえに昼間は人形を使っても、これ以上鏡の像と声がクリアになることはない。


    　だから普段は日没まで待つのだが──。


    「遅くなって悪い。今日は新月だから、あまり長く話せないのに……」


    　僕は由衣に謝る。そう、今夜は月が完全に光を失ってしまう日。いくら空が晴れていても、月が天空に輝くことはない。だから言葉を交わせるのは、日没までのわずかな間だけ。恐らくあと、十分程度。


    『気にしなくていいよ、お兄ちゃん。来てくれただけで嬉うれしいから』


    　鏡に映る影が少し揺れて、由衣の声が返ってくる。


    「いや、今日話せない分は今度埋め合わせをする。満月の日──由衣が実体を持てそうなら、こっちに泊まるつもりだ」


    　ここ数日──鏡に映る由衣の姿は、月が欠けるにつれて薄くなっていった。だが逆を言えば、月が満ちれば由衣の姿は鮮明になるはずだ。満月の夜ならば文化祭の時と同じように、実体を得られる可能性もある。


    『ホント？　じゃあ、あたし絶対に満月の日はそっちへ行くよ。がんばる！』


    　由衣の弾んだ声を聞いて、アリッサが鏡を覗のぞきこんで微ほほ笑えむ。


    「よかったわね、ユイ」


    『うん！　そうだ、アリッサお姉ちゃんも一緒にお泊とまりしようよ！』


    「あ、あたしも？　えっと……いいのかしら？」


    　何な故ぜかアリッサは僕の様子を窺うかがう。


    「由衣が誘ってるんだから、僕は全然構わないけど」


    　僕の返事を聞いて、アリッサは安あん堵どの表情を見せる。


    「なら、お言葉に甘えちゃおうかしら。まあ、あたしが泊まるとなったら他にも人数が増えそうな気はするけど」


    　頰ほおを搔かきながら苦笑するアリッサ。


    「下手したら合宿みたいになりそうだな……」


    　僕は大所帯になった場合を想像して呟つぶやく。


    『あたし枕投げしたい！』


    　もう修学旅行気分の由衣は、鏡の中で挙手をして元気良く希望を告げた。


    　そこからはお泊まり会の話題が盛り上がり、時間があっという間に過ぎていく。寝る前にトランプかウノのどちらをするかで議論していた僕らは、夕日が途切れかけていることに気付いて会話を中断した。


    「……そろそろ時間切れみたいだな」


    　鏡に映る由ゆ衣いの影も、ずいぶん薄くなっている。もうすぐ声も聞こえなくなってしまうだろう。


    「もっと話してたかったのに……。残念だけど続きは今度ね、ユイ」


    　アリッサが鏡の表面に触れて言う。


    『うん！　あ、そうだ……お喋しやべりが楽しくて忘れてたけど、一つお兄ちゃんたちに言わなきゃいけないことがあったんだ』


    「言わなきゃいけないこと？」


    　何のことだろうと僕は由衣に聞き返す。


    『それがね、最近ちょっとおかしなモノをよく見かけるの』


    「おかしなモノ……って倉くら野の正まさ行ゆきみたいな変人のことか？」


    『ううん、そういう意味じゃなくて……何て言うか、この世界の生き物じゃないモノなんだよ』


    　由衣の説明を聞いて僕は眉まゆを寄せる。


    「そんなものがどうして……」


    『たぶんあたしが神様になって、世界の在あり様が変わったから。これまでは固い壁が世界をしっかり区切っていたけど、今ははっきりとした境界線がないの。だからその狭はざ間まに中途半端な神様が生まれているんだと思う』


    「……いまいち想像しにくいな。中途半端な神様って何なんだ？」


    『前にスーラさんから聞いたんだけど……昔は精霊とか妖よう怪かいって呼ばれていたモノなんだって。これからだんだん増えてくるかもしれないって言ってたから、たぶんそれだと思う』


    　スーラというのは、言わば由衣の先輩。元は人間だったが、高次の存在と同化し、その一部となった少女だ。アリッサの叔お母ばでもある彼女は、よく由衣の話し相手になってくれているらしい。


    「精霊は何か神聖なイメージだけど、妖怪と聞くと少し不気味だな」


    　目の前に神様の妹がいるのだから、妖怪だっていてもおかしくはない。スーラが言うのならば、本当に実在するのだろう。だが妖怪に纏まつわる話は恐ろしいものが多い。


    『そうだね。悪さをするのもいるみたいだよ。だから気をつけてねって──言いた……かった──』


    　由衣の声にノイズが混じる。天窓から差し込む光が薄れ、社やしろの中が急に暗くなった。


    「っ……心配してくれてありがとな！　ちゃんと気をつける」


    　僕は慌てて早口で礼を言う。由衣からの返事はなく、鏡に映るシルエットが滲にじんで消えた。


    「……また来るよ、由衣」


    　輝きを失った鏡面に挨あい拶さつをしてから、僕はアリッサと共に社殿を出る。母屋の戸締まりをして外を仰ぐと、数え切れないほどの星が輝いていた。


    　今夜は月明かりがないせいか、星がよく見える。僕は知っている星座を探しながら口を開いた。


    「それにしても妖よう怪かいか……現実感はないけど、図書館で妖怪図鑑とか借りて勉強しといた方がいいんだろうか」


    「たぶん、そんなことをしても意味がないと思うわよ。昔話に残っているような精霊や妖怪は一度絶滅しているはずから」


    　アリッサも夜空を見上げながら、言葉を返す。


    「絶滅？」


    「千年前──世界の間に壁ができたとき、住すみ処かがなくなったんだから当然でしょう？　だから今生まれているのは、たぶん新しいモノ。昔のノウハウもきっと当てにならないわ」


    「未知の妖怪……正直、ゾッとするな」


    「まあ知らないことっていうのは、最大の恐怖だしね。けど、どんな奴が出てきたところであたしの敵じゃないわ。街の平和はあたしが守るから安心して」


    　細い腕に小さな力こぶを作り、強気に笑うアリッサ。


    「頼もしいけど……何か、倉くら野の正まさ行ゆきと同じこと言ってるな」


    　苦笑して僕は言う。彼も街の平和を守ると宣言していた。案外アリッサとは気が合うかもしれない。


    「違うわよ。クラノマサユキは自分をヒーローだって言ったんでしょ？　同じ平和を守る人間でも、あたしがなるとしたら魔法少女よ」


    「魔法少女って……お前、いきなり何を──」


    「昨日、魔法少女マジカルスターって番組がテレビで再放送してたのよ。だいぶ前にユイから聞いたことがあるタイトルだったから見てみたんだけど、なかなか面白かったわ。ああやって魔法──っていうかあたしが使えるのは魔術だけど、それを人のために役立てているのは尊敬するわね」


    　腕を組み、うんうんと一人頷うなずくアリッサ。そういえば以前、そんな話をしていたこともあった気がする。魔法という言葉にアリッサが反応を示したので今度レンタルしてきてやると言ったのだが、何だかんだですっかり忘れてしまっていた。


    「まあアリッサなら、リアルに魔法少女やれると思うよ」


    　お世辞ではなく本心で僕は言う。


    「本当？　なら、ちょっと目指してみようかしら」


    　冗談とも本気とも判断できない表情でアリッサは唇に指を当て、考える仕草をした。


    　それから他た愛あいない話をしながら境けい内だいを抜け、鳥居を潜くぐり、石段を下り始める。夜に覆おおわれていく街は、星に負けないぐらい無数の明かりを灯していた。


    　アリッサを送ってから寮に戻ると七時ぐらいになりそうだなと考える。


    　神社から屋敷へ、屋敷から寮りようへの道はもう何度も歩いたから予測は簡単。それは僕にとって日常の一部分だ。


    　しかし──例外はいつだって起きる。僕はそれを忘れていた。


    　たっ、たっ、たっ……。


    　石段の下から軽い足音。暗くてよく見えないが、誰かが石段を上ってくる。


    　こんなことは初めてだった。アリッサと顔を見合わせ、ペースを落として石段を下りる。


    　少し緊張する。だが同時に緊張する自分が馬鹿らしくも思える。確かに自分たち以外の誰かと神社で出会うことはこれまでなかったが、ここはもう立ち入り禁止の場所ではない。近所の人が立ち寄ることがあってもおかしくはないはずだ。


    　この考えは正しいと思う。けれど先ほど聞いたばかりの妖よう怪かいの話が頭から離れない。そのせいで足音が近づくほどに、僕の心拍数は上がっていた。


    　もうすぐ、互いに視認可能な距離。息を呑のみ、目を凝らす。


    「────っ！」


    　下らない妄想をしていたから、心構えはできていると思っていた。けれどその人物を見た瞬間──心臓は大きく跳ねた。悲鳴を嚙かみ殺せたのは、なけなしのプライドのおかげ。


    　石段を上ってきていたのは、異様に髪の長い女の子だった。その姿は子供の頃に見たホラー映画の幽霊と重なる。背丈はかなり低く、たぶんまだ小学校低学年ぐらいだろう。赤いランドセルを背負っている。


    　一瞬、本当に妖怪の類たぐいではないかと思ってしまう。だが少女もこちらをぎょっとした顔で見ていることに気付き、我に返った。


    　たしかに髪は長い。生まれた時から伸ばしているのではないかと思えるほどだ。髪の先端はスカートから覗のぞく膝ひざの辺りまで届いている。けれど、あくまでそれだけ。他はいたって普通な女の子。


    　恐らくこちらの反応が過剰だったので、驚かせてしまったのだろう。どうすればいいのか分からず、愛想笑いを浮かべてみる。だが逆に怖がらせてしまったのか、少女は視線を逸そらして早足で僕らの脇を通り過ぎていった。


    　──まあ物騒なこのご時世、当然の反応だろう。


    　そんなふうに自分を慰なぐさめ、溜ため息いきを吐つく。


    「こんな時間に何の用かしらね」


    　石段を上っていく少女を見つめ、呟つぶやくアリッサ。


    「……一応ここは神社なんだし、神頼みしたいことでもあるんじゃないか？」


    「そっか、神社ってそういう場所だったわね」


    　僕の言葉にアリッサは頷うなずき、こちらへ向き直る。遠ざかる小さな足音を背後に聞きながら、僕らは再び石段を下り始めた。


    　ここに参拝客が訪れるのは珍しくはあるが、ありえないことじゃない。むしろこれまでの方が不自然だったのだ。


    「もしかしたら、あの子が僕ら以外では初の参拝者かもな」


    　僕は呟つぶやき、石段の上をちらりと振り返った。少女の姿は、もう闇やみに塗り潰つぶされている。軽快に石段を上っていく黒いシルエット。


    　かなりの早足だ、転ばないといいのだが。そう考えていた僕の方が石段を踏み外しかけ、慌てて視線を戻す。その時──目の端を何かが横切った。


    「きゃっ──！」


    　響く小さな悲鳴。背後、それもかなり高い場所からだ。反射的にそちらを見る。


    「なっ!?」


    　僕は驚いて息を呑のんだ。


    　少女が、空を舞っていた。華きや奢しやな手足と、長い髪と、背負ったランドセルのシルエットが星空の上に浮かんでいる。いや──落ちてきている！


    　足を踏み外したにしては石段との距離が遠い。少女は背中から落下しているように見えるので、自分から飛び降りたわけでもなさそうだ。


    「っ……！」


    　違和感を覚える状況だったが、考えている時間はない。僕は少女の落下点を予想して、石段を駆け上がる。かなりの高さがあるので、受け止められたとしてもお互い無事では済まないだろう。本能が危険を訴えるが、足は止めない。他に選択肢はなかったから。


    「──彼方へ運ぶ風フアラウエイ！」


    　けれど、僕の背後で凜りんとした声が響く。そこで思い出した、すぐ傍そばに奇跡を起こせる少女がいたことを。


    　金色の髪を靡なびかせて、アリッサが僕を追い越す。風に乗り、宙に浮かび、空へ舞い上がる。落下する少女の元へ向かう金の軌跡。


    　僕は足を止めて、交差する二つの影を見つめる。一つになったシルエットは空に留とどまり、落ちてくる様子はない。どうやらアリッサは見事空中で少女を受け止めたようだ。


    　しばらく待っていると、アリッサは僕のところへゆっくりと降りてきた。


    　纏まとっていた風をクッションにして柔らかく着地し、少女を石段へ座らせるアリッサ。


    「へ……？　え……？」


    　髪の長い少女は、目をぱちくりさせてアリッサと僕を交互に見つめている。どうやら怪け我がはなさそうだ。


    「よかった……」


    　僕は胸を撫なで下ろす。けれどすぐに、これはまずい事態だと気が付いた。


    　思いっきりアリッサが魔術を使うところを見られてしまった。どうごまかせばいいのだろう。


    「お姉さん……今、空を飛んでましたか？」


    　だが僕が対策を立てる前に、少女はアリッサへ問いかけていた。外見のわりには大人びた口調だ。


    「あ……えっとね、その──」


    　アリッサは困った顔で頰ほおを搔かく。魔術は基本的に秘ひ匿とくされるべきものだ。知られれば余計なトラブルを招く可能性があるし、少女自身を事件に巻き込んでしまう恐れもある。


    「もしかして……魔法使い？」


    　けれど少女は僕の心情など知らず、核心を突く質問をアリッサへ投げかけた。


    「そ、その……あの……あっ、そ、そんなことより、どうしてあんなに勢いよく階段から落ちてきたの？」


    　返事に詰まったアリッサは、話題を変えることにしたらしい。石段の上を指差して、少女に訊たずねる。質問に質問で返された形だったが、少女はまだ半なかば呆ぼう然ぜんとしているようで素直に答えてくれた。


    「何かに……突き飛ばされました」


    「突き飛ばされた!?」


    　僕は目を細め、石段の上を睨にらむ。神社には誰もいなかったはずだ。しかし少女の言葉が本当なら、誰かが物陰に潜ひそんでいた可能性もある。


    「……とりあえず警察を呼んだ方がいいか」


    　ポケットから携帯を取り出す。境けい内だいへ確かめに行くのは危ない。通り魔的な事件なら警察に任せた方がいいだろう。


    「あ、待ってください！　私を突き飛ばしたのはたぶん……人間じゃありません」


    　少女の言葉に僕は一一〇番しようとしていた指を止める。


    「人間じゃない？」


    「はい。暗くて一瞬だったからよく見えませんでしたが、もっと小さいものでした。こう、全身で体当たりしてきた感じで……」


    　胸の辺りに何かがぶつかってきたジェスチャーをする少女。


    「じゃあ動物の仕業かしら」


    　アリッサは腕を組んで辺りを見回す。少女も自分が落ちた辺りの石段を見上げ、頷うなずく。


    「……たぶん。ただ、あの勢いだと一緒に空へ投げ出されたと思います。何か、見ませんでしたか？」


    　僕はアリッサと視線を交わす。


    「あたしは……何も見てないわ。ケースケは？」


    「僕も彼女の他には何も……」


    　頭の中で記憶を再生してみても、落下していたのは少女の影一つだけだった。そういえば少女の悲鳴を聞く直前、何かの影が視界の端を横切ったことを思い出す。もしかしてあれが少女に体当たりした〝何か〟だったのだろうか。


    「そうですか……動物だと思ったんですが」


    　自分の予想を裏付ける意見が貰もらえず、肩を落とす少女。


    「あるはずのものがないって……少し不気味ね」


    　アリッサが空を見上げて呟つぶやく。


    　確かに何だか気味が悪い。動物の仕し業わざにしては、鳴き声や足音が聞こえなかった。


    　──まさかいきなり妖よう怪かい絡みの事件じゃないだろうな……。


    　僕は胸中で呟く。アリッサも同じことを考えているのか、表情が険しい。


    　僕らの沈黙を気まずく思ったのか、少女がいきなり頭を下げる。


    「あ、あの、変なことを言ってしまい申し訳ありません。それにまだお礼をしていませんでした。助けていただき、本当にありがとうございます」


    　礼を言う少女。その口調はランドセルを背負う小学生とは思えないほど大人びている。


    「……大したことはしてないわ。偶然通りかかっただけだし」


    　ちょっと照れた様子でアリッサは視線を逸そらす。


    「いいえ、とても大したことです。だって空を飛んで私を受け止めてくれたんですから。やはりお姉さんは、魔法使いなんですか？」


    「えっ……それは──」


    　最初の質問を再び繰り返され、言葉を濁らせるアリッサ。その反応を見て、少女はさらに畳みかける。まだ十歳に満たないであろう少女にとっては、魔法への疑いよりも期待が勝るのだろう。


    「あの、もし……お姉さんが本当に魔法使いならお願いがあります」


    　瞳ひとみに真剣な光を灯し、少女は言う。


    「……お願い？」


    　アリッサは戸惑いの表情を浮かべて聞き返した。こくりと少女は首しゆ肯こうする。


    「はい。私を──弟子にしていただけませんか？」


    「へ……？　で、弟子っ!?」


    　よほど驚いたのか、アリッサは裏返った声を上げる。口を挟むタイミングが見つからず、成り行きを見守っていた僕も呆あつ気けに取られた。


    「私、魔法を使えるようになりたいんです。だからお願いします。私のお師匠様になってください！」


    「──お師匠、様……」


    　呆ぼう然ぜんと現実味のない単語を繰り返すアリッサ。心を若干揺さぶられたのか、頰ほおが微妙に緩ゆるんでいる。アリッサは十秒ほど硬直した後、ぎこちない動きで僕を見た。


    「どうしよ……ケースケ」


    　情けない声で助けを求められても、状況についていけてないのは僕も同じ。


    　改めて少女をまじまじと眺める。目を引くのは膝ひざの辺りまで伸びた癖のない黒髪と、背負った赤いランドセル。身に着けているのは白い長なが袖そでのブラウスと、短めのスカート。


    　たぶん近所の学校に通っている小学生だ。少し大人びているが、普通の女の子だと思う。何か事情があるとしても、魔術の世界に踏み込ませてはいけない気がする。


    　僕はアリッサと視線を合わし、首を横に振ってみせた。アリッサも僕が考えていた間に冷静さを取り戻していたらしく、落ち着いた表情で頷うなずく。


    「ねえ──」


    　アリッサは屈かがんで少女と視線の高さを合わせ、口を開いた。しかし形勢不利な空気を察したのか、少女はアリッサの言葉を遮さえぎって叫ぶ。


    「あ、あの、待ってください！　答えは今すぐじゃなくていいんです！　明日──私の覚悟をお見せします！　結論はその後に出してもらえると嬉うれしいです！」


    　そう言うと僕らの返事も聞かず、少女は僕らに背を向けた。そしてランドセルと長い髪を揺らして石段を駆け下りていく。


    「ちょ、ちょっと！」


    　小さくなる影を慌てて呼び止めるアリッサ。すると少女は少しだけ足を止め、一方的に言った。
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    「明日の夕方、ここで待ってます！　私、本気ですから！」


    　そして今度はもう振り向くことなく石段を下り、暗くら闇やみの中に姿を消した。


    「本気って言われても……」


    　困り果てた顔でアリッサが肩を落とす。


    「──明日、もう一度話をするしかなさそうだな」


    　溜ため息いきを吐つき、僕は言う。仮に約束を無視しても、毎日ここで待たれたら嫌でも顔を合わすことになるはずだ。それに少女を突き飛ばした〝何か〟が気になっていた。


    「気乗りしないわね……お師匠様って呼ばれるのは嬉うれしいけど、ちゃんと断らないと」


    　呟つぶやくアリッサ。僕はそれを聞いて、アリッサの柔らかな頰ほおを指先で突ついた。


    「あ、やっぱり嬉しかったのか。ちょっとニヤニヤしてたもんな」


    「な──ニヤけてなんかいないわよっ！」


    　アリッサはお返しとばかりに僕の頰を引っ張る。


    「ひたたたたたっ!?」


    　悲鳴を上げる僕を無視してアリッサは少女が消えた暗闇を見下ろす。


    「──覚悟とか言ってたけど、何をするつもりなのかしら」


    　憂ゆう鬱うつな吐息に乗せて紡つむがれた言葉は、冷たい夜風が運び去ってしまった。僕もアリッサも、答えは分からない。それを知るのは、まだ名前も知らない少女だけ──。
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    　あたし──アリッサ＝クラノ＝ストーリング＝ライトには師が二人いる。


    　一人は、優しい母親。もう一人は、快活な伯お母ば。あたしは二人のことが大好きだった。とても尊敬していた。二人に憧れ、彼女たちのような立派な魔術師になりたいと願った。


    　あたしが魔術を習い始めたのはそれが理由。何か魔術で為なしたいことがあったわけじゃない。ただ二人に近づきたかっただけ。


    　だから、あたしは気になっていた。


    　弟子になりたいと言った少女が、いったい何を望んでいるのか。どんな魔術師になりたいと思っているのか──。


    



    　少女と会った翌日、あたしは一人で神社に向かっていた。


    　時刻はまだ四時前。空は分厚い灰色のカーテンに覆おおわれていて薄暗い。雨が降る様子はないが、雲が晴れる気配も皆無。


    　こんな天気の日は、神社に行ってもユイとは会えない。曇った空の光では鏡も曇り、ユイの姿は映らないからだ。だから目的は別にある。それは昨日の少女に会うこと。


    　ケースケがいないのは進路のことで担任に呼び出されてしまったからだ。本当は一緒に来てほしかったのだが仕方ない。ケースケを待っていると遅くなりすぎてしまう。昨日のこともあるので、少女を長く神社で待たせるのは心配だった。


    「あーあ、今日も神社まで二人きりだと思ったのに……」


    　小さな声で呟つぶやく。事情があったとしても、残念なものは残念だった。


    　あたしは空いた右手をぶらぶらと揺らす。昨日はあっという間だった道のりも、今日はやけに長く感じた。


    「──というかそもそも、二人きりになれる機会が少なすぎるのよ」


    　つい愚痴をこぼしてしまう。


    　あたしはケースケが好き。ケースケもあたしを好きだと言ってくれた。だからきっと一緒にいたいという想いは同じはず。なのにケースケはなかなか時間を作ってくれない。


    　まあ……理由は何となく察している。


    　ケースケが選んだ〝あたしたち〟との関係は、普通じゃない。だから実際行動を起こすとなると、どうすればいいのか分からないのだろう。どんなふうに付き合うのが一番いいのか悩んでいるんだと思う。


    　真剣に考えてくれているのは嬉うれしいが、そろそろ待つのも限界。うっかりしていると意外な伏兵に先を越されてしまうかもしれない。


    「──今夜は久しぶりにケースケのところへ行こうかしら。考えても分からないことってあるもんね」


    　そう決めると、途端に心が弾む。何か全身がむずむずして変な感じ。足取りが自然と軽くなる。


    　ケースケのことを考えているうちに、神社の前まで辿たどり着く。途中までと時間の感覚が全然違う。我ながら現金なものだ。


    「気分を切り替えないと……」


    　赤い鳥居を見ながら、にやけた頰ほおを引き締める。魔術を教える気はないが、自分のことをお師匠様と呼んだ少女の前では威厳を保っていたい。


    　山の上に続く石段の前に立つ。少女の姿は見えない。まだ来ていないのか……もしくは境けい内だいの方か……。


    　とりあえず神社にいるか確かめようと鳥居を潜くぐった時、視界の隅に変なものが見えた気がした。


    　足を止め、そちらを向く。奇妙な風体の少女が鳥居の陰で身を縮めていた。あたしはポカンと少女を見つめる。


    　たぶん……昨日出会った女の子だ。何な故ぜ断言できないかというと、あまりに格好が違うから。


    　長い髪の毛を三つ編みにしているのはまだいい。問題は服装だ。やたら大きなリボンで装飾されたパステルカラーのワンピースはひどく風景から浮いている。冬も間近だというのにスカートは下着が見えてしまいそうなほど短く、服のあちこちに用途不明の切れ込みが入っていて素肌が露出していた。かなり独創的だが、どこかで見たことがある気もする服だ。


    「──くちゅんっ！」


    　やはり寒いのか、体を震わせてクシャミをする少女。その拍子に目が合った。一瞬で少女の顔が真っ赤になる。


    「あ、あの、こ、こここここの格好はその……学芸会の衣装で──」


    「学芸会？」


    　あたしは首を傾かしげる。すると少女は目をぱちくりさせて、あたしの顔をじっと見つめた。


    「あ──お、お師匠様でしたか。よかった……ご近所の方だったらどうしようかと……」


    　胸を撫なで下ろす少女。どうやら彼女は自分の格好をかなり恥ずかしいものだと認識しているらしい。


    「……誰かに見られて困るなら、どうしてそんな格好してるのよ？　学芸会とかいう行事のため？　っていうかお師匠様って呼ばないで」


    　あたしは呆あきれた眼まな差ざしを少女に向ける。


    「いえ、学芸会の衣装というのは噓うそです。この服はお師匠様に見てもらうために用意しました。これ……どうですか？」


    　短いスカートの端を押さえながら、少女はあたしを上目遣いで見る。


    「どうって……まあ、かなり奇抜で派手だけど可愛かわいいんじゃない？　それなりに似合ってると思うけど……」


    　いまいち質問の主旨が分からず、あたしは思ったままを告げる。面倒くさいので〝お師匠様〟を訂正するのは諦あきらめた。


    「じゃあ合格ですか!?」


    　すると何故か顔を輝かせて少女が訊たずねてくる。


    「合格って……何が？」


    「もちろん魔法使いの衣装として、です。弟子入りを認めていただくために、徹夜して作りました」


    　そう言われて気がついた。彼女の服がこの前テレビで見た魔法少女の衣装に似ているのだと。どうりで見覚えがあるはずだ。


    「て、手作りなんだ……裁さい縫ほうが上う手まいのね。もしかして昨日言ってた覚悟って──」


    「はい！　魔法使いってこういう格好で戦うものなんですよね？　恥ずかしいですけど、その覚悟はあるってことをお見せしたかったんです」


    　ぐっと拳こぶしを握り締め、少女は力説する。だが寒風が吹きぬけた途端、腕を抱いて「くしゅんっ！」とクシャミをした。


    「もういいから……とりあえず着替えなさい。そのままだと風か邪ぜ引くわ」


    　少女の足元には赤いランドセルと、大きな紙袋が置かれていた。さすがにこの格好で街中を歩いてきたとは思えないので、あの紙袋には元の服が入っているはずだ。


    「それは……弟子にしていただけるということですか？」


    「そんなことは言ってないわよ。ただ……魔法がどういうものかは話してあげる。あなたは色々と思い違いをしてそうだから」


    　あたしは溜ため息いきを吐ついて答える。本当は強気に突き放すつもりだったのだが、少女の格好を見て毒気を抜かれてしまった。


    　少女は魔法を教えてもらえると思ったのか、表情を輝かせている。だが道路から車のエンジン音が聞こえた途端、顔を真っ赤にして鳥居の柱の陰へ身を隠した。


    　それを見て思う。今日はケースケが一緒じゃなくてよかったのかもしれない、と。


    



    　社殿の陰で少女を着替えさせた後、あたしたちは石段に腰かけた。髪は三つ編みのままだが、少女の格好は昨日とほぼ同じ服装に戻っている。


    「いい？　まず、あたしが使えるのは魔法じゃなくて魔術なの」


    　あたしは人差し指を立てて話し始めた。


    「どう違うんですか？」


    　少女は真ま面じ目めな顔で聞き返す。その顔には魔法や魔術への疑念は微み塵じんもない。こういう反応を示すなら、魔術の存在自体を否定しても恐らく無駄だ。魔術があると認めた上で、諦あきらめさせる方法を取らなければならない。


    「魔法は、言わば神様にしか使えない奇跡みたいなものよ。世界の法則さえも歪ゆがめるから、基本的に何でもできる。だけど人間が行使できるのは魔法よりも弱くて、限界のある魔術だけ」


    「限界、ですか？」


    「ええ、魔術には多くの制約があるのよ。あたしは万能の力を持つ魔法使いじゃなくて、ただの魔術師。あなたが期待しているようなことは半分もできないと思うわ」


    　あたしがそう言うと、少女は表情を曇らせた。


    「でも、あの……例えば割れたお皿を元に戻すぐらいなら、できますよね？」


    　それは恐らく少女が思いついた最も簡単な魔術だったのだろう。けれどあたしは首を横に振る。


    「不可能よ。時間の逆流なんて、完全に魔法の域の力だわ。過去から未来に流れる時間の法則を、魔術師は超えられないの」


    　自然治ち癒ゆ能力を持つ生物の傷ならば、治りを促進させて癒いやすことは可能だ。けれど無機物はそうもいかない。


    「じゃ、じゃあ可愛かわいい使い魔を呼び出したりとかは……」


    「んー……式神を扱う魔術なら一応あるけど、あたしには使えないわ。あたしの魔術は基本的に風や水、光や時の〝流れ〟を操るものだから」


    「そ、それでも私を助けてくれた時のように空は飛べるんでしょう？　あと、光を操れるなら、ビームのようなものを放ったりできるんじゃ……？」


    「まあ、そういう魔術なら使えるけど……」


    　ようやく肯定的な返事が貰もらえて表情を輝かせる少女。


    「なら、十分です。私、魔術師になりたいです。弟子にしてください！」


    「ごめんね、それは無理」


    　あたしは即答する。


    「そんなぁ……」


    　瞳ひとみを潤うるませ、今にも泣きそうな表情になる少女。何だか悪いことをしている気になり、あたしは優しい声で話しかけた。


    「──ねえ、あなたは魔法で何をしたかったの？」


    　少女は目め尻じりに溜たまった涙を手の甲で拭ぬぐい、鼻声で答える。


    「私が魔法使いになりたい理由は……二つあります」


    「二つ？」


    「はい。ですがその一つは今の話を聞いて無理だと分かりました。世界の法則を歪ゆがめなければ叶かなえられない願いでしたから」


    「じゃあもう一つは？　あたしにできることなら代行してあげてもいいわよ？」


    　そうすれば魔術を教えなくても少女の目的は一つ達成できる。魔術を見られてしまったのも何かの縁。師匠にはなれないが、困っているのなら力になりたい。


    　けれど少女は首を横に振る。


    「ごめんなさい……もう一つの理由は、私自身が強くなることなんです。代行してもらうことはできません。だからお願いです、私を魔術師にしてください！」


    　顔を上げ、あたしの瞳を真まっ直すぐに見つめてくる少女。強い意志と気迫が伝わってくる。


    「……強くなってどうするの？」


    　あたしは多少気け圧おされながら問いかける。


    「街の平和を守ります！」


    　胸を張り、堂々と少女は宣言した。あたしはポカンと口を開ける。何だか最近、似たような話を人づてで聞いた気がする。


    「……この国にはルールを破った人を罰する警察って組織があるんでしょ？　あなたがわざわざ平和を守る必要があるのかしら？」


    　魔法少女ごっこがしたいだけなのかなと思いながら、あたしは訊たずねた。


    「必要があるとかないとかじゃありません。平和を守る人は、多いほどいいはずです」


    　少女の答えはあまりに正論。あたしは自分が考え違いをしていたことに気付く。少女の瞳ひとみには浮うわついた想いなど見えない。本気で街の平和を守るために強くなりたいと考えているのだろう。


    　こうなったら──最後の手段を使うしかないわね。


    「あなたの心意気は分かったわ。でもね、やっぱり魔術は教えられない。魔術師になるのはとても危険なことだから」


    　あたしは少女の頼みを受け入れられない最大の理由を口にする。


    「危険？」


    「そうよ。魔術を使うためにはね、脳を薬物でチューニングしなきゃいけないの。失敗すれば精神が壊れてしまう場合もある。だからあなたみたいな子供に、絶対魔術は教えられない」


    　今度ばかりは少女の気迫を押し返し、決然と告げた。この一線は譲れない。少女もそこまで危険なものだとは思っていなかったらしく、顔を青ざめさせている。


    　もし「それでも構わない」などと言い出したら説教するつもりだったが、きちんと事の重大さを認識しているようだ。


    「他に方法は……ないんですか？」


    「適正がすごく高い人はチューニングしなくても魔術を使える場合があるけど、それはとても稀まれなケースよ。普通は危険な儀式をしなきゃ、魔術師にはなれないわ」


    　血筋や資質、環境……多くの要素が嚙かみ合わない限り、最初からチューニングが合っているなんて奇跡は起こらない。だが少女はあたしの言葉を別の意味に取ったらしい。


    「それなら私に適正があるかテストしてください！」


    　身を乗り出し、あたしに訴える少女。


    「テストって……本気？」


    「はい！」


    　迷いのない肯定が返ってきた。あたしはそんなことしても無駄だと答えそうになったが、少女を納得させるには効果的かもしれないと思い直す。


    「ダメだったら、諦あきらめる？」


    「……はい」


    　今度は躊躇ためらいがちに首しゆ肯こうする少女。


    「分かったわ。そこまで言うのならテストをしてあげる。まず……空を見て」


    　あたしは空を指差す。夕暮れに近づく曇り空は薄紫色に染まりつつあった。指示に従い、視線を上に向ける少女。


    「──あなたは天の川を見たことがある？」


    「あります。この前まで暮らしていたところは、星がよく見える土地でしたから」


    　少女はあたしの問いに頷うなずいた。


    「なら、今まで見た中で一番綺き麗れいな天の川をイメージして空に重ねなさい。そして空を横断する天の川を星の竜に見立ててお願いするの。自分に力を貸してください──って」


    「は、はい……」


    　空へ向けた眼まな差ざしに力が籠こもる。


    　魔術とは人間よりも高次の存在に力を借りる術。あたしの魔術の源は《流れし星ほし竜りゆう》と呼ばれる天の川を竜に見立てた《高次存在ヴイナー》。その姿をイメージし、精神を同調させることで力を借り受ける回路が生成される。


    　だが脳の調整を行っていないと、肝心の同調が上う手まくいかない。適正が高いというのは最初から偶然波長が近いという意味。確率的にはとても低い。


    「じゃあ今から魔術を発動させるために必要なパスワード──いわゆる呪じゆ文もんを唱えるわ。あたしに続けて詠えい唱しようして」


    「分かりました！」


    　少女は視線を空に向けたまま頷く。


    　これはあたしが最初に受けたテストでもある。魔術を覚えたいというあたしに、お母様は今と同じことを言ったのだ。たぶんお母様も本当は魔術を教えたくなかったんだと思う。


    　脳を調整する儀式は危険だし、あたしは本来《方はこ舟ぶね》から一生出ることはできない身の上だった。だからリスクを冒してまで魔術師にならなくていいと考えたはずだ。


    　でも──あたしはそのテストに合格した。


    「願うは流る転てん」


    「ねがうはるてん」


    　あたしの言葉を繰り返す少女。


    「暗き蒼あおの海、流れし光の連なり。遠き宙そら駆かける星の竜」


    「くらきあおのうみ、ながれしひかりのつらなり。とおきそらかけるほしのりゅう」


    　これはお母様がテストに使った魔術。そして同時にあたしが一番最初に覚えた奇跡。本来あたしにとっては声に出して詠唱する必要のない、簡単な二節の呪文。


    「風を束ね、音を紡つむげ。夢を導く調べを奏でよ！」


    「かぜをたばね、おとをつむげ。ゆめをみちびくしらべをかなでよ！」


    　魔術のパスワードである《姿の言葉シヤープワーズ》を唱え終わり、あたしは最後の《起ト動リ言ガ語ー》を唱える。ただし自分の魔術は発動しないように、《高次存在ヴイナー》との回路は閉じておく。


    「野原の笛ライラツク！」


    「らいらっく！」


    　少女は祈るように空へ叫ぶ。


    　この魔術の効果は、風に干渉して音楽を奏でるというもの。あたしが初めて唱えた時は音楽にこそならなかったが、風の流れが変わって口笛のような音が鳴った。お母様は驚いて、これならわずかなチューニングだけで済むだろうと言い、魔術師になることを許可してくれたのだ。


    　けれど今思うと、あの時はスーラ叔お母ば様が手伝ってくれたのかもしれない。最近知ったことだがスーラ叔母様は《流れし星ほし竜りゆう》の端末として、ずっとあたしを見守ってくれていたらしい。だが少女には何の助けもない。まず成功することはないだろうと、あたしは考えていた。しかし──。


    「うそ……」


    　あたしは呆ぼう然ぜんと呟つぶやく。辺りから木々のざわめきが消え、聞き慣れた風笛の音が響いていた。音が鳴るどころではない。音量は少し小さい気がするが、十分に曲として完成している。


    「綺き麗れいな音……あの、これって成功ですか？」


    　しばし曲に聞き惚ほれていた少女だったが、はっと我に返り問いかけてくる。


    「そ、そうね……成功よ」


    「それでは──弟子にしていただけるのですか？」


    　期待と不安が入り混じった表情で少女はあたしを見た。結果から考えれば、確かにテストは合格だ。けれどあたしは予想外の事態に戸惑っていた。


    　この子……いったい何者？


    　あたしが偶然助けた女の子が、偶然にも類たぐい稀まれな魔術師の適性を持っていた？　そんな偶然はあまりに出来過ぎだ。


    　少女の身元を尋ねようと口を開く。そういえばまだ名前すら聞いていなかった。


    　──バサッ……。


    　けれど声を出す直前、耳へ滑り込んできた微かすかな羽音に胸の奥がざわついた。たぶん気づけたのは、警戒心が芽め生ばえていたから。


    　羽音が聞こえたのは真後ろ。完全な死角。半分振り向いた時、目の端にこちらへ猛スピードで突っ込んでくる白い何かが映った。


    「危ない！」


    　あたしは隣の少女を押し倒し、身を伏せる。背中を掠かすめ、何かが通り過ぎた。顔を上げ、視線で襲撃者の姿を追う。


    　それはカラスよりひとまわり大きいぐらいの白い鳥だった。尾羽がとても長く、美しい。見たことのない種類。


    　もう少し気付くのが遅れたら、あたしたちは階段から突き落とされていたかもしれない。


    「──っ!?　もしかしてあれが昨日の……」


    　少女は昨日、石段から何かに突き飛ばされて落ちてきた。なら、あの鳥が犯人である可能性は高い。急いで立ち上がり、遠ざかる白い鳥を睨にらむ。


    「あたしはあの鳥を追いかけるわ。あなたは早く家に帰りなさい」


    「え？　あ、あの……弟子入りのことはどうなったんですか？」


    あたふたしながら訊たずねる少女。その間にも鳥の姿は小さくなる。


    「ああもう合格よ、合格！　あなたは適性が高すぎるから、放っておくわけにもいかないしね。明日またここで会いましょう。その時、色々とあなたについて聞かせてね」


    「ほ、本当ですか!?　ありがとうございます、お師匠様！」


    　あたしは苦笑し、少女に小さく手を振ってから《姿の言葉シヤープワーズ》を心の中で高速詠唱。白い点になった鳥を見据えて、《起ト動リ言ガ語ー》を叫ぶ。


    「彼方へ運ぶ風フアラウエイ！」


    　石段を蹴けり、宙へ舞う。あたしの体を風の結界が包み込み、重力の戒めから解き放った。


    　一気に最大速度まで加速し、白い鳥の背中を追いかける。最後にちょっとだけ地上を振り向くと、満面の笑みで手を振る〝弟子〟の姿が見えた──。


    



    　秋の冷たい風を裂いて、あたしは飛ぶ。見失う寸前だった白い鳥の姿は、もうすぐそこまで迫っていた。けれど、あと少しの距離が詰められない。


    　──この鳥、普通じゃないわね。


    　あたしは胸の内で呟つぶやく。白い鳥は途中からずっと高度を上げ続けている。周囲の大気が薄くなってきたせいで、風を操る《彼方へ運ぶ風フアラウエイ》の速度が落ちてきていた。いくら大空をテリトリーにする鳥類でも、活動限界を超えた高さのはず。しかし一向に白い鳥の速度は落ちない。


    　だけど何としても捕まえなければ。昨日今日と連続で少女が襲われたのだ。二度あることは三度ある。放置しておけばまた彼女が危険な目にあうだろう。


    「待ちなさいっ！」


    　気合いで風の支配圏を拡大し、瞬間的に加速する。狭せばまる視界の中で白い鳥の姿が大きくなる。もうすぐ尾羽に手が届く──。


    　けれどあと少しというところで視界が真っ白い靄もやに覆おおわれた。雲の中に突っ込んでしまったのだと気付く。慌てて急上昇し、雲の中から脱出する。


    　その時にはもう完全に鳥の姿を見失ってしまっていた。眼下には地上を覆いつくす雲海が広がっている。雲の中を飛ばれたら、もはや肉眼で姿を捉えることはできない。


    「そんな……」


    　風の探知魔術を使ってみても、反応はなかった。


    　雲海の彼方かなたには地上からは見えない真っ赤な太陽が輝いている。あたしは諦あきらめきれずに雲の下へ戻って鳥を探し続けた。けれど結局見つけられないままに日が暮れる。


    「これ以上はもう探しても無駄ね……」


    　曇った夜空の下であたしは溜ため息いきを吐つく。次の機会を待つしかないだろう。明日また少女を襲ってくるようなら、今度こそ逃がしはしない。


    　帰宅するために、美み傘かさ市へと針路を取る。かなりの速度で飛んだので、ずいぶん遠くまで来てしまった。


    　知らない街の明かりを見下ろしながら、負担のかからない速さで飛行する。そろそろ夕飯の時刻。あたしの弟子になった少女はちゃんと家に帰っただろうか。


    　──お師匠様。


    　尊敬の眼まな差ざしを向け、あたしを呼んだ少女の声を思い出す。あんなテストをしたのは失敗だった。適性が高かったために、彼女はイメージしただけで《流れし星ほし竜りゆう》と繫つながってしまったのだ。もう放っておくわけにはいかない。


    「でもやっぱり、お師匠様って呼ばれるのは悪い気がしないわね」


    　自分の頰ほおが緩ゆるんでいることを自覚する。だがケースケが見ているわけではないので、ニヤニヤしたまま飛び続けた。


    　黒々とした山を越えると、見慣れた夜景が目に映る。あたしは高度を下げて、ホームステイしている屋敷へと向かう。だがその途中、こちらへ真まっ直すぐ飛んでくる影に気付く。


    　蝙こう蝠もりかと思ったが違う。大きい──先ほど追っていた鳥と同じぐらいに。


    「──っ!?」


    　いや、まさにあの鳥だ。長い尾羽は見間違えようもない。どうしてあたしに向かってくるのかは分からないが、今度こそ捕まえなければ。


    　あたしは速度を上げる。鳥との相対距離が一気に縮まった。だが近づいたことで、鳥の様子がおかしいことに気づく。羽ばたきに力がない。ふらふらと必死な様子で飛んでいるようだ。


    　訝いぶかしげに思いながらも手を伸ばす。だがその直前、鳥はついに力尽きた様子で羽を動かすのをやめた。腕の間をすりぬけて墜落していく謎なぞの鳥。


    「ちょっ……！」


    　あたしは急いで下に回り込み、落ちてきた鳥を受け止める。驚くほど軽くて、冷たい。羽毛は柔らかくふわふわしているが、生き物の温度を感じない。


    「あれ……？」


    　そして間近に眺めたことで、先ほどの鳥との差異を発見する。


    　少女を襲った鳥は真っ白だったのに、この鳥の羽毛は灰色だ。


    　何がどうなっているのか分からず。あたしは空の上で一人途方に暮れた──。


    



    
      ５

    


    



    「──明日まで、か」


    　僕は勉強机に置いた灰色のわら半紙を眺めて途方に暮れていた。寮の自室に帰ってから一時間。ずっとこのわら半紙──進路希望調査のプリントと向き合っているが、手に持ったシャーペンは動かない。


    　帰りのホームルームの後、僕は担任に呼び出された。用件は当然進路について。まだ提出していないのは僕だけらしい。できれば進学か就職のどちらかぐらいは決めてほしいと言われたのだが、その場では答えられず期限は明日になった。


    　悩んでいるなら相談に乗る、叔お父じ夫婦に連絡してみたらどうだ、などと担任は親身になってくれたが……僕の迷う理由は他人に話せるものではなかった。


    　もちろん、やりたいことが分からないというのも大きな理由だ。けれどそれ以上に考えなければいけないことがある。僕には──自分の人生を賭かけて責任を取ると約束した人がいる。幸せにすると約束した人たちがいる。


    　僕が選んだ道の先で、果たしてその契ちぎりを果たせるのか。普通じゃない選択をした僕は、もっと別の道を探した方がいいんじゃないか。


    　そんな考えが頭から離れず、僕は迷い続けていた。


    　じっと椅子に座って考え込んでいると次第に瞼まぶたが重くなってくる。


    　僕は席を立ち、ベッドに倒れ込んだ。現実逃避だとは分かっていたが、少しだけ眠ろうと目を閉じる。けれどその三秒後──。


    　──タッ！


    　ベランダから靴くつ音おとが聞こえた。はっと瞼を開けて、体を起こす。窓の向こうに予想通りの人物が立っていた。傘さん陽よう学園の制服を着た金髪碧へき眼がんの少女──。


    「アリッサ……？」


    　僕は彼女の名前を呟つぶやく。心臓が跳ねた。僕は慌てて部屋を見回し、脱ぎっぱなしだった服を急いで片付ける。アリッサが部屋を訪れるのは久しぶり。そのせいかひどく緊張する。そう──これはアリッサが〝彼女〟となってから初めての訪問だった。


    　コンコンと律りち儀ぎに窓をノックしてから、靴を脱いで室内に入ってくるアリッサ。


    　一気に心拍数が上昇する。戸と惑まどいと焦あせり、喜びと高こう揚よう、色んな感情が[image: ]あふれてパニックになりかける。だがアリッサが腕に何かを抱えているのに気づいて我に返った。アリッサは困ったような表情を浮かべている。どうやらこれは自分の想像しているような状況ではないらしい。


    「ケースケ、ちょっと相談したいことがあるんだけど」


    　そう言ってアリッサは腕に抱いたフワフワしたものを僕に見せてくる。それは灰色の大きな鳥だった。


    「……いったい何があったんだ？」


    　僕が問いかけるとアリッサは話し出す。今日の放課後に起こった全ての出来事を──。


    



    「うーん……」


    　僕は灰色の鳥を眺めて首を捻ひねる。


    　魔法少女の格好で現れた昨日の女の子、弟子入りテストの顚てん末まつ。その後に起こった白い鳥の襲撃。追跡は失敗したが、帰り道で似た鳥を捕まえたこと……。


    　一通りの話は聞き終えた。アリッサはこの鳥をどうすべきか相談したくて、僕のところへ来たらしい。


    「普通の生き物じゃないのは確かだな……」


    　アリッサの膝ひざの上で眠る鳥に触れ、僕は呟つぶやく。


    　生きているとは思えないほど体はひんやりしていて、鼓動も感じない。だが身じろぎをたまにしているので、死んでいるわけでもない。


    　体はカラスより一回り大きいぐらいで、尾羽が長い。きっと飛んでいる姿はとても優雅だろう。


    「やっぱりそうよね……この鳥、ユイが言ってた妖よう怪かいとか精霊の類たぐいなのかしら」


    　アリッサは労いたわるように鳥の体を撫なでている。


    「可能性は高いけど、断定はできないな。それにしても……どうしてアリッサはその鳥をそんなに心配してるんだ？」


    　不思議に思って僕は訊たずねた。


    「え……？　だって弱ってるみたいだから」


    「でも、その鳥は女の子を襲ったのと同じ種類なんだろ？　色は違うらしいけど、危ないとは思わないのか？」


    　僕が問うとアリッサは眉まゆを寄せて考え込む。


    「えーっと……何となくね……この子、自分からあたしのところへ来たように思えたの。それで何か放って置けない気がして……」


    「アリッサに助けを求めたってことか？」


    「それは分からないわ。でも、あたしはこの子を危ない存在だとは思えない」


    　アリッサがそこまで言うのならば、この鳥と女の子を襲った鳥は根本的に違うものなのかもしれない。


    「そっか──なら僕も、そいつを敵視するのはやめる」


    「ケースケ……ありがと」


    　嬉うれしそうに微ほほ笑えむアリッサを見て、顔に血が上る。視線を合わせていられず、慌てて目を逸そらした。


    「とにかく、まずはそいつの正体を突き止めないとな。由ゆ衣いに聞ければ早いんだけど……」


    　僕は窓の外を見ながら言う。夜空は薄い雲に覆おおわれていた。


    「今日は曇っているから無理よね……」


    　肩を落とすアリッサ。だが僕はふと思いついて携帯を取り出し、この地域の天気を調べてみる。


    「いや──予報では夜から晴れるみたいだな。待っていれば月が出るかもしれない」


    「ホント？　じゃあそれまで一緒に待機ね」


    　どこか楽しそうな様子で言うアリッサ。


    「あ、ああ……そうなるな」


    　僕は頷うなずく。心拍数が上がっていくのを自覚する。空が晴れるのは下手をすれば深夜になるかもしれない。眠っている鳥はいるが、実質的にしばらくこの部屋で二人きりだ。


    　そう思うと緊張してくる。アリッサも少しそわそわした様子で僕を見ていた。落ち着かなくなって僕は立ち上がる。


    　──とりあえず夕飯を二人分用意しよう。昨日作ったカレーが冷蔵庫にある。本来三日分として作ったものなので、量は足りるはずだ。


    　一時期はここで二人きりなんて当たり前だったのに、今部屋に満ちている雰囲気は初めて感じるものだった。


    



    「──ごちそうさまでした」


    　カレーを食べ終わったアリッサが手を合わせる。お皿の上にはご飯粒一つ残っていない。


    「お粗末様でした。で……味はどうだった？」


    　皿を重ねて流し台に運びながら僕は訊たずねた。


    「もちろん、おいしかったわよ」


    「お世辞はいいって。お屋敷の料理を食べ慣れてるアリッサには、少し物足りなかっただろ？」


    　アリッサが居い候そうろうしている屋敷にはプロの料理人も顔負けの腕を持つ執事がいる。だから気を遣って褒ほめてくれたんだろうと思ったのだが、アリッサは首を横に振った。


    「そんなことないわよ。あたし、ケースケの味……好きだもの。また、食べたい」


    　はにかみながらそんなことを言うアリッサの顔に見み蕩とれてしまう。


    「こんなのでいいなら……まあ、いつでも」


    　上うわ擦ずる声で短く答え、僕は手早く洗い物を済ませた。アリッサはその間にテーブルを拭ふいてくれている。ちなみに眠ったままの灰色鳥は、ベッドの上だ。


    　後片付けを終えて、僕は窓際に歩み寄る。雲の天てん蓋がいにはところどころ隙すき間まができていた。だがまだ月は出ていない。もう少し待つ必要がありそうだ。


    　僕はベッドの縁に背中を預けて床に座る。アリッサもベッドの上に横たわる鳥の様子を見た後、僕の左隣に腰を下ろした。


    　肩と肩が触れ合う距離。会話はないが、互いの温度が伝わる。


    　こてん、と頭を僕の肩に預けてくるアリッサ。小さな吐息がすぐ傍そばから聞こえた。


    「──ケースケ」


    　アリッサが僕の名前を呼び、右手を僕の左手に重ねた。指を絡めて、ぎゅっと握ってくる。それは心地よい温かさだったが、僕の体は強こわ張ばる。戸惑いながら視線を向けると、アリッサは照れくさそうに微ほほ笑えんだ。


    「んー……何だか、幸せ」


    　甘えるように僕の肩へ頰ほおを摺すり寄せるアリッサ。僕も同じ気持ちだった。一か月前、一度は僕の手から零こぼれ落ちてしまった幸せが、今はすぐ隣にある。


    　でも──その幸せにどうやって触れればいいのかが、僕には分からない。普通の恋人同士だったなら、恋人らしいことをすればいいのだろう。でも僕は〝間違って〟いるから、正解が見つけられない。


    　だからアリッサが瞳ひとみを潤うるませて顔を寄せてきても、僕はすぐに応じることができなかった。


    「……何で、してくれないのよ？」


    　唇が触れる直前で制止されたアリッサは、不満げに頰を膨ふくらませる。


    「ご、ごめん……何て言うか、今しちゃっていいのか……分からなくなって」


    「もしかして……ケースケはあたしとキス、したくなかった？」


    　とても不安そうで、悲しそうな顔を見せるアリッサ。心がずきりと痛んだ。


    「アリッサは、キス……したいのか？」


    「うん、したい！」


    　はっきりと断言するアリッサ。その真まっ直すぐな言葉と眼まな差ざしに心を打たれる。


    「ど、どうして？」


    「だって、ケースケのこと……すごく近くに感じられるから。まだちゃんとしたキスは一回しかしてないけど……これが好きって気持ちを確かめ合える方法だってこと、あたし実感したの。だから──したい」


    　そこまで言われたら、断ることはできない。僕はアリッサを幸せにするためになら、何でもすると決めている。アリッサの目を見つめ、僕は頷うなずく。アリッサは頰を染め、瞼まぶたを閉じた。


    　顔を寄せて唇を触れ合わせる。柔らかで瑞々しい弾力と、熱いアリッサの吐息を感じた。


    　三秒ほどの短いキス。


    　それが……今の自分に許せる限界だった。本当はもっとアリッサの〝好き〟を感じたかったけれど、やっぱり間違えている気がして続けられなかった。


    「──ちょっと、カレーの味がした」


    　唇を離した後、アリッサがそう言って笑う。きっと僕の迷いは伝わってしまったはずなのに、嬉しそうに微ほほ笑えむ。僕の唇に残っているのは、苦さのように思えた。その味はきっと罪悪感によるものだ。誰に対して、何に対して、罪を犯しているのかは分からないけれど。


    「ありがとう、ケースケ」


    　たぶん今のはアリッサが望んでいたキスではなかった。だけどアリッサは礼を言う。


    　輝くような笑顔を見せて、自分は幸せだと示す。


    「わがまま言って、ごめんね。〝あたしだけ〟こんなことするのはズルなのに……」


    　謝るのも、礼を言うのも、本当は僕がすべきこと。


    　間違っているのは僕の方。全ては、進む方向を未だに定められない僕の責任。


    　だというのに、アリッサは僕の罪悪感さえも引き受けようとしてくれる。


    　これがアリッサ＝クラノ＝ストーリング＝ライト。お人好しで、優しくて、他人の弱さを認めて許して、守ろうとする強い人。僕が魅せられ、目標にした女の子。そして──。


    「アリッサ」


    　愛しい人の名前を呼んで抱き寄せる。


    　口付けで伝えることのできなかった想いを込めて、ぎゅっと抱き締める。


    　まだ先へは進めないけれど、迷いなくアリッサに応えることはできないけれど、自分がどうなるべきかも分からないけれど──今の精一杯で、可能な限り気持ちを伝えたいと、確かめ合いたいと思った。


    「──この距離、すごく落ち着くわ。いつもこれぐらい近くにいれたらいいのに」


    　アリッサは僕の背中に腕を回し、小さく呟つぶやく。とても安らいだ声音で言う。


    　それから僕らは月が雲間から顔を出すまで、ずっと互いの鼓動を感じていた。


    



    「……何だか、今まで足りてなかったエネルギーをやっと補充できた気分」


    　細い月が照らす夜空を見上げながらアリッサが呟く。その表情はまだ少しぽーっとしていて、わずかに赤い。腕に抱えるのは灰色の鳥。


    　僕とアリッサは遠とお見み神社の境けい内だいに立っていた。


    　雲が晴れてすぐ、アリッサの魔術でここへ転移したのだ。ちゃんと由ゆ衣いの依より代しろも持参している。時刻は夜十時を回っていた。


    「いつも待たせてばっかりで……我慢させてばっかりで、悪い」


    　僕が謝ると、アリッサは頰ほおを膨ふくらませる。


    「もう、そんな申し訳なさそうな顔をされたら、せっかく一杯になった幸せな気持ちが抜けていっちゃうじゃない。ケースケはエネルギー充填できなかったの？」


    「……いや、そんなことはないけど」


    「なら、ケースケも幸せそうに笑っていればいいのよ。ほら、空が晴れている間にユイのところへ行かないと」


    　足早に社殿へ向かうアリッサ。僕はその背中を追いかける。天気は回復に向かっているが、空にはまだ雲が多い。確かにあまりぐずぐずしてはいられない。余裕がないのでわざわざ裏の住宅を経由せず、正面から社殿に入ることにした。


    「──あ、そういえば」


    　賽さい銭せん箱ばこの後ろにある入り口の前で靴くつを脱ごうとしたとき、アリッサが声を上げる。視線が何な故ぜか僕の履いているジーパンに向いていた。


    「どうしたんだ？」


    「その……別に大したことじゃないんだけど、抱き合っている途中──ずっとお腹なかの辺りに硬いものが当たってたのを思い出したのよ。それでポケットに何か入れてるのかなーって」


    　ジロジロ腰の周辺を眺め回されて僕は焦あせる。


    「い、いや、あれは──その……仕方のない生理反応というか……」


    「生理反応？」


    　きょとんと首を傾かしげるアリッサ。どうやら彼女にはその手の知識が不足しているらしい。やはりあのまま先に進まないで正解だったようだ。


    「わ、分からないならいい。気にしないでくれ」


    「んー、引っかかる言い方ね。もしかして常識的なことなの？　だったら今度トウコに聞いてみようかしら……」


    　トウコとは海外にいるアリッサの親友。僕らと同年代の女の子だ。


    「お願いだからそれはやめてくれ。頼む」


    　次に会ったときひどく気まずいことになるので、真剣にお願いする。


    「じゃあケースケが教えてよ」


    「ぐ……。ま、まあそのうち……な」


    　僕は表情を引きつらせて答え、逃げるように靴を脱いで社殿に上がった。


    「絶対よ、約束ね？」


    　念を押しながらアリッサが後についてくる。


    　僕は溜ため息いきを吐つき、仕方なく頷うなずいた。


    「分かったよ。でも今はまず、由ゆ衣いに相談だ」


    　社やしろの扉を開く。屋内は採光窓からの月明かりに淡く照らされていた。今日の月はとても細いので、降り注ぐ光は頼りない。僕らは奥に祀まつられている神鏡の前に歩み寄る。


    　手に持った依より代しろの人ひと形がたが輝き出し、鏡がその光を反射した。


    『お兄ちゃん、アリッサお姉ちゃん、こんな時間にどうしたの？』


    　鏡の中に薄うっすらと半透明の妹の姿が浮かび上がる。由衣は頭の獣耳をぴくぴく動かして不思議そうに首を傾げていた。


    「あのね、実はユイにこの鳥を見てほしくて……」


    　アリッサが一歩前に進み出て、腕に抱いた灰色の鳥を鏡に映す。


    『あ……その鳥──』


    「知ってるの？」


    『うん、前に見たことあるよ。普通の鳥じゃなかったから、よく覚えてる。それ──どうしたの？』


    　やはりただの鳥ではなかったらしい。アリッサはこれまでにあったことを由ゆ衣いに伝える。


    『……そんなことがあったんだ。間違いなく──その鳥は精霊だよ。妖よう怪かいって呼ぶのは何か似合わないから精霊』


    　話を聞き終わった由衣は、灰色の鳥を見つめながら言う。


    「ユイ、この子がどうして弱っているか分かる？」


    『ごめん、そこまでは……』


    「じゃあ……この子に似た白い鳥が、人を襲う理由も分からない？」


    　アリッサの問いに由衣は頷うなずく。


    『うん、この鳥がどういう経緯で生まれた精霊かを調べないと、何も答えられないよ』


    　その言葉を聞いて、僕は口を挟む。


    「なあ由衣、そもそも精霊や妖怪はどんなふうに生まれるんだ？」


    『えっとね、これはスーラさんから聞いたんだけど……人間の集団が共有する幻想──[image: ]うわさや都市伝説、怪談から生まれる場合が多いんだって』


    「人が信じたから生まれたのか？」


    『そうだよ。精霊や妖怪は神様見習いみたいなものなの。そのまま信仰を集め続けることができれば上の世界にシフトして高次の存在になれるけど、逆に人の想いが足りなければ消えてしまう儚はかないものなんだ』


    　由衣は悲しげな眼まな差ざしでアリッサの抱く鳥を眺ながめている。それを見て僕は状況を悟る。


    「もしかしてこの鳥は──」


    『うん、消えかけてる』


    　頷く由衣。アリッサの顔色が変わる。


    「そんな！　何とかならないの？」


    　灰色の鳥のことをやけに心配していたアリッサは必死な様子で鏡に詰め寄った。


    『その子がどんな精霊か分かれば、弱っている理由も分かるかもしれないけど……』


    　難しい顔で由衣が答える。


    　現状ではやはり何とも言えないらしい。だが行動の指針は見えた。


    「よし──じゃあ、最近広まっている都市伝説や怪談を調べてみよう。そうすれば何か手がかりが見つかるかもしれない」


    『それが一番いいかも。誰かが信じているからこそ、その鳥はここにいるんだしね』


    　僕は頷うなずき、携帯を取り出す。


    「誰に電話するの？」


    　不安げな表情で問いかけてくるアリッサ。


    「僕の知っているなかで一番こういう[image: ]うわさに詳しいのは……陽ひ名なちゃんだ」


    　自称占い師の彼女の元には、占いをしてほしいという生徒がよく訪れる。そういった人たちは大抵がオカルト好きなので、自然と色々な[image: ]や都市伝説が集まるのだ。


    　電話をかけると二回目の呼び出し音の途中で繫つながった。


    『──もしもし、啓けい介すけさん？　こんな時間にどうしたのですか？』


    「夜遅くに悪い。実は少し陽名ちゃんに聞きたいことがあって……」


    　僕がそう言うと携帯の向こう側から小さな溜ため息いきが聞こえた。


    『もう……いつも啓介さんは用事がある時しか電話をしてくれないのですね。たまには意味もなく電話してほしいものです』


    「え？　でも用事がないなら何を話すんだ？」


    『……それぐらい自分で考えてください。本当に啓介さんは女心というものが分かってないのです』


    　機嫌を損ねてしまったのか、陽名ちゃんの声が刺とげ々とげしい。


    「ご、ごめん……じゃあ今度、用事がなくても電話する」


    　このままではマズイと慌てて謝る。


    『──約束ですよ、啓介さん。それで、聞きたいことというのは何なのですか？』


    　何とか怒らせずに済んだようで、僕はホッする。そして用件を切り出した。


    「なあ陽名ちゃん、最近流は行やっている都市伝説や怪談、[image: ]話の中に鳥が出てくるものはないか？」


    『鳥……ですか？』


    「ああ、何でもいい。知っていたら教えてくれ」


    　期待して返事を待つ。あの鳥が新たに生まれた精霊ならば、必ず関わりのある都市伝説があるはずだ。しかし──。


    『うーん……思い当たるものはないですね』


    　陽名ちゃんの言葉は予想を裏切るものだった。


    「本当か？　本当に一つも？」


    『あ、少し前にカモノハシ開運法というのが流行ってましたが……これは鳥の[image: ]に含めていいのでしょうか？』


    「いや……それはたぶん違うと思う」


    　アリッサが抱いている灰色の鳥とカモノハシでは乖かい離りが大きすぎる。というかカモノハシは哺ほ乳にゆう類るいだ。


    『では、他にこれといったものはないのです。力になれなかったのなら、すみませんです』


    　落胆が声に出てしまっていたのか、陽ひ名なちゃんは申し訳なさそうに言う。


    「いや、こっちこそこんな夜遅くに変な電話をしてごめん。ありがとう陽名ちゃん」


    　礼を言い、また明日と挨あい拶さつしてから電話を切る。


    「……ダメだったみたいね」


    　アリッサが表情を曇らせて言う。


    「ああ、でも諦あきらめるのは早い」


    　陽名ちゃんが知らないのでは望みは薄いが、他の友人にも電話をして同じことを尋ねてみる。


    　だが、求めている情報を得ることはできなかった。


    「こうなったら明日、地道に聞き込み調査をするしかないかもな……」


    　携帯をポケットにしまった僕は呟つぶやく。


    「それまで……この子はもつかしら」


    　アリッサは弱った鳥がいつ消えるか不安なようだった。


    「分からないけど、今できることはもうない。あとは……そうだ、寮に帰ってネットで調べるぐらいか」


    　忘れていたが、ネットならまだ可能性はある。アリッサはじゃあ早く戻ろうと僕を急せかした。


    『頑張ってね、お兄ちゃん。アリッサお姉ちゃんも気をつけて』


    　鏡の中で手を振る由ゆ衣い。僕とアリッサは手を振り返して社殿を出る。


    　アリッサはすぐに僕の手を摑つかむと、夜空に浮かぶ細い月を睨にらむ。


    「──過ぎる輝きパストグロウ！」


    　唱えるのは光を媒介にした転移魔術。視界が歪ゆがみ、軽い眩暈めまいが襲う。そして気がつくとそこはもう自室のベランダ。目の前には寮の裏手に広がる黒々とした山が広がっていた。


    　だが闇やみに沈んだ森の中に、一瞬だけ小さな光が灯ともる。


    「え……？」


    　驚いて目を凝らす。しかし何も見つけられない。


    「ケースケ、どうしたの？　ネットで調べるんでしょ？」


    　窓を開けて部屋に入ろうとしていたアリッサが、動かない僕の腕を引く。


    「あ、ああ……」


    　気のせいかと視線を外しかけた時、また森で何かが光った。


    　淡く小さな光点が森の中から飛び出し、空へ上っていく。


    「鳥……？」


    　遠いので断言はできないが、その光は鳥の輪郭を象かたどっているように見えた。


    「──え？」


    　僕の声でアリッサも気付いたようだ。驚きに目を見開く。その直後、輝く鳥は白い軌跡を残して姿を消す。まるで夜空に溶けて、星の一つとなったかのように。


    「今の、もしかして……」


    　僕が視線を向けるとアリッサは頷うなずいた。


    「行ってみましょう。ケースケ、摑つかまって」


    　言われた通り、僕は後ろからアリッサの腰に手を回す。


    「彼方へ運ぶ風フアラウエイ！」


    　アリッサは鳥を抱えたまま飛行魔術で空へ舞い上がる。最初は振り落とされないように強くしがみつくが、一旦浮き上がると自分の体重が噓うそのように消失する。アリッサが作り出した結界の内側は風の浮力によって無重力に近いのだ。


    　下を見ると、さっきまでいた男子寮の明かりが遠い。


    「たぶんこの辺りだと思うんだけど……」


    　きょろきょろと辺りを見回すアリッサ。恐らくここが鳥の消えた場所付近なのだろう。僕も視線を巡らせてみるが、鳥の影すら見つからない。


    「なあ、鳥が出てきたところも見てみないか？」


    　ここでは収穫がなさそうなので、そう提案する。


    「それって、どこ？　あたし見てなかったから分からないわ」


    　そういえばアリッサが鳥に気付いたのは飛び立った後だ。僕は寮の裏手にある森を指差す。


    「たぶん、あの辺りだと思う」


    「分かった。じゃあ降りてみるわね」


    　ゆっくりと僕が指し示した場所へ降下していくアリッサ。器用に木の枝を避けて地面に降り立つ。


    　風の魔術が解除され、自分の体重が戻ってくる。踏みしめた落ち葉がガサッと音を立てた。


    「暗くて何も見えないな……」


    　森の闇やみは濃くて、少し先も見通せない。


    「照らす陽光レイランプ！」


    　だがアリッサが手を翳かざして呪じゆ文もんを告げた途端、僕らの頭上に山吹色の光の球たまが生まれて周囲を照らし出した。突然明るくなったせいで目が眩くらむ。


    「どう？」


    　得意げにアリッサが僕を見る。


    「ありがたいけど、光量を少し抑え目にしてくれ。ここは寮からも見える位置だし」


    「あ、そうね」


    　光が弱まり、淡く周囲を浮かび上がらせる程度になった。


    「これぐらいでちょうどいいな」


    　僕は頷うなずき、辺りに視線を走らせる。すると落ち葉やどんぐりに混ざって、何か白いものが落ちていることに気付いた。


    「何だ……これ？」


    　近づいて拾い上げる。湿った紙の感触。


    「──紙飛行機、か」


    　だいぶ形は崩れていたが、それは紙を折って作り上げられた小さな飛行機だった。よく見れば他にも落ちている。こんな場所にあるということは、恐らく寮のベランダから飛ばしたのだろう。だがよほど上う手まく風に乗らない限りはここまで辿たどり着かないはずだ。


    　まさか……。


    「アリッサ、ちょっとついてきてくれ」


    　ある予感を覚えて、僕は緩ゆるやかな斜面を足元に気をつけながら下りていく。


    「あ！　ま、待って、ケースケ」


    　落ちている紙飛行機をじっと見ていたアリッサが慌てて追いかけてきた。


    　寮に近づくほどに、落ちている紙飛行機の量は増えていく。予想通りだ。あの地点にいくつかの紙飛行機があるのなら、麓ふもとにはもっと多くの数があるはずだと思ったのだ。


    「それにしても、なんでこんなに……」


    　近くの枝に引っかかっていた紙飛行機を手に取る。学園の寮で暮らしているのは中等部と高等部の生徒だ。もう紙飛行機で遊ぶような年齢ではない。


    「ん……？　何か、書いてある」


    　紙の内側に書かれた文字が滲にじみ出ているのを見て、僕は紙飛行機を広げてみる。するとそこには『絶対合格』と太いマジックで書かれた文字。


    　願掛け……か？


    　その仮説に思い至った瞬間、閃ひらめくものがあった。僕は携帯を取り出して再び陽ひ名なちゃんに電話する。


    『はいはいー、朝あさノの宮みや陽名なのです！』


    　一コールもしないうちに、上機嫌な陽名ちゃんの声が聞こえた。それで僕は先ほど「今度用事がない電話をする」と約束したのを思い出す。


    「ご、ごめん……今回も聞きたいことがあって」


    『………………啓けい介すけさん、わたくしをぬか喜びさせた罪は重いですよ？』


    　一気にテンションの下がった陽名ちゃんに何度も謝ってから、僕は本題を切り出す。


    「あのさ、紙飛行機に関する都市伝説を知らないか？」


    　緊張しながら問いかける。これでダメなら手詰まりだ。


    『それなら聞いたことあるですよ。というか今一番流は行やってるおまじないなのです。むしろ啓介さんが知らないことに驚きです』


    　しかし今度は望んだ通りの答えが返ってきた。


    「そ、そんなに有名なのか？」


    『はいです。単純なおまじないだから、広まったんでしょうね。やり方は簡単で、自分の夢を書いた紙飛行機を飛ばすだけ。もし自分が見失うほど遠くまで飛んだら、それは神様が受け取ってくれた証あかし。その夢はきっと叶かなう──という都市伝説なのです』


    　よし……たぶん〝これ〟だ。


    「ありがとう陽ひ名なちゃん。今度は絶対約束守るから」


    　礼を言って電話を切る。僕は自分の考えをアリッサに伝えようと振り向く。だがアリッサは何な故ぜか苦笑を浮かべて僕を見ていた。


    「──紙飛行機のおまじないなら、あたしも知ってたわ」


    　灰色の鳥の背中を撫なでながらアリッサは言う。


    「知ってた？　じゃあ……」


    「ええ、落ちている紙飛行機を見たとき……たぶん今のケースケと同じことを思った。でも言い出す前にヒナへ電話をかけちゃったから……」


    　アリッサの声には元気がない。どうしたのかと心配になる。


    「何か、気がかりなことがあるのか？」


    「うん……ちょっとね。色々と予想がついちゃったのよ。まあでも、とりあえずあたしたちの推測が正しいか確かめないと」


    　僕に背を向け、斜面を上り始めるアリッサ。


    「どこに行くんだ？」


    「遠くまで飛んだ紙飛行機の方が、きっと〝変わりやすい〟はずよ。さっきあたしたちが降りた場所でしばらく待てば、答えは出ると思う」


    　振り返らずに答え、先に進んでゆくアリッサを僕は追いかけた。さすがに上りは息が切れる。元の場所まで戻った僕は、最初に拾い上げた紙飛行機の傍そばでしゃがみこんだ。


    「はぁ……ちょっと運動不足かな」


    　呼吸を整えながら呟つぶやく。


    　アリッサは少し離れた場所で、別の紙飛行機をじっと見つめていた。何となく話しかけづらい雰囲気だったので、僕は黙って風にざわめく森の音を聞く。


    　変化が現れたのは──五分ほど経たった頃。


    　僕が注視していた紙飛行機が淡い光を帯び始める。


    「アリッサ！」


    　呼ぶと彼女もこちらに駆け寄ってきた。二人で変化を見守る。内側から滲にじみ出るように[image: ]あふれた光は、ゆっくりと紙飛行機を包み込んだ。


    　湿って形が崩れかけていた紙飛行機は、やがて長い尾羽を持つ美しい鳥の姿を象かたどる。アリッサが抱いている鳥と瓜二つの姿。違いは色だけ。生まれたての紙かみ鳥どりは、新雪のように白い。


    　──バサッ！


    　傍そばにいる僕らを気にする様子もなく、鳥は翼を広げて空へ飛び立つ。枝の隙すき間まをすり抜けて夜空に上る白い輝きを見送る僕とアリッサ。


    「これで、はっきりしたな」


    　遠ざかる輝きが星に混じって消えた後、僕は呟つぶやく。


    「……そうね。この鳥は《紙飛行機のおまじない》から生まれた精霊。たぶん、託された夢を核にして具現しているんだと思う」


    　腕に抱いた灰色の鳥を見つめアリッサは頷うなずく。


    「鳥になるのはどうしてだろう……」


    「見失うほど遠くへ、神様に届くほど彼方かなたへ──って想いが込められているからじゃないかしら。だから地に落ちてもなお飛ぼうとして鳥になる……」


    「ちょっと、ロマンチックな感じだな」


    「そう？　あたしは何か泥臭くて熱血な感じがするけど」


    　僕の軽口にアリッサは苦笑を浮かべて応じる。だがやはり、その表情は冴さえない。


    「……さっきから少し変だぞ、アリッサ？　いったいどうしたんだ？」


    　声をかけると、アリッサは寂しげな視線を灰色の鳥に向けて呟く。


    「あのね──たぶん、この子はもう飛べないの」


    「飛べない？」


    「うん……核になった夢が弱かったから、中身のない空っぽな想いだったから、飛ぶ力を失なくして……もうすぐ消えるのよ」


    「なんでそんなことが分かるんだ？」


    　不思議に思って問い返したとき、灰色の鳥に変化が起こった。


    　体が縮み、灰色の羽毛がたんぽぽの綿毛のように風に吹かれて飛んでいく。急激に小さくなっていく鳥は最後の力を振り絞るかのように首を持ち上げ、アリッサを見つめる。


    「……ごめんね」


    　アリッサは灰色の鳥に向けて、今にも泣きそうな顔で謝った。鳥はか細く鳴き、アリッサの手に頭をすり寄せる。まるで──親に甘えるかのように。


    　姿が薄くなり、輪郭が空気に滲にじむ。強い風が吹いて羽毛が舞い上がった瞬間、鳥は消失していた。アリッサの手に残ったのは、灰色の紙で折られた紙飛行機。


    　アリッサは手の甲で滲にじんだ涙を拭ぬぐうと、その紙飛行機を開く。


    「それって──」


    　驚いて僕は声を上げた。アリッサが手にしているのは、灰色のわら半紙。僕が毎日向き合っている進路希望調査のプリントだった。


    「実はね、このプリントが配られたとき……重なっているのに気がつかなくて二枚もらっちゃったのよ」


    　折り目のついたプリントを見つめながらアリッサは言う。


    「一枚は進学に丸をつけて提出したわ。学校の勉強はあんまり好きじゃないけど、知りたいことはたくさんあったから。そしてもう一枚には──もっと先の目標を書いたの」


    　アリッサは広げたプリントを僕の顔に近づける。そこにはアリッサの名前と彼女の夢が記されていた。


    「立派な……魔術師？」


    　僕がその文字を読み上げると、アリッサは苦笑を浮かべる。


    「うん、これがあたしのなりたいもの。お母様や伯お母ば様みたいな立派な魔術師になりたくて、あたしは魔術を習ったのよ。でも先生に話せるようなことじゃないから、紙飛行機にして飛ばすことにしたの」


    「おまじないの[image: ]うわさを聞いてか？」


    「そうよ。信じてたわけじゃないけど、何となくね。紙飛行機は上う手まく風に乗って、遠くまで飛んで行ったわ。でも──神様の元まで飛ぶには想いが足りなかった。だから、あたしのところへ戻ってきたんだと思う」


    　アリッサはプリントの表面を指先で撫なでて、力なく笑う。それを見て、何か抑えがたい感情が込み上げてきた。


    「──足りないなんて、おかしい。アリッサは僕よりもずっと将来のことを考えてる。それなのに……」


    　声に出して気付く。これは、悔しさだ。目標を定めることの難しさを、僕は嫌というほど知っている。選択をするというのはとてもすごいことなのだ。だからアリッサの夢を値踏みしたかのような結果に腹が立った。


    　けれどアリッサは首を横に振る。


    「ううん、何もおかしくないわ。あたし……本当は立派な魔術師ってどういうものなのか分かってないのよ」


    「僕からしたら、アリッサはもう十分に立派な魔術師だけどな」


    　本心から僕は言う。


    「……ケースケ、ありがと。でもね、きっとあたしはお母様や伯母様に近づければ何でもよかったのよ。もっとあたしを見てほしかった、褒めてほしかった、だから頑張って魔術を覚えた。ただ……それだけ。魔術でやりたいことがあったわけじゃないの」


    「けど、空の散歩は楽しいって言ってただろ？」


    「──それはもう、あたしにとって当たり前のことなのよ。あたしは飛びたくて魔術を覚えたんじゃない。飛べるから空の散歩が好きになったの」


    　その言葉で僕とアリッサでは魔術へ対する認識が違うことに気づく。


    　幼い頃に魔術を習得したアリッサは、自分の手足を扱うのと同じ感覚で魔術を使っているのだろう。だから魔術自体が目的になりえない。


    　僕がこの手で、足で、体で何をするべきか迷っているように、アリッサも魔術で何を為なすべきなのか悩んでいるのだと思う。


    「つまり……魔術で何をすれば〝立派〟なのかが分からないんだな？」


    　僕の問いかけにアリッサは頷うなずく。


    「うん、具体的な行動が思いつかないの。あたしの弟子になりたいって頼んできた子にはちゃんと目標があったのに、あたしにはない。正直、お師匠様の資格があるとは思えないわ」


    　自じ嘲ちよう気味に言うアリッサ。その口調からは弟子となった少女への羨せん望ぼうを感じた。


    「その子は、街の平和を守りたいって言ったんだっけ？」


    「そうよ、それを本当に実行できたなら……すごく立派なことだと思う。あたしとは大違いね。あたしも魔法少女になろうかなとか口にしたけど、全然本気じゃなかった。〝街の平和〟なんて漠然としすぎていて想像できなかったし、実際に何をすればいいのかも分からなかったから。でもたぶん──あの子には、そのどちらについても具体的なビジョンが見えているのよ、きっと」


    　アリッサの表情には悩み続けたことによる疲れが垣かい間ま見える。これが──アリッサの迷い。未来を見定めることができずにいるのは、僕だけではなかった。たぶん誰でも似たような不安を抱えているのだろう。


    　だが……自分自身では見えないものも、少し離れた場所に立つ第三者からは見える場合がある。


    「──いや、やっぱりアリッサはもう立派な魔術師だよ」


    　僕は微ほほ笑えみながら言った。


    「……どういうこと？」


    「だってアリッサが魔術を教えることで、弟子の女の子は街の平和を守れるようになるんだろ？　それは十分、魔術師として立派な仕事だと思う」


    「あ……」


    　呆あつ気けに取られた声を上げるアリッサ。やはり考えもしなかったことなのだろう。


    「とりあえずさ、〝立派な〟師匠を目指してみたらどうだ？」


    「で、でもそれって……何か屁へ理り屈くつっぽい感じだし、人任せなんじゃないかしら？」


    「そんなことはないと思うけどな。巡り巡って誰かのためになることの方が、多くの人を幸せにするはずだ。自分一人ができることなんて限られてるんだからさ」


    　そこまで口にしてから気付く。この言葉は自分にも返ってくることを。


    　僕には幸せにしたい人たちがいる。責任を取らなきゃいけない人がいる。将来の夢も、そのうち見つかるかもしれない。けれど取れる行動は一つだけ。選べる道は一つのみ。だから全てを満たす解かいを探していた。でもそんなものはいくら考えても思いつかなかった。


    　当然だ。今言った通り、自分一人でできることには限りがあるのだから。


    「確かに……そうね。今できることを、たとえ遠回りになっても積み重ねて、少しずつ〝立派に〟なるしかないのかも」


    　苦笑してアリッサは言う。


    「ああ、遠回りでいいと思う」


    　アリッサと、僕自身に向けて答える。


    　僕は近道を探しすぎていた。というか進路の選択が、未来を大きく決定づけてしまうものだと錯覚していた。本当は、どの道を選んでも遠回りなのだ。僕の理想へ真まっ直すぐ続く近道なんて存在しない。


    　遠回りを続けて、そのときできることを重ね続けて、自分だけではなく周囲の世界を少しずつ変えていって、一歩一歩近づくしかないもの──それが将来であり〝夢〟なんだと思う。


    「──ケースケ、あたし……もう一度この子を飛ばしてあげたい」


    　進路希望調査のプリントをそっと自分の胸に押し当てて、アリッサは呟つぶやく。


    「今なら、飛べると思うのか？」


    「うん……ちょっとだけ〝夢〟を書き足したらね」


    　微ほほ笑えんで頷うなずくアリッサ。


    　ここにはペンがなかったので僕らは一旦寮の部屋に戻ることにする。


    　飛行魔術でベランダに降り立つと、アリッサはすぐに僕の勉強机へ向かった。


    　プリントに文字を書き込むアリッサを後ろから覗のぞき込む。そこに記されたアリッサの夢は──。


    「弟子を立派に育てられる……立派な魔術師？」


    　僕が読み上げると、アリッサは照れくさそうに頰ほおを搔かいた。


    「最初より具体的な目標でしょ？　これが、立派な魔術師への第一歩」


    　指で自分の書いた夢をなぞり、アリッサは言う。その表情に、もう迷いの色はない。


    　アリッサは丁寧にプリントを折り始める。そしてできたのは灰色の紙飛行機。


    「ケースケ、行こっ！」


    　紙飛行機を左手に持ち、右手で僕の手を摑つかみ、アリッサはベランダへと走り出る。


    「彼方へ運ぶ風フアラウエイ！」


    　飛行魔術を唱え、アリッサは空へ舞い上がった。僕もアリッサの腕に支えられて宙に浮かぶ。


    　高く、高く、昇る。薄い雲を抜けて、星に近づく。


    　もう夜空を隠すものはない。頭上に広がるのは、細い月と幾億の星が輝く宙そら。足の下にはまばらな雲。


    　まるで天地が逆転してしまったかのような景色。星の海と雲の大地の狭はざ間までアリッサは滞空する。


    「ここからなら──遠くへ飛ぶかしら」


    　紙飛行機を構えてアリッサが呟つぶやいた。


    「飛ぶよ。きっと、すごく遠くまで」


    　確信を持って僕は言う。


    「この夢……叶かなうと思う？」


    「ああ」


    　自信を持って僕は頷うなずく。


    　アリッサは僕と繫つないだ手に少しだけ力を込めた後、紙飛行機を夜空に放った。


    「──いってらっしゃい」


    　想いが籠こもった声に背中を押されて、紙飛行機は飛んでいく。風を捕まえ、あっという間に遠ざかる。どうやら上う手まく気流に乗ったようだ。


    　星空と雲の境界に向かって小さくなる灰色の紙飛行機。瞬まばたきすらせず、その姿を見つめる。たぶん一度目を離したら、見失ってしまうから。


    　だがいくら目を凝らしていても、やがて小さな紙飛行機は夜の暗さに紛れてしまう。


    　それでも僕らは紙飛行機が飛び去った方向を眺め続ける。すると彼方かなたで何かが光った。


    　星の光よりも小さいが、月のように眩まばゆい白銀の輝き。


    　その輝きは逆さまの流れ星のように、長い尾を引いて空へ昇っていった。


    「……よかった。もう一度、飛べたんだ」


    　夜空に描かれた軌跡を見つめてアリッサは呟く。その瞳ひとみから涙が一筋、頰ほおを伝った。


    「あ、あれ……？」


    　アリッサは慌てて手の甲で涙を拭ぬぐう。


    「あはは……あたし、そんなに泣き虫じゃなかったはずなんだけど……おかしいわね」


    　強がって笑うアリッサ。僕は何か言わなきゃと頭を回転させるが、言葉が見つからない。悩んだ末、僕は無言でアリッサを抱き寄せる。


    「……ケースケ？」


    　少しびっくりした顔でアリッサは僕を見る。だがすぐに泣き笑いの表情になって、僕の胸に顔を押しつけた。


    「あたしが泣き虫になった理由……わかった。ケースケが……傍そばにいたせい」


    　顔を伏せて呟き、アリッサは僕の背中に腕を回す。


    　そのままの姿勢でしばらくの間、夜空をたゆたう。


    「これで……一件落着かな」


    　星空の中から知っている星座を三つほど見つけた頃、僕は小さく呟つぶやいた。


    　するとアリッサが顔を上げ、首を横に振る。瞳ひとみは赤いが、頰ほおに涙の跡は残っておらず、表情には落ち着きが戻っていた。


    「──いいえ、まだよ。あたしの弟子を襲った鳥のことは解決してない。まあでも、そっちは明日あたしが片付けるわ」


    　強気な笑みを浮かべて断言するアリッサ。


    「何とかできそうなのか？」


    　少し不安になって問いかけるが、アリッサは自信ありげに頷うなずく。


    「もちろんよ。弟子に師匠として頼りがいのあるとこ、見せないとね」


    「そっか……じゃあ後は任せる」


    「うん、任せて！」


    　アリッサは胸を張り──夜空の星よりも眩まぶしい笑顔を浮かべた。


    



    　寮の部屋に僕を送り届けたアリッサは、名な残ごり惜おしそうに僕を見つめる。


    「……おやすみ、ケースケ。また明日」


    　繫つないでいた手を、ゆっくりと解いて微ほほ笑えむアリッサ。僕が「おやすみ」と答えると、アリッサは軽やかにベランダから飛び立っていった。
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    　掌てのひらに残るアリッサの温度を夜風に奪われぬよう手を握にぎり締しめ、小さな背中を見送る。


    　アリッサの姿が見えなくなった後、僕は窓を閉めて勉強机の椅子に腰掛けた。机の上には灰色の紙が置きっぱなしになっている。それは進路希望調査のプリント。印字されている項目は進学か就職の二つ。僕はシャーペンを手に持ち、大きく深呼吸をする。肩から力を抜き、行き詰まった思考を解きほぐす。


    　──近道なんてない。すべてを満たす解かいもない。今できるのは、ただ前に進むこと。遠回りでも、目指す場所に近づくこと。どちらを選んでも、きっとそんなに変わらない。遠回りなのはどちらも同じ。だから……何となくでいい。ほんの少しでも、心が傾く方にすればいい。


    　きっとこれは開き直りのようなもので、正しくない歩き方だ。こんな選び方でアリッサたちとの関係に答えを出すことはできないし、そのつもりもない。だけど僕はまず、その本当に大切で大事な問題に答えを出せる場所まで辿たどり着かなければならない。前に進むことで〝自分〟を変えていかなければならない。アリッサが立派な師匠を目指したように。


    　僕は気負わず、進学の文字に丸をつけた。理由を問われたら、たぶん僕は困るだろう。何となく、としか答えられない。何となく──こちらの道を歩いてみたいと思ったのだ。シャーペンを置き、明日忘れないようにプリントを折りたたんで鞄かばんへしまう。きっと進路相談では、どこの大学、どんな学部に行きたいかと訊たずねられるはずだ。選択はまだまだ続く。いつまでも続く。それを重ねて、少しずつ目指す場所に近づこう。僕はそう決める。ただ……。


    「受験勉強は……大変だろうな」


    　椅子の背もたれに体重をかけ、天井を仰いだ僕は──苦笑を浮かべて呟つぶやいた。


    



    
      ６

    


    



    　あたし──アリッサ＝クラノ＝ストーリング＝ライトの弟子となった少女は、昨日と同じように鳥居の陰で身を縮めていた。またしても魔法少女の衣装を身に着けている。だが今日はレースで縁取りされた白いマントを羽織っていた。恐らく寒さ対策だろう。


    「どうして今日もそんな格好をしているの？」


    　あたしが声をかけると、少女はぴんと背筋を伸ばして立ち上がる。


    「あ、お師匠様！　お待ちしていました。この格好はその……弟子入りを許されて気が緩ゆるんでいると思われたくなくて……」


    　マントの端をきゅっと摑つかんで居心地悪そうに少女は周囲を見回す。やはり恥ずかしいようだ。別にそんなことを気にする必要はないと言いそうになったが、じっとあたしを見つめる少女の目を見て考えを変えた。


    「そう──いい心がけね」


    　頭に手を置いて、優しく髪を撫なでる。すると少女は表情を輝かせた。


    　やはり頑張っていることは師匠として褒ほめるべきだろう。


    「けど、その格好をするのは今度から特別な時だけでいいわ。魔法少女だって変身するのはいざという時だけでしょ？」


    「はい、分かりました！」


    　あたしの言葉に少女は頷うなずく。いまいち特別な時というのがいつなのか想像できなかったが、毎日この格好をさせるわけにもいかない。


    「それじゃ早速修行──って言いたいんだけど、その前に聞きたいことあるの。いいかしら？」


    　屈かがんで少女と視線を合わせ、あたしは訊たずねる。


    「もちろんです。何でも聞いてください」


    　元気よく返事をする少女。


    「なら、もう少し上の方で話しましょう。あなたの格好はすごく目立つしね」


    「そ、そうですね……」


    　少女は道路の方を窺うかがって顔を赤くすると、石段を上り始めたあたしの後に続く。


    　あたしは足を動かしながら耳へ神経を集中させ、周囲の音に注意を払う。まだ──不吉な羽音は聞こえない。


    「ねえ、あなたは紙飛行機のおまじないを知ってる？」


    　振り返らずに、あたしは少女に訊ねる。


    「あ……はい、知ってます。学校で流は行やってますから」


    「──あなたも、紙飛行機を飛ばした？」


    　半なかば答えを予測しながら問いかける。


    「はい。友達と一緒に」


    「紙飛行機には、どんな夢を書いたの？」


    「えっと、それは……」


    　言葉を濁らせる少女。恐らく他人には言いづらいことなのだろう。だが、ここは踏み込まなければならない。


    「お願い、教えて。これは必要なことなの」


    　足を止めて、少女に向き直る。黒い瞳ひとみをじっと見つめると、少女は顔を伏せた。


    「あの……私が書いたのは絶対に叶かなわない夢なんです。だからきっと変な子だと思われてしまいます……」


    「大丈夫よ、あなたのことはとっくに変だって思ってるから」


    「えっ……？　お師匠様、私これまでに何か変なことをしましたか？」


    　本気でショックを受けている少女を眺めて、あたしは溜ため息いきを吐つく。


    「あのねえ……あなた今、自分がどんな格好しているか分かってる？　それに魔術師になろうとしている時点で普通の道からは外れているわ。だから今いま更さら変とか気にしないで、本当のことを教えてちょうだい」


    　はっとしたように自分の派手なコスチュームを見下ろし、少女は肩を落とす。だがあたしの言うように開き直ることにしたらしい。顔を上げ、紙飛行機に記した夢を告げた。


    「──亡くなった母さまともう一度会いたい。私は、紙にそう書きました」


    　それを聞いて、頭の中で色々なことが繫つながる。


    「もしかして、あなたが魔法使いになりたがってた理由の一つも……？」


    「はい、魔法でなら母さまを生き返らせることができるかもしれないと思ったんですが、お師匠様の話を聞いて諦あきらめました」


    　苦笑いを浮かべて少女は答える。


    　魔術では世界の法則を変えることはできないとあたしは教えた。だから死者の復活も不可能だと気付いたのだろう。確かに魔術でも、魔法でさえも、命を復元することはできない。


    　けれど方法を問わなければ──会うことはできる。ゆえに今回の事件は起きたのだ。


    「いい、よく聞いて」


    　あたしは少女に話し始める。昨日ケースケと共に体験したことを、紙飛行機のおまじないから生まれた精霊のことを。


    　少女は口を挟まず、真剣に耳を傾けてくれた。


    「──あなたは紙飛行機に夢を託した。そして恐らく、その紙飛行機は鳥の精霊になったんだと思う。あなたの夢を叶かなえるためにね」


    「私の……夢を？」


    　驚いた様子で少女は呟つぶやく。


    「ええ……きっと、あなたを母親に会わせようとしているの」


    　重々しく、あたしは告げる。


    　昨日あたしが送り出した紙飛行機鳥は、高く高く飛んで星空の向こうに消えた。


    　たぶんあの精霊は、夢を運んで飛ぶのが本来の在り方だと思う。そして、もし世界の境界を越えることができれば……鳥は託された夢と共に神様の一部となるはずだ。そうすれば、ほんの少しだけ運命は良い方に傾くだろう。


    　けれど少女の夢は、いくら運命を操作しても叶わない。だから少女が飛ばした紙飛行機は彼方かなたを目指すのをやめ、別の手段を選んだ。


    「私の鳥は、母さまを連れてきてくれるのですか？」


    　少女は表情を明るくするが、あたしは首を横に振る。


    「いいえ、あの鳥が連れていこうとしているのは──きっと、あなた。あなたの命を奪うことで、母親のいるあの世──神様たちの世界に導こうしているんだと思う」


    「私を……連れていく？」


    　少女は声を震わせて、自分の体を抱き締めた。


    「あなたは、命を絶ってでも……母親に会いたい？」


    　躊躇ためらいながら、あたしは問いかける。もしも肯定されたなら、どうすればいいのか分からなくなるだろう。


    　今の気持ちには覚えがあった。ユイと離れ離れになった直後のケースケを見ている気分。あの時、正直に言えば少し怖かった。ケースケがユイのいる場所へ引き返してしまうのではないかと思って不安だった。


    　けれどケースケはこちら側を選んでくれた。たぶん誰よりもユイがそう願ったから。


    「死ぬのは……怖いです。それに私が死んだら悲しむ人がいます。今の私より辛い思いをさせてしまうと思います。だから……母さまには会いたいけれど、死ねません」


    　少女の答えを聞いて、あたしは安あん堵どの息を吐つく。


    「よかった……じゃあ、自分の手で終わらせなさい」


    　──バサッ！


    　羽音には、気付いていた。彼方かなたから近づく風切音は、ちゃんと耳に届いていた。


    　あたしは素早く振り返り、手を翳かざす。心の準備はとっくにできている。


    　こちらへ猛スピードで突っ込んでくる白い鳥を視界に収めたときには、既に脳内で《姿の言葉シヤープワーズ》を唱え終わっていた。


    　手で照準を定め、《起ト動リ言ガ語ー》を叫ぶ。


    「無色の鳥籠エアーケージ！」


    　ぎしっ──と大気が軋きしむ。少女目掛けて急降下してきていた白い鳥が、不自然に空中で静止した。まるで時が凍りついたかのような光景。だが、時間を停とめたわけじゃない。空気の圧力を操作し、鳥を無理やり空に縛り付けたのだ。


    「お師匠様、すごい……」


    　感嘆の声を上げる少女。


    「ぼーっとしている暇ひまはないわよ？　あの鳥と決着をつけるのはあなたの役目なんだから」


    「私が……やるんですか？」


    　少女の表情が曇った。気持ちは分かる。あの鳥はただ少女の夢を叶かなえようとしているだけなのだ。そこに悪意はない。


    「そうよ。あなたの夢から生まれたあの子は、託された夢に逆らえない。あなたが本当は死ぬことを望んでいなくても、あの子は止まれない。だから夢を諦あきらめるなら、あなた自身の手であの子を止めてあげるべきだと思う」


    　厳しいことを言っている自覚はある。だけどあの鳥のためにも、こうするべきだという気がした。


    「……わかりました。やります」
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    　小さな手を固く握り締め、少女は言う。あたしは空いた手で少女の頭を撫なでた。


    「偉いわね。なら──そのための魔術を教えてあげる。昨日みたいに天の川をイメージしながら、両手を翳かざしなさい」


    「はい！」


    　頷うなずき、少女は両手を空中に静止した鳥へ向ける。


    「じゃあ、あたしに続いて詠唱して──願うは流る転てん。暗き蒼あおの海、流れし光の連なり。遠き宙そら駆ける星の竜……たゆたい、泳ぎ、止まることを忘れし、永と久わに巡り巡る者」


    「ねがうはるてん。くらきあおのうみ、ながれしひかりのつらなり。とおきそらかけるほしのりゅう……たゆたい、およぎ、とまることをわすれし、とわにめぐりめぐるもの」


    　一言一言を区切り、ゆっくりとあたしは《姿の言葉シヤープワーズ》を唱える。一拍置いて、少女がそれを繰り返す。


    「象かたどる心。織り上げる想いの波。翼の器に託し、空へ放て！」


    「かたどるこころ。おりあげるおもいのなみ。つばさのうつわにたくし、そらへはなて！」


    　紡つむぐのは、意思を伝達するための魔術。思考の波を織って形作る伝でん書しよ鳩ばと。少し前に伯お母ば様が未定義魔術として使ったのを見て、あたしが密かに完成させた術。


    「思伝の輝鳩ダヴパルス！」


    「ダヴパルス！」


    　響く《起ト動リ言ガ語ー》。


    　少女の翳した手の平に金色の光が集まり、小さな鳩の輪郭を形成する。


    「その魔術に伝えたい想いを込めて、放ちなさい。あなたの望みを、本当の願いを、あの鳥に届けるの。大丈夫、必ず伝わるから」


    　あたしの言葉に少女は頷き、己おのれの心を魔術に込める。


    「……ごめんなさい。私はまだ、母さまのところへ行くわけにはいかないんです」


    　言葉は想いの糸となり、輝く小鳩を織り上げた。


    「私には生きてやりたいことが……やらなきゃいけないことがあるから……だから、もういいんです」


    　小鳩が少女の手から飛び立ち、空中で身動きを封じられている白い鳥に向かう。そしてそのまま白い鳥の中に吸い込まれた。一瞬だけ鳥の体が金色の光に包まれ、すぐに消える。


    　これで少女の想いはあの鳥に伝わったはずだ。たとえ言葉は通じなくとも、思念を直接送ったのだから。ある意味これは、紙飛行機に込めた夢を〝上書き〟する行為だ。鳥の親である少女自身の想いだからこそ、最初の夢と交じり合うこともできるはず。


    　あたしは慎重に《無色の鳥籠エアーケージ》を解除する。


    　ばさっと翼をはためかせ、白い鳥は石段に舞い降りた。再び襲ってくる様子はない。じっと、少女のことを見つめている。


    　少女も目を逸そらさず、鳥の瞳ひとみを見つめ返す。


    　やがて鳥の体が透き通り始めた。小さな羽毛の欠かけ片らとなって、存在が散っていく。


    　存在する意味を、空を飛ぶ意味を失ったことで、消えていく。どうやら上う手まくいったらしい。恐らくあの鳥は……自ら消えることを選択したのだろう。


    「──私の夢を叶かなえようとしてくれて、ありがとうございました」


    　最後に少女は礼を言った。とても苦しそうに微ほほ笑えみながら。


    　直後──鳥の姿は幻のように搔かき消える。半透明の羽毛が空へ舞い上がる様を、彼女は唇を嚙かんで見上げていた。


    　あたしはその姿を見つめながら思う。この子は容た易やすく二度も《流れし星ほし竜りゆう》の魔術を使って見せた。万が一、《方はこ舟ぶね》と敵対する組織の手に落ちればまずいことになるだろう。脳を調整する薬物を使って逆に魔術を使えなくすることも可能だが、それはしたくない。だから悪いことなどしないように、立派な魔術師になるように、あたしがこれから見守っていこう。たぶん伯お母ば様やお母様も許してくれるはずだ。


    「よく頑張ったわね。これで晴れてあなたは、あたしの一番弟子よ」


    　しょんぼりとしている少女の頭をぐりぐりと強く撫なでる。すると少女は驚いたように顔を上げた。


    「ええっ!?　私、昨日……弟子入りさせてもらえたのではないのですか？」


    「さっきまでは仮よ、仮弟子。今の魔術はあたしが創った、あたしだけの魔術なの。それを覚えたことで、あなたは正式に〝あたしだけの弟子〟になったのよ。それより、あなた──っていうか、そういえばまだ名前も聞いてなかったわね。師匠と弟子になった記念に、まずは自己紹介をしましょうか」


    　苦笑を浮かべてあたしは言う。よく考えれば、あたしもまだ名乗っていない。少女はハッとした表情になると、ぺこぺこ頭を下げる。


    「す、すいません……私、名乗りもしないで弟子入りを申し込んでいたんですね。大変失礼をいたしました。私の名前は英え里り香か。倉くら野の英里香です！　よろしくお願いします、お師匠様！」


    「え？　クラノ……エリカ？」


    　あたしは呆ぼう然ぜんとその名前を繰り返す。


    「はい、そうですが……どうかしましたか？」


    「クラノマサユキって人、知ってる？」


    「倉野正まさ行ゆきは、私の父様です。お知り合いなのですか？」


    「いえ──会ったことはないわ。人づてに名前を聞いたことがあっただけよ」


    　驚きを押し隠して、あたしは答える。


    　少女──エリカは、ケースケが会ったというクラノマサユキの娘らしい。


    　また、クラノ……か。偶然にしてはできすぎている気がする。だが、あたしに無む垢くな眼まな差ざしを向けるエリカに二心ある様子はない。


    　──この子を疑っても仕方ないわね。


    　あたしは気を取り直して、手を差し出した。


    「まあ、とにかく……こちらこそよろしく、エリカ。あたしはアリッサ＝クラノ＝ストーリング＝ライトよ」


    「くらの？」


    　エリカもあたしのミドルネームに反応する。


    「ええ、あたしのお祖ば母あ様の苗みよう字じもクラノだったの。偶然ね」


    「本当……すごい偶然ですね。お祖母様の名前は何と言うのですか？　もしかしたら遠い親戚かもしれません」


    「それはないと思うけど──」


    　苦笑いを浮かべながら答えようとして、言葉に詰まる。


    　そういえばお祖母様の名前って何だっけ？


    　たぶん幼い頃に教えてもらったはずだ。けれど物心ついてからはお祖母様の話題を避けるようになったので、フルネームを思い出せない。


    　確か、お祖じ父い様とよく似た名前だった……という話を聞いたような気がする。お祖父様の名前はヒースなので、たぶん〝ヒ〟とか〝ス〟がつくのだろうが……。


    「ごめん……ド忘れしちゃった」


    　苦笑して謝ると、エリカは慌てて首を振る。


    「あ、気にしないでください、お師匠様。ちょっと家の家系図を調べてみようと思っただけですから」


    　エリカはそう言って、あたしの手を握った。


    　師弟の握手を交わし、笑い合う。


    　気になることはあるが、今は喜ぼう。


    　あたしはまた一つ、かけがえのない絆きずなを手に入れたのだから──。
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     第三章　魔法を失くした魔女の憂鬱
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    　──深夜のオフィス街。


    　街灯などない裏路地を照らすのは雲間から覗のぞく細い月。だが、その淡い光は頼りない。一歩先にわだかまる闇やみを押し退のけることができないほどに。


    　暗闇とは未知の具現。人は見えないものを知ることはできない。未知は無限の可能性を秘めるが、同時に危険を孕はらんでいる。ゆえに、人は闇を恐れる。どこに何が潜んでいるともしれない未知の領域を本能的に避けようとする。


    　けれど……あえて暗闇に踏み込む者がいるのも事実。ほんの少しの時間を惜しんで、近道をするために。あるいは他者の視線を避けられる場所を求めて──。


    　今まさに、一人いる。早足で裏路地を抜けようとしているサラリーマン風の男性だ。恐らく残業か何かで帰りが遅くなったのだろう。住宅街に抜ける最短の道を進んでいる。


    　だが──本能の警告には従うべきなのだ。たとえこれまで九十九回無事に通れた道でも、次の一回で致命的な事件が起こるかもしれない。それが、暗闇というもの。


    　──ふらり、と男性の行く手に人影が立ち塞ふさがる。


    　表情を強こわ張ばらせて、彼は足を止めた。最初は不良やチンピラに絡まれる心配をしただろう。しかし、彼の前に現れたのは……想像を超えるものだった。


    　額から伸びる捻ねじれた突起、血で染め上げたかのような赤い皮膚、口元から覗のぞく鋭い牙──。身に纏まとうのは黒いスーツで、体格も華きや奢しやだが、どう見てもまともな人間ではない。


    「化け、物……？」


    　男性は最初に連想した言葉を口にする。彼の前に立つのは通常の生き物からは逸脱した何か。化け物、怪物などと称させる、未知の存在。この場合は〝怪人〟とでも呼ぶのが適当だろうか。


    「ぐるるるるるるる……」


    　唸うなり声を上げ、スーツ姿の赤い怪人が男性に迫る。だが驚きと恐怖で身が竦すくんだのが、彼は動けない。悲鳴すら上げられない。だがそのとき──男性の背後から、何者かが飛び出した。


    「はあっ!!」


    　勇ましい掛け声が狭い路地に響き渡る。現れた何者かは怪人に躊ちゆう躇ちよなく飛び蹴げりを喰くらわせた。


    「ぐおっ!?」


    　悲鳴を上げて怪人は吹っ飛び、壁に叩たたきつけられる。


    「……危ないところだったな。私は──そうだな、街を守るヒーローのような者だ。ここは私に任せて、早く逃げたまえ」


    　男性を振り返り、自信に満ちた言葉を口する自称ヒーロー。だがその姿は怪人に負けず劣らず怪しいものだった。体には忍しのび装しよう束ぞくらしきものを着て、顔はサングラスとマスクで隠している。


    　しばらく呆ぼう然ぜんとしていた男性だったが、突然表情を引きつらせる。


    「う、うわああああああああああああああっ!!」


    　恐怖の呪じゆ縛ばくから解き放たれたのか、悲鳴を上げて駆け出す男性。


    「感謝しろとは言わないが、私を見て逃げ出すとは……」


    　不満そうに呟つぶやく自称ヒーローだったが、その言葉は途中で途切れる。背後に気配。押し殺した吐息と、熱を帯びた視線──。


    「……っ!?」


    　彼が振り向こうとした瞬間、その首筋に鋭い牙が突き刺さった。
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    　黒板の上に取り付けられたスピーカーから、帰宅を促す物悲しい音楽が流れ出る放課後の教室。掃そう除じ当番に当たった僕は、箒ほうきでゴミを掃はき集める。


    　教室にアリッサの姿はない。弟子の少女に会うため、授業が終わってすぐ神社へ向かったのだ。鳥の一件は自分で解決すると言っていたが、上う手まくいっただろうか。


    　ぼーっと考え事をしながら箒を動かしていると、僕を呼ぶ声が聞こえた。


    「遠とお見み、チリトリ持ってきたぞー」


    　振り返ると、眼め鏡がねをかけた男子生徒がチリトリを片手に立っている。クラスメイトの山やま崎ざき勉つとむだ。後ろには箒を持った小太りの生徒──宮みや島じま通とおるもいる。二人は僕の友人……というよりは悪友と言うべき存在だった。


    「ほれ、さっさと終わらせて帰ろうぜ。今日は久々にいろいろと寄り道する予定なんだからな」


    　山崎はそう言ってチリトリを持ってしゃがむ。


    「ああ、そうだな」


    　僕は頷うなずき、集めたゴミをチリトリへ掃き入れていく。


    　今日はアリッサを邪魔しないよう、日が沈むのを待ってから神社へ行く予定なのだ。だからそれまで山崎たちと街で遊ぶ約束をしていた。


    「そういや遠見、あの[image: ]うわさって聞いたか？」


    　早く帰るために黙々とゴミを片付けていると、宮島が話しかけてくる。自分が受け持った箇所の掃除は終わったらしく、手持ち無ぶ沙さ汰たなのだろう。


    「あの[image: ]って、どの[image: ]だ？」


    　僕は候補を思い浮かべながら問い返す。


    　紙飛行機鳥の一件を経て、僕は世界が変わりつつあることを肌で感じた。今後もこれまでの常識ではありえない事件が起こるかもしれない。それに備えるため、今日は周囲の会話に耳を傾けてみたのだ。すると……本当に多くの[image: ]うわさが囁ささやかれていて驚いた。


    　しかも、そのどれもがやけに具体的。単なる[image: ]ではなく、客観的な事実を元にしたものが多い。


    　例えばここ最近、色んな〝予測〟が外れているらしい。代表的なもので言えば天気予報。僕は毎時更新される携帯の天気予報しか見ていないので気づかなかったが、新聞などに載っている週間天気予報の的中率がひどく低いようなのだ。


    　他には有名な占い師の占いが急に当たらなくなったという話も聞く。陽ひ名なちゃんも未来が占えなくなったと言っていたので、これも眉まゆ唾つばだと断じることはできない。


    　こういった未来の不確かさから生まれたのは、近いうちに世界が終わるのではないかという[image: ]。これはさすがに馬鹿馬鹿しいと思う。


    　あといかにも都市伝説らしい話としては、〝彷徨さまよう怪物〟の[image: ]が一番有名だ。真偽は定かじゃないが、つい一週間ほど前に繁華街の方で轢ひき逃げ事件があったらしい。被害者は大きく跳ね飛ばされて道の脇にあった銅像に激突し、息絶えたそうだ。そして翌日、被害者の血で真っ赤に染まった銅像は姿を消していた……。


    　それで銅像に被害者の無念が宿って怪物になり、犯人を捜して彷徨っている……という都市伝説が生まれたらしい。恐らく撤去されただけなのだろうが……不気味ではある。


    　怪物らしきものを実際に見たという人が複数いるようで、多くの生徒の話題に上っていた。だから宮みや島じまもその話をしたいのだろうと思ったのだが、返ってきた言葉は予想外のものだった。


    「あれだよ、あれ。ほら、街に忍にん者じやが出没してるって[image: ]」


    「それは……初めて聞くな」


    　そう答えながらも、頭の中にある男の姿が浮かび上がっていた。二週間ほど前に会った忍しのび装しよう束ぞくを着た怪しい男──倉くら野の正まさ行ゆき。だがすぐに頭を振って否定する。彼もあの格好で街を歩いたりはしないだろう。


    「何かさ、最近やたら物騒な[image: ]が流行ってるだろ？　噓うそかホントか分からねぇけど、実際に怖い目見たって話も聞く。けど、そんなとき……稀まれに忍者が現れて助けてくれるらしい」


    「へ、変な[image: ]だな」


    「そうだろ？　何で忍者なんだよって言いたくなるだろ？　でも変だからこそ、信しん憑ぴよう性せいを感じるんだよなぁ」


    　宮島は腕組みをして言う。するとしゃがんだ山やま崎ざきも口を挟んだ。


    「あ、俺もその話知ってるぜ。目撃者の話によると、自分は正義のヒーローだって名乗るらしい」


    　それを聞いて僕は自分の考え違いを悟る。間違いない──倉くら野の正まさ行ゆきだ。彼は僕が考えていた以上の馬鹿だったらしい。


    　街の平和を守ると言っていたが、本当にそれを実行していたようだ。彼の肩書きには霊的治安維持、という文字があった。もしかしたら妖よう怪かいや精霊が引き起こす問題を解決することも仕事だという可能性がある。だが──。


    　自分自身が都市伝説になったらダメだろ……。


    　僕は呆あきれを多分に含んだ溜ため息いきを吐ついた。


    



    「あ、やっと来た」


    「センパイ、遅いです」


    　掃そう除じが終わり、掃除用具を片付けて廊下へ出る。すると窓際で談笑していた二人の女生徒がこちらを見て声を上げた。


    　一人は僕のクラスメイトの冬ふゆ上がみ雪ゆき絵え。癖のない長い黒髪に整った顔立ち、可愛かわいいというよりも綺き麗れいという言葉が似合う少女だ。


    　もう一人はツグミ。褐色の肌と白い髪が特徴的な傘さん陽よう学園中等部に通う僕の後輩。高等部の教室には入りづらいので、ここで冬上と待っていてくれたのだ。


    「悪い、ちょっと話してたら長くなった」


    　僕は苦笑を浮かべて二人に謝る。


    　あれから忍者の話題が妙に盛り上がり、掃除の手がしばらく止まっていたのだ。


    「まったく、宮みや島じまが忍者について熱く語り始めるから……」


    　ぼやく山やま崎ざき。


    「それは山崎が忍者を馬鹿にしたようなことを言ったからだろ？　あのな、忍者っていうのは人間のポテンシャルを最大限に引き出して──」


    　宮島は反論し、またもや喋しやべり始めようとする。だが冬上が手を叩たたいて、宮島の台詞せりふを遮さえぎった。


    「はいはい、くだらない雑談は歩きながらにしてちょうだい。ほら、早く行くわよ」


    　長い髪を翻ひるがえして歩き始める冬上。僕らも後に続く。


    「く、くだらない……」


    　宮島はショックを受けた様子だったが、ツグミに「人間のポテンシャルを最大限に引き出すということには興味があります。よければ教えてくれますか？」と訊たずねられ、すぐに元気を取り戻して解説を始めていた。


    　今日街へ遊びにいくメンバーは、僕を入れてこの五人。アリッサは弟子の件があり、陽ひ名なちゃんは何か用事があるらしい。そしてもう一人、僕にとってアリッサと同じくらい特別な女の子もここにはいない。昼休みに家から電話がかかってきて、早退してしまったのだ。どうしたのか気になったが本人もよく分かっていない様子だった。


    　宮みや島じまの忍者うんちくを聞き流しながら階段を下り、下駄箱で靴くつを履き替え、校舎の外へ出る。だが長い道を進み校門が見えてきたところで、異変に気付いた。


    「あれ……何かしら」


    　目を細めて冬ふゆ上がみが言う。校門の外にひどく目立つ黒塗りの高級車が停とまっていた。どこかで見た覚えのある車だ。


    　他の生徒がジロジロ眺めながら通り過ぎてく中、僕らは車の前で足を止める。すると運転席の扉が開き、執事服を着た男性が降りてきた。


    「遠とお見み様、お待ちしておりました」


    　僕の名を呼び慇いん懃ぎんにお辞儀をする男性。


    「九く棚だなさん……何をしてるんですか？」


    　僕は彼の名前を呼んで訊たずねる。彼はアリッサがホームステイをしている屋敷の執事であり、早退した〝彼女〟の秘書。この車にも何回か乗ったことがある。どうりで見覚えがあったはずだ。


    「至急、遠見様にご相談したいことがあるのです。突然で申し訳ないのですが、一緒に来ていただけないでしょうか？」


    　真剣な表情で九棚さんは用件を切り出す。


    「い、今からですか……？」


    　僕はこれから一緒に寄り道をする予定だった友人たちへ視線を向けた。


    「センパイ……行っちゃうんですか？」


    　ツグミにひどく悲しそうな顔をされる。


    「え、えっと……」


    　言葉に詰まっていると、九棚さんが僕の前に進み出て頭を下げた。


    「皆様、すみません。どうしても今でなければいけないのです。このお詫わびは後日必ずいたしますので、どうか遠見様をお貸しください」


    「九棚さんにそう言われちゃあ断れないな……」


    　山やま崎ざきが頭を搔かいて苦笑する。


    「そうだな、何度も世話になってるし」


    　宮島も頷うなずく。九棚さんには夏に海へ連れていってもらったり、文化祭で行うバンド演奏の練習場所を提供してもらったりと、多くの借りがある。


    「遠見くん、今度埋め合わせしなさいよ」


    　冬ふゆ上がみは腰に手を当て命令する。


    　分かったと僕は答え、一人だけまだ納得していないツグミの頭に手を乗せた。


    「ごめんな、絶対次は付き合うから」


    「……本気でそう思っているようなので、今回は許します」


    　直接触れることで他者の心を読み取れるツグミは、拗すねた表情をしながらも頷うなずいてくれた。僕は皆に挨あい拶さつをしてから、車の後部座席に乗り込む。


    　九く棚だなさんも運転席に座ると、滑るように車を発進させた。僕はバックミラー越しに九棚さんを見つめ、少し緊張しながら口を開く。


    「それで──どんな用事なんですか？」


    「……口で説明するよりも、まずは実際に見ていただいた方がいいと思います」


    　九棚さんはどこか困惑を含んだ口調で答えた。彼にしては珍しく、歯切れが悪い。


    　言いづらいことなのか、もしくは説明が難しいことなのか……。どちらにせよ厄やつ介かい事ごとのにおいがする。


    「見るって……どこで、何を？」


    　嫌な予感を覚えながら問いかける。赤信号で車が停とまり、九棚さんはバックミラー越しに僕と目を合わせる。そして真ま面じ目めな顔でこう告げた。


    「向かうのは屋敷です。そこで──禍まがつ神かみをお見せします」

  


  [image: ]



  
    　アリッサが毎日徒歩で学園に通える距離なので、屋敷まではそれほど遠くない。歩けば二十分ほどかかるが、車だと五分もかからず到着してしまう。


    『友とも月づき』と刻まれた表札がかかる大きな門と高く長い塀へいを車中から見上げ、僕は溜ため息いきを吐ついた。高級住宅街の中で一際広い敷地を有する屋敷の門構えには、何度来ても圧倒される。


    　九く棚だなさんが何かリモコンのようなものを取り出して操作すると、黒塗りの鉄門が自動で開いた。門の向こうに現れるのは、広い前庭と大きな洋館。見事に剪せん定ていされた木々が並ぶ前庭を抜けて、屋敷の前で車を停める九棚さん。


    　僕だけをそこに降ろした後、車は屋敷の脇にある車庫へ入っていく。屋敷の玄関で九棚さんを待っていると、ギィッと屋敷の扉が開く音がした。


    「啓けい介すけくん、いらっしゃい」


    　振り向くと同時に名前を呼ばれる。玄関の前によく知る人物が立っていた。肩までの黒髪と陶とう磁じ器きのように白い肌、整った顔立ち──どこか人形めいた美しさを持つ少女だ。ゆったりとした長なが袖そでワンピースの裾すそを風に揺らして、こちらへ近づいてくる。


    　彼女の名前は友月未み由ゆ。この屋敷の主であり、大だい財ざい閥ばつ・友月家の次期当主。そして僕にとって、とても大切な人。


    「あ、その……お邪魔します」


    　いつもと違う私服姿に見とれてしまい、声が上うわ擦ずる。


    「ごめんね、わざわざ来てもらっちゃって」


    「いや、別にそれはいいんだけど……いまいちまだ状況が分かってないんだよな」


    　僕が頭を搔かきながら言うと、未由は苦笑を浮かべる。


    「まあ、そうだよね。いきなり禍まがつ神かみとか言われても困るよね」


    　その口ぶりだと未由は今回の事情を把握しているらしい。


    「もしかして今日早退したのは……」


    「うん、禍神の監禁場所に屋敷の地下を使っていいかとか九棚に電話で聞かれて……訳が分からないから確認しに行ったの」


    「え……じゃあ、禍神っていうのは本当に？」


    　九棚さんは道中、禍神とは禍まが々まがしい神、邪じや神しんという意味だと説明した。その言葉はてっきり何かの比ひ喩ゆかと思ったのだが、まるで実際に禍神がいるかのような未由の口ぶりに僕は驚く。


    「いるよ。たぶん、啓介くんの知ってる人だと思う」


    「僕が……知ってる？」


    　禍神なんて存在に知り合いはいないのだが……。


    　僕が混乱していると、車庫から出てきた九棚さんが口を挟んだ。


    「──遠とお見み様、その辺りのことは直接ご覧になれば分かるはずです。さあ、こちらへ」


    　玄関扉を開け、屋敷の中へと導く九棚さん。


    「啓介くん、行こ」


    　未み由ゆが自然に僕の手を取って、歩き出す。僕は歩幅を合わせて隣に並んだ。吹き抜けになった玄関ホールから中庭へ出て、敷地奥の北館に入る。北館は家主の私室や書斎などが集まるプライベートな空間だ。そしてこの北館の地下には、先代の家主が作った趣味の悪い施設がある。懲ちよう罰ばつ室しつという名の地ち下か牢ろうだ。


    「まだ……取り壊してなかったんですね」


    　地下への階段を下りながら九く棚だなさんに言う。以前は殺人事件さえ起こった場所なので、そのままになっているとは思わなかった。


    「一応入り口は塞ふさいで外から見えないようにしていたのですが……今回適当な場所が他になかったので、渋々解放したんですよ」


    　──ゥゥ……。


    　答える九棚さんの声に混じって何か呻うめき声のような音が聞こえてきた。風の音かとも思ったが、階段を下りるほどに音は大きくなる。


    　──ウウゥゥ……ウゥゥゥ──ッ!!


    「この……音は？」


    「禍まがつ神かみの声です」


    　僕の問いに九棚さんは短く返事をした。


    　地階に到着する。呻き声はさらに大きくなり、薄暗い部屋に気味悪く響いていた。九棚さんが壁のスイッチを押すと、白熱灯の光が室内を赤っぽく照らし出す。部屋の左右には鉄てつ扉ぴがいくつもならんでいた。扉には格子の嵌はまった小さな窓がついている。


    　本当に趣味の悪い部屋だ。以前の事件で人が死んだ奥の牢ろう屋やは、まだ扉が壊れたままになっていた。


    　そして呻き声が聞こえてくるのは、奥から二番目の牢。僕らはその前にやってくる。


    「遠とお見み様、ここに彼がいます」


    　……彼？


    　促されて格子窓から中を覗のぞき込んだ。


    「な……っ!?」


    　息を呑のむ。二畳ほどの狭い部屋に鎖で縛られた男が転がされていた。服は時代劇から抜け出してきたかのような忍しのび装しよう束ぞく。顔はサングラスと黒いマスクで隠されている。


    「倉くら野の……正まさ行ゆき？　あの、これって倉野正行さんじゃないんですか？」


    　振り返って九棚さんに訊たずねる。何な故ぜ彼がここにいて縛られているのか、全く理解できなかった。


    「はい、そうです。しかし今は──禍神です。もっとよく見ていただけませんか？」


    　そう言われて僕はもう一度牢の中へ目を向ける。正行は縛られながらも床をのた打ち回り、くぐもった呻き声を上げていた。彼をじっと眺めてみて気付く。服から覗いた手足や首筋が真っ赤だ。まるで赤ペンキを塗ったかのよう。そして彼の額からは捻ねじれた突起物が生えていた。


    「角つの……？　いったいどうなって──」


    　何が起こっているのか理解できず、よろよろと扉から離れた。


    「正まさ行ゆきさんはなんでこんな状態に……」


    　震える声で呟つぶやく。未み由ゆが心配げな表情で、ふらつく僕の体を支えてくれた。


    「啓けい介すけくん、大丈夫？　やっぱり……前に言ってた倉くら野の正行さんって人だったんだね」


    「ああ、間違いない。九く棚だなさん、どういうことなんですか？」


    　問いかけると九棚さんはちらりと未由に視線を向けた。未由にはあまり詳しく説明したくないことなのだろうか。けれど未由もその視線には気付いたようで、先に釘を刺す。


    「九棚、ちゃんと私にも全部説明して。私、まだ彼の名前が倉野正行さんってことしか聞いてないもの。もし秘密にするつもりなら……香か織おりさんと一緒に一週間ほど温泉旅行へ行ってもらう」


    　香織さんというのは九棚さんの奥さんだ。だがそれはあくまで書類上のことのようで、実生活は伴っていないらしい。そのため香織さんは九棚さんを見るたびに猛烈なアプローチをしている。まだ夫婦生活を営む気のない九棚さんは、毎日のように彼女から逃げ回っているのだ。今姿が見えないのは、たぶん夕飯の買い物にでも出かけているからだろう。


    「そ、それはどうか勘弁してください。分かりました……全部話しましょう」


    　肩を落として、九棚さんは了承する。さすがに一週間も二人きりでは既成事実が作られてしまうと判断したようだ。


    　こほんと咳せき払ばらいをしてから、九棚さんは僕を見た。


    「遠とお見み様は、彼──倉野正行様の肩書きはご存じですね？」


    「あ、はい、公務員ですよね。長かったので正確には覚えてないんですけど、名刺には霊的治安維持部の美み傘かさ市支部長だとかどうとか書かれていたような……」


    「正しくは国家公安委員会及び宮く内ない庁ちよう管かん轄かつ、霊的治安維持部特別対策室、美傘市支部長ですね。彼は今後増加するであろう霊的な事件に対処するため、美傘市へ派遣された人物です」


    　すらすらと彼の肩書きを口にする九棚さん。けれど少し違和感を覚える。倉野正行の目的は〝神の兄〟として狙ねらわれている僕の安全確保と、由ゆ衣いを祀まつる遠見神社の建こん立りゆうだったはずだ。それについて九棚さんは何も知らないのだろうか。確かに街の平和を守るとも言っていたが……。


    「九棚さんと正行さんは、どんな関係なんですか？」


    　とりあえず探りを入れてみる。


    「協力者同士……ということになるのだと思います。現在、九棚家と彼の組織は協力して霊的事件への対処を行っているのです」


    「なんで九棚家が？」


    「常識外の事件に対するノウハウが豊富な八や朔さく家のスタッフを、九棚家が傘さん下かに収めているからです」


    「八や朔さく家……ですか」


    　苦々しく僕は呟つぶやく。


    　八朔家とは友とも月づき分家の一つ。友月家の始祖が有していた特殊な力を近親婚により維持し、その力でこの国の暗部を牛ぎゆう耳じっていた。だが本家へ弓を引いたために解体され、九く棚だな家に組み込まれたらしい。未み由ゆと深い因縁のあった八朔家の長との決着はついているが、彼らのしたことを思い出すと気分が沈む。


    「他国の魔術組織や、生まれながらに超人的な力を持った人間……そんな脅威に八朔家は昔から対処してきたそうです。私も資料を見るまでは半はん信しん半はん疑ぎでしたが、彼らの実績は本物でした」


    　だから新たに設立された公的機関は九棚家に協力を要請したのか……。


    「九棚さんはどこまで知っているんですか？」


    「友月家の歴史と、未由様が次期当主に決まったことで生まれた八朔家との軋あつ轢れきと争い……その解決に遠とお見み様やアリッサ様が尽力してくださったこと──それらに関しては大体把握しております」


    「じゃあ、今の神様については？」


    「今の、神様……？」


    　質問の意図が理解できなかったようで、九棚さんは戸惑った表情を見せる。その様子だと由ゆ衣いが神様になったことや、その経緯までは知らないようだ。つまり倉くら野の正まさ行ゆきは九棚さんを通じて僕らのことを聞いたのではないらしい。


    「あ、いえ、何でもないです。気にしないでください。それより……正行さんがこんな状態になってしまった理由は何なんですか？」


    　情報の出所が気になったが、これ以上は九棚さんに聞いても仕方がない。僕は話題を変えて、呻うめき声が響く倉野正行の牢ろう屋やに視線を向けた。


    　九棚さんも固く閉ざされた鉄てつ扉ぴを見つめ、険しい顔で話し始める。


    「──彷徨さまよう怪物、という[image: ]うわさをご存知ですか？」


    「え？　あ、はい……知ってますけど」


    　今日聞いたばかりの都市伝説だ。


    「その怪物の正体こそが、遠見さまの目の前にいるモノ──正確に言えば正行様に取り憑ついている禍まがつ神かみなのです」


    「取り憑いている？　っていうか、もしかしてあの[image: ]は……」


    「はい、多少脚色されてはいますが、事実です。轢ひき逃げ事件が起こったことも、亡くなった被害者の血で道路脇の銅像が赤く濡ぬれたことも、その銅像が犯人を捜して彷徨っていたことも──全て、実際に起こったことです。表に出ていない情報としては、既に犯人は殺されている……ということぐらいですね」


    　ただの都市伝説だと思っていたことが急に生々しく感じられて、ごくりと唾つばを飲み込む。これもやはり紙飛行機鳥と同じく、妖よう怪かいや精霊の事件なのだろうか。


    「怪物は復ふく讐しゆうを果たしたってことですか？」


    「そうです。しかし目的を達成しても怪物は街を彷徨さまよい続けていました。危険なので九く棚だな家と正まさ行ゆき様の組織が協力して退治することにしたのですが……詰めを誤り、今の事態を招いてしまったのです」


    「詰め？」


    「怪物の破壊自体は簡単でした。まあ所詮は動く銅像に過ぎないのですから、重火器を撃ち込めばすぐにバラバラです。しかしそれで安心したスタッフの一人が、頭だけになった怪物に嚙かみつかれてしまい……その直後、自身が怪物に変じて逃亡しました」


    「感染して増えた……ってことですか？」


    「いいえ、正行様は銅像に宿っていた〝何か〟が乗り移ったのだろうと言っていました。銅像はただのモノに戻っていましたし、恐らくその通りなのだろう思います。正行様はそのあやふやで実体の摑つかめない怨おん念ねんのような〝何か〟の呼称を〝禍まがつ神かみ〟と定めました。確かにあれは……悪あしき神としか表現できない存在です」


    　つまり銅像が壊されて動けなくなったので、新たな体へ移ったということか。依より代しろを必要とする精神的な存在……生まれたての神様見習い。それは妖怪や精霊の定義だ。これは禍神にも当てはまる。大層な呼び名を与えられてはいるが、恐らくこの前の紙飛行機鳥と似たような存在なのだと思う。


    　そこまで聞けば大体のことは推測できた。


    「じゃあ正行さんもその後……嚙まれたんですね」


    「はい、禍神に憑つかれたスタッフを手分けして探しているときに……。ですが完全に乗っ取られる前に正行様は自分の体を鎖で縛り、それ以上の被害の拡大は防ぎました。最初に嚙まれたスタッフも、今は正気に戻っています」


    　自分の身を犠ぎ牲せいにして事件を解決するなんて、まるで本当にヒーローのようだ。


    「……状況は分かりました。それで、僕に相談したいことというのは？」


    　自分に何かできることがあるのかと考えながら問いかける。


    「取り憑いた禍神だけを退治する方法が分からないのです。私たちはこれまで、対象を物理的に破壊することで事態を収束させてきました。けれど今回は同じ手段は使えません。ですから何か知恵を貸していただきたく──」


    「ちょ、ちょっと待ってください！　僕もどうすればいいかなんて全然……」


    　慌てて首を横に振る。


    　九棚さんたちは発生した妖怪や精霊を依り代ごと破壊することで倒してきたのだろう。だが今回は依り代が人間だ。壊してしまうわけにはいかない。


    　必要なのは取り憑ついた禍まがつ神かみだけを倒す方法。けれどそんな手段など全く思いつかなかった。


    「ですが正まさ行ゆき様は、何かあったときは遠とお見み様を頼るようにと仰おつしやっていました。本当にどうにもならないのでしょうか？」


    　そう言われて僕は格子窓の向こうで呻うめいている倉くら野の正行に視線を向ける。


    　僕を……頼れ？　彼は僕が何の力もないことを知っているはずだ。それなのにどうして……。


    　考えて、唯一自分が役に立てそうなことを思いつく。


    　僕には彼を助ける能力はないし、その方法も知らない。けれど、神様の妹や魔術師のアリッサを頼り、情報を集めることはできる。


    「──九く棚だなさんも〝禍神に取り憑かれた場合の対処法〟は可能な限り調べたんですよね？」


    　同じ失敗をしないよう、まずはダメだった方法を確認してみた。


    「はい、八や朔さく家にあった千年分の記録をスタッフ総出で調べたのですが……役に立ちそうな記述は一切なく、徒労に終わりました」


    　それは当然だろう。壁によって世界の境界が閉ざされていた千年、妖よう怪かいや精霊は存在できる隙すき間まを持たなかったのだから。けれど逆に、千年より前ならば妖怪や精霊が普通にいたはずだ。ならば、千年前を知る人間に聞けばいい。


    「あの、ちょっと思いついたことがあるんでアリッサを呼びに──」


    　神社へ行かせてくれ、と言おうとする。アリッサたちは《方はこ舟ぶね》によって千年の時を超えてきた一族だ。だからアリッサの家族に聞けばと思ったのだが……。


    「待って！　私にも当てが……ある」


    　僕の台詞せりふを遮さえぎったのは、ずっと黙って話を聞いていた未み由ゆだった。僕と九棚さんを交互に見つめ、言葉を続ける。


    「解決策を持ってそうな人、私知ってるの。だからまず、その人のところへ一緒に行かない？」


    「え……で、でも……」


    　アリッサを頼った方が確実なのに、と戸惑う僕の手を未由が握った。


    「お願い……」


    　どこか必死な様子で訴えてくる未由。そんな泣きそうな顔をされては、断れるわけがなかった。


    「……わ、分かった」


    　僕が頷うなずくと、未由は安あん堵どの表情を浮かべる。


    「ありがとう、啓けい介すけくん。九棚、すぐに車の準備を」


    　九棚さんも少し困惑した様子だったが、未由の命令には逆らわず「かしこまりました」と頷いた。


    　正行さんの呻き声に背を向けて、僕らは地下を出る。廊下の窓から差し込む光は大分黄色味を帯びていた。夕暮れはもう近い。


    　前を行く九く棚だなさんに聞こえないよう、僕は未み由ゆに小さな声で問いかける。


    「未由、どうするつもりなんだ？　僕は千年前のことを知ってそうな《方はこ舟ぶね》の人たちに聞いてみようと思ってたんだけど……」


    「──今回のことはできればアリッサさんの手を借りずに解決したいの。千年前を知る人なら私にも心当たりがあるから」


    「なんでアリッサの手を借りたらダメなんだ？」


    　疑問に思って問いかけると、未由はジトッとした目で僕を睨にらむ。


    「私、知ってるんだからね？　昨日のこと」


    「え？　な、何がだ？」


    「二人で不思議な事件を解決したんでしょ？　それに……キスもしたって。昨夜帰りが遅かったから、理由を問い詰めて全部聞き出したの。ずるいよ……私だってずっと、啓けい介すけくんと──」


    「う……」


    　そこまでアリッサが話したのならばごまかすこともできない。正直、自覚と後ろめたさがあった。


    「だから今回は、私が一緒に事件を解決したい。もう私は魔術が使えないけど……それでも啓介くんと一緒に困難に立ち向かえるんだって証明したいの」


    　未由の瞳ひとみには先ほどと同じく必死な色が浮かんでいる。彼女はほんの少し前まで強大な魔術師であり、常人離れした身体能力と特殊な力を持つ異能者だった。けれど力の源だった《高次存在ヴイナー》が滅びたことで、全ての力を失ったらしい。今は僕と同じ、ただの人間。


    　そのことを聞いた時、僕は安あん堵どした。未由は力が強すぎるゆえに危あやうい状態だったからだ。けれど今の様子を見ると、未由自身は複雑な感情を抱えているのかもしれない。


    「──そうだな、まずは僕らだけで何とかしてみるか」


    　僕がそう言うと未由は「……うん」と笑って頷うなずいた。


    　それにこれは遠回りの手段というわけじゃない。もし《方はこ舟ぶね》まで行くとなれば、時間結界の影響で街に戻った時には数日が経過している恐れがある。その間、正まさ行ゆきさんの体がもつ保証はない。できるだけ早く事態を解決するためには、未由の手がかりを先に当たるのが妥当だ。


    「啓介くん、頑張ろうね」


    　未由がぐっと拳こぶしを固め、気合いの入った声で言う。


    「ああ」


    　僕は首しゆ肯こうするものの、どこか未由が無理をしているようにも感じていた。


    



    
      ３

    


    



    　九棚さんの運転する黒塗りの高級車は、僕と未由を後部座席に乗せて走る。窓の向こうに広がるのは、夕日に照らされた景色。初めて見る街並み。美み傘かさ市にはないスーパーやファミレスのチェーン店が地域の違いを感じさせる。


    　車で美傘市を出るのは夏の海水浴以来、二度目だ。あの時はキャンピングカーで穴場のビーチに連れていってもらったが、今回はそんな気楽な場所が目的地ではない。


    　車に乗った後、未み由ゆが九く棚だなさんに向かうよう指示したのは……友とも月づき本家。現当主が住まうという屋敷。この国を裏から支配してきた大だい財ざい閥ばつの本拠地だ。八や朔さく家の一件もあり、権力闘争が絶えない伏魔殿というイメージが頭の中ででき上がっている。


    「そんなに緊張しなくていいよ。静かで空気がおいしいところだから」


    　緊張して重い息を吐く僕に、未由は苦笑する。


    「……案外田舎にあるのか？」


    「というより森の中、かな」


    　暗い森の中に佇たたずむ洋館が想起され、余計不気味に思えてくる。


    「車だと何時間ぐらいかかるんだ？」


    　美傘市を出てからもう一時間ほど。今走っているのは海の近く。森は見えない。


    　すると未由は口元に手を当てて笑う。


    「車じゃ何時間走っても着かないよ。だって道路が繫つながってないんだもん」


    「え？　じゃあどうやって──」


    　そう訊たずねようとした時、九棚さんがハンドルを切って私有地らしき場所へ入っていく。


    　行く手にはゲートがあり、警備員が立っていた。九棚さんは警備員に身分証を見せ、敷地の中へと車を走らせる。そこはやたら広く、何もない場所だった。けれど放置された空き地ではなく、路面はきちんと整備され、白線や誘導灯によってレーンが区切られている。


    「滑走路……？」


    　僕が窓の外を見て呟くと、九棚さんが頷うなずいた。


    「はい、ここで飛行機に乗り換えてもらいます」


    　車の行く手にプロペラを回して待機している小型の飛行機を見て、僕はあんぐりと口を開ける。


    「友月本家へは自家用機で行くの。私も初めて行った時は驚いたよ」


    　未由の言葉を聞きながら、僕は思う。これから赴おもむくのは、間違いなく別次元の空間なのだろう……と。


    



    　九棚さんは飛行機を操縦する若い女性スタッフに僕らを任せると、そのままＵターンして美傘市へ戻っていった。正まさ行ゆきさんを放っておくわけにはいかないし、さらに他の事件が起こらないとも限らないからだ。帰る時はまた迎えに来てくれるらしい。


    　そして飛行機で運ばれ、約二十分。僕らは──樹海のただ中に降り立った。


    「ここ……どこだ？」


    　僕は滑走路の周囲に広がる鬱うつ蒼そうとした森を見回して呟つぶやく。飛行機の窓から見下ろした時は、思わず目を疑った。本当に何もない森が彼方かなたまで広がっていたのだから。


    　太陽はもう沈みかけており、照明がある滑走路以外は薄うす闇やみに覆おおわれている。少しでも森の中に踏み入れば間違いなく遭難してしまうだろう。


    　呆ぼう然ぜんとしているとエンジン音が聞こえ、車が僕らの傍そばに停車する。飛行機から車に乗り換えた女性スタッフが運転席から降りてきて、後部座席の扉を開けてくれた。


    「屋敷までお送りします。お乗りください」


    　生き真ま面じ目めな口調で告げる女性スタッフの言葉に従い、僕と未み由ゆは車に乗り込んだ。車は滑走路から続く細い道を走り始める。やがて夕日の光も途切れ、行く手を照らすのは車のヘッドライトだけになる。


    　低いエンジン音と振動が眠気を誘う。車内が真っ暗なだけに余計眠たい。緊張しすぎたせいで疲れたのか、瞼まぶたが自然と落ちてくる。


    「──着いたよ、啓けい介すけくん」


    　未由に耳元で囁ささやかれて、はっと目を開けた。いつの間にか隣の未由に寄りかかって少し眠っていたらしい。


    「わ、悪い。重かっただろ」


    　慌てて体を離し、謝る。


    「うん、少しね。でも啓介くんを支えている感じがして、ちょっと幸せだった」


    　けれど未由はそう言って微ほほ笑えむ。一気に自分の顔が火ほ照てるのを感じた。


    「え、あ、その……僕も気持ちよく寝れて幸せだったというか、何というか……」


    　先ほどとは別の意味で焦あせり、あたふたと言葉を探す。甘酸っぱい雰囲気が僕と未由の間に満ちるが、ガチャッという音でその空気は霧散する。車を降りた女性スタッフが外から扉を開けたのだ。冷たい外気が車内に流れ込んでくる。


    「どうぞ未由様、足元にお気をつけください」


    「ありがとう」


    　未由は礼を言って女性スタッフの手を借りて、車を降りる。そして今度は未由が僕に手を差し出した。


    「啓介くん、足元……気をつけてね」


    「あ、ああ」


    　気恥ずかしい想いを抱いだきながら、僕はその手を摑つかむ。そして目の前にあるものを見上げた。まるで城の本丸を守るかのような高い石垣と塀へい、そして巨大な木製の門が聳そびえ立っている。門は少しだけ開いており、そこへ女性スタッフは僕らを導いた。


    　大人一人がギリギリ通れるぐらいの隙すき間まを通って、僕らは友とも月づき本家の敷地へと足を踏み入れる。


    　門の向こうにあったのは、来る前に僕が想像していたような洋館ではなかった。平安時代の貴族の屋敷を連想させる、古い日本家屋だ。


    　女性スタッフは玄関の前まで僕らを案内すると、頭を下げて屋敷の裏手へ去っていった。


    「ふぅー……」


    　二人きりになると、未み由ゆは背伸びと深呼吸をして肩の力を抜く。


    「何か、リラックスしてるな」


    　自然体になった未由を見て、僕は呟つぶやいた。


    「うん、最初は不気味で威圧感を覚えるかもしれないけど、慣れるといい場所だよ。八や朔さく家を解体してからは人事も一新したしね」


    「人事？」


    「余計な気を使わなくていいように、ここで働くのは女性だけにしたの。ふふ、だから今この屋敷にいる男の人は啓けい介すけくんだけ。もし誘惑されても、浮気しちゃダメだよ？」


    　からかうように未由は言う。


    「りょ、了解……」


    　頷うなずいて中へ入ると、古い木の香りが鼻び腔こうを撫なでる。どことなく老舗しにせ旅館を思わせる趣おもむきのある玄関で靴くつを脱ぎ、廊下へ上がった。次期当主の来訪なので盛大な歓迎があるかと思ったのだが、特に出迎えはない。


    　屋敷の中はしんと静まり返っている。


    「まるで誰もいないみたいだな……」


    「そんなことはないよ。でも基本的にこちらから呼ばない限り、使用人は来ないの」


    「どうしてだ？」


    「屋敷の主あるじが人との接触を避けているからだよ。姿を見られると……色々困る人だしね」


    　苦笑を浮かべて未由は言う。


    「──未由の言ってた〝当て〟は、やっぱり彼女のことなのか？」


    　蠟ろう燭そくの明かりに照らされた暗い廊下を歩きながら、僕は訊たずねる。ここへ向かうと聞かされた時から予想はできていた。この屋敷の主は、千年にわたって友月家の支配者であり続けた女性なのだ。


    「そうだよ。友月家の当主を裏から操っていた真の当主であり、友月家の始祖、朋とも月づき未み永えい。私は彼女に会いに来たの」


    「今……この屋敷にいるのか？」


    　彼女は《高次存在ヴイナー》である父の器となり、以前の戦いで僕に力を貸してくれた。だがその後、どうなったのかは聞いていない。


    「うん、戻ってきたみたいだよ。一度会いに来いって連絡が来たから」


    「そっか……生きてたんだな」


    　戦いの中で、未み永えいの父親は僕に全ての力を託して滅んだ。器だった未永も一緒に消えてしまったのではと考えていたが、生きていてくれたのならよかった。彼女は未み由ゆに過酷な運命を強しいた人物だが、彼女自身も重い宿命を背負ってきた。憎むことなどできない。


    「あ、啓けい介すけくんは会ったことがあるんだっけ？　私は何度も御み簾す越しに会話はしたけど、直接顔を見たことないんだ」


    「未由によく似ていて、すごく綺き麗れいな人だったよ」


    「そ、そうなんだ……」


    　僕の言葉を聞いて、何な故ぜか未由は顔を赤くした。それを見て気付く。今のは間接的に未由を綺麗だと言ったに等しい。


    「か、顔立ちは本当にそっくりだったぞ。違うのは身長と髪の長さ、あとは胸の──」


    　けれど焦あせったせいで余計なことを口走る。慌てて自分の口を押さえるが後の祭り。


    「……胸の？」


    　未由がジロリと僕を睨にらむ。


    「啓介くん、胸の何が違うのかな？」


    　微ほほ笑えみを浮かべて問いかけてくる未由。だが目がまったく笑っていない。


    「いや、未由も十分に大きいから、そんな気にしなくても──」


    「つまり……私より大きかったんだ？　ふーん……よく覚えてるんだね」


    　視線の温度が急激に下がり、背筋に震えが走る。言葉を重ねるほどに状況が悪化していく。適切な言い訳を必死で探していると、未由が無言で腕を組んできた。肘ひじに柔らかな感触が当たり、心拍数が上昇する。


    「み、未由……？」


    　行動の意図が分からずに訊たずねると、未由は顔を俯うつむかせて言う。


    「私の大きさでも十分なら、これで満足してくれる……よね？　私にそっくりで胸が大きい人にも、目移りしないよね？」


    「……こ、こんな状態じゃ目移りなんてするわけないだろ」


    　僕がそう答えると、未由は耳まで真っ赤にしながら笑った。


    　腕を組んだまま長い廊下を歩く。この屋敷は複数の建物が廊下によって繫つながっているようだ。何度も角を曲がったので方向感覚が曖あい昧まいになっている。一人で入り口まで戻ることは難しいだろう。


    　だが未由は迷いのない足取りで進み、一番奥まった建物まで僕を導く。するとかすかに人の声が耳に届いた。


    「────」


    　聞き取れないが女性の声だと思う。今歩いている廊下の突き当たりから響いてくるようだ。


    「たぶん朋とも月づき未み永えいさんとお婆ばあ様だと思う。この先が二人のいる双そう月げつの間だから」


    　お婆様というのは未み由ゆの祖母。彼女自身も未永と名乗り、表の当主を務めている。年老いることのなかった朋月未永には、そうした役割を担う傀かい儡らいが必要だったのだ。


    　僕らは廊下の突き当たりで足を止める。そこには二つの月が描かれた襖ふすまがあった。ここが双そう月げつの間なのだろう。


    「───ないか」


    「ちょっ───さいって！」


    　襖の向こうからは何やら甲かん高だかい声が響いてくる。


    「お婆ばあさんの声には聞こえないよな？」


    　僕がそう言うと未由も不思議そうに首を傾かしげた。


    「そ、そうだね。誰かお客さんが来ているのかな。でも、私たちが来たことは伝わってるはずなんだけど……。あ、あのー……入っていいですかー？」


    　呼びかけるが返事はない。会話の声が聞こえてくるだけ。仕方なく未由はそっと襖を開いた。


    　その向こうに広がっていたのは──。


    「よいではないか、よいではないか、次はわらわの着物と交換しようぞ。この柄もそなたにはよく似合うはずじゃ」


    「も、もう十分よ！　そりゃ着物に興味があるって言ったのは私だけど──って勝手に脱がすなぁー！」


    　乱れた着物を纏まとう半裸の美女が二人、部屋の中でもみ合っていた。一人は長い黒髪と未由によく似た顔立ちで、もう一人の女性は金髪碧へき眼がん。どちらも非常にスタイルがよく、大きな胸がはだけた着物からこぼれ出てしまいそうになっている。


    　思わず視線が吸い寄せられ──。


    　──ミシッ。


    　僕の腕が軋きしんだ。未由の腕に挟まれた腕の関節が悲鳴を上げた。


    「啓けい介すけくん……目移りしないって、言ったよね？」


    　ギリギリギリと腕が締め上げられる。


    　怖くて隣が見えない。というか目の前の桃とう源げん郷きようから目が離せない。


    「……ごめん。でも、やっぱりダメみたいだ。これが男の在あり方──〝本質〟なんだよ」


    　悲しみと切なさ、そして諦てい観かんを込めて僕は言う。けれどそんな言い訳が通用するはずもなく──僕は未由に初めて、ぐーで殴られた。


    



    　気まずい沈黙が双月の間に満ちていた。


    　僕は痛む頰ほおを押さえながら隣に座る未み由ゆを見る。だが未由はつんと顔を逸そらして、視線を合わせてくれない。


    　仕方なく前を向く。


    　上座に並んで座るのは着物の乱れを直した二人の女性。二人とも知った顔だ。身長よりも長い黒髪を床に広げ、赤い着物を纏まとうのは朋とも月づき未み永えい。そして金髪の女性はアリッサの伯お母ばであるウルト＝クラノ＝ストーリングだ。僕と未由の様子をにやにやしながら眺めている。


    「あの……どうしてウルトさんがここにいるんですか？」


    　誰も口を開かないので、僕はまず一番気になっていることをウルトさんに訊たずねた。


    「別にこれといった理由はないわ。単に気が向いたから遊びに来ただけよ。そしたらルナの着せ替え人形にされちゃって……」


    　ジト目で未永を睨にらむウルトさん。ルナというのは未永がウルトさんたちと行動を共にしていた頃の名だ。


    「ウルトが着物を着てみたいと言ったからではないか。ふふふ……よう似合うておるぞ。ずっとその格好をしておれば多少は若く見えるやもな」


    　未永はそう言って笑う。


    　確かに初めて見るウルトさんの和装は、豪ごう奢しやで気品があり、とても似合っている。


    　結い上げた金髪に挿さしたかんざし、銀の刺し繡しゆうが施ほどこされた藍あい色いろの着物、どれもウルトさんの魅力を引き立てていた。


    「ルナに年のことを言われたくないわよ。千歳超えてるくせに」


    　むすっとした顔でウルトさんは言い返す。


    「実年齢はそうだが、肉体的にはそなたより若いぞ？　ついこの間まで不老であったからな」


    「うぅ……卑ひ怯きよう者もの」


    　正直、僕から見れば二人とも二十代半ばくらいの外見なのだが、ウルトさんは悔くやしそうに歯は嚙がみをしていた。


    「……二人は仲がいいんですね」


    　苦笑をしながら僕は呟つぶやく。ウルトさんと未永の間にあるのは、とても気安い空気だった。例えるなら、僕が山やま崎ざきや宮みや島じまと軽口を叩たたき合っている時のような雰囲気。


    　ウルトさんは溜ため息いきを吐ついて頷うなずく。


    「まあね、一応幼おさな馴な染じみだし。認めたくないけど……唯一の親友だと思うわ」


    　それを聞いた未永が、がばっとウルトさんにいきなり抱きついた。


    「あっはっは！　親友か！　よいのう、よいのう、友とはよいのう！」


    「ちょっ……は、離れなさい！　暑苦しい！」


    　まるで幼い子供のように、じゃれあう二人。厳格な当主だと思っていた朋月未永のイメージが崩れていく。ウルトさんも冷静で余裕のある普段のイメージからは程遠い。


    　──本当に、二人は親友なんだな。


    　胸の中で呟つぶやき、僕は微ほほ笑えんだ。


    　ふと気付くと、隣の未み由ゆが二人の様子をじっと見つめている。どこか羨うらやましそうに。


    「未由？」


    　声をかけると、視線がこちらを向く。だがすぐにムッとした表情になり、顔を背そむけた。やはりまだ怒りは冷めないらしい。


    　がっくりと肩を落としていると、ウルトさんが未み永えいを引き剝はがそうともがきながら訊たずねてくる。


    「そ、それで、ケイスケたちの方は何しに来たの？　遊びに来たわけじゃないんでしょ？」


    　話題を逸そらして未永の注意をそちらに向けようとしているのだろう。かなり必死な様子だ。


    　僕はここへ来た目的を思い出し、本題を切り出す。


    「あの、実は相談したいことがあるんです」


    「……相談？」


    　興味を覚えたのか、未永が動きを止める。その隙すきに素早くウルトさんは未永を元の場所に押し戻した。


    「はい、霊的な存在に憑ひよう依いされた場合の対処法についてです」


    「憑依のう……もしや、また妖よう怪かいどもが湧わいてきおったか。事情を話してみよ。わらわの知恵ならいくらでも貸してしんぜよう。父上の悲願を果たしてくれたそなたには、大きな借りがあるゆえな」


    　僕の言葉からある程度の事情を察したのだろう。真ま面じ目めな顔に戻った未永が言う。


    　頷うなずき、僕は今回の事件を最初から説明する。轢ひき逃げ事故、血に濡ぬれた銅像、犯人への復ふく讐しゆう、人へ移る怨おん念ねん……依より代しろが人間になったため手を出せなくなったこと──全て話し終えると、未永は短くこう答えた。


    「そういった事例に対処するのであれば、法術しかあるまい」


    「法術？」


    　聞き覚えのない単語だ。


    「神仏や天使──そういった世界の法を司つかさどる存在から力を借りた術のことだ。法術は世界の歪ゆがみを矯正し、正しい状態へ戻す。つまり魔術や妖怪を消し去れる。法術ならば憑依した怨念だけを祓はらうことも可能であろう」


    　その言葉で連想したのは、かつてアリッサの中にあった天使の力を引き出す術のこと。具現させたのは天使の大剣と輝く翼。どちらも魔術を打ち消す力を持っていた。あれが──法術だったのか。


    　だが今はもうアリッサの中から天使は失われている。同じことはできない。


    「法術を使える人って……今の時代にいるんでしょうか？」


    　手段が分かってもそれを行使できなければ意味がないのだ。


    「法術そのものは、多く伝わっておる。仏教の念仏、神道の御お祓はらい、西洋の悪魔祓い、千年前はそういった法術で悪あく霊りようの類たぐいを清めておった。今でも人々は、その真ま似ね事ごとをしているはずだ」


    「そ、それじゃあお坊さんや神主さんに頼めばいいってことですか？」


    　可能性が拓ひらけたように思えて、僕は身を乗り出す。けれど未み永えいは首を横に振った。


    「いや、実際に効果のある法術を使える者を探し出すのは難しいだろう。悟りを開いた者や、神を降ろせる者、天使を宿した聖人でなければ、法の力を借りることはできぬ。世界を隔てる壁が消えてまだ一か月足らず。その短期間で法術師となれた者はまずおるまい」


    「そんな……だったら正まさ行ゆきさんを助けることはもう──」


    「悲観するのは早い。法術ならそなたも使っていたであろう」


    「天使の術のことを言ってるんですか？　だけどあれはアリッサの中にあった力を引き出していただけで……」


    　今は使えないことを説明しようとするが、未永は僕の言葉を遮さえぎる。


    「いいから試してみよ。力の根源は消えたのではなく、居場所を変えただけ。そしてそなたは天使の存在を確信し、その力を何度も具現しておる。ゆえにそなたが口にする祈りの言葉は、どんな高僧の唱える経きようよりも力を持つはずだ」


    　そう言われると何だかやれる気がしてくる。確かにものは試しだ。未永の言葉を信じて、僕はかつて自分で定義した天使の術を唱えてみることにする。


    「来きたるは金色。風を引き連れ舞う乙女。界の王たる小さき揺り籠かご──黄金の髪靡なびかせ、空を渡り、道を拓く、留とどまることを知らぬ者──内に秘めし裁きの光、歪ゆがみを正す天なる翼。罪を断ちし清き剣──宿命と役目をここに分かち、彼の腕に法の刃を！」


    　天使の在あり方と力を定める言の葉を紡つむぎ、現に具現させるための呪文を叫ぶ。


    「彼の右手に天の光剣ライト＝ライト！」


    　僕の声が双そう月げつの間に高らかに響いた。


    　立ち上がり、掲げた右手をじっと見つめる。


    　だが何も起こらない。手ごたえもない。僕の行動を見守っていたウルトさんと未み由ゆが気まずそうに視線を外す。


    「──やはりダメじゃったか」


    　小さく息を吐いて未永が呟つぶやいた。


    「って、無理だと思っていたのならやらせるな！　ただのイタイ人みたいだっただろ！」


    　思わず敬語を忘れてつっこむ。


    　何の現象も起こらない呪じゆ文もんほど恥ずかしいものはない。実際に奇跡が起こるからこそ堂々と唱えることができるのに……これじゃただの晒さらし者だ。


    「あっはっは！　すまぬな。これができれば手っ取り早いと思ったのじゃが、さすがに法力の物質化は無茶であったか。しかし、わらわは噓うそを言ったつもりはないぞ。今そなたが唱えた言葉には必ず法力の一端を導く力があるはずじゃ」


    「……念仏みたいに正まさ行ゆきさんの前で唱えたら、何か効果があるって言うんですか？」


    　もはや信じる気にはなれず、僕は呆あきれた声で問い返す。


    「いや、導かれた力はそれに相応ふさわしい使い方をしなければ意味がない。そなたが先ほど唱えたのは〝剣〟の術であろう。ならば剣として使ってこそ効果が現れるはずじゃ」


    　未み永えいはそう言うと、すっと立ち上がる。


    「しばし待っておれ、使えそうなものを見み繕つくろってきてやろう」


    　滑るような足取りで未永は襖ふすまを開けて部屋を出ていく。


    「よかったわね、ケイスケ。あなた、ルナにかなり気に入られているみたいよ？」


    　未永の姿が見えなくなった後、ウルトさんが笑みを浮かべて言う。


    「そ、そうなんですか……？」


    「ええ、あの子すっごい面倒くさがりだから滅多に自分じゃ動かないの。ほんのちょっと手を伸ばせば届く位置にあるものも、人に取ってくれって頼む子なのよ」


    　肩を竦すくめて笑うウルトさん。しかし何な故ぜか隣からのプレッシャーがさらに強くなった気がした。恐る恐るそちらを向くと、未み由ゆがむーっと唸うなりながら僕を睨にらんでいる。


    「啓けい介すけくん……嬉うれしそう」


    「いや、別にそんなことは──」


    　言い訳をしようとするが、聞く耳を持たないとばかりに未由は再びそっぽを向く。


    「ケイスケは色々大変そうねー」


    　面白そうにウルトさんが笑う。


    　そんなやり取りをしていると、襖が開いて朋とも月づき未永が戻ってきた。手には長い棒のようなものを持っている。


    「ほれ、これを使え」


    　棒を僕の前に放り投げる未永。よく見ればそれは木刀だった。かなり古いものに見えるが刀身は見事に磨き上げられている。


    「えっと……この木刀で何をどうすればいいんですか？」


    　木刀を拾い上げて未永に問う。


    「それを持ち、先ほどと同じ術を使ってみよ」


    「え……また、唱えるんですか？」


    　嫌な顔を隠さずに言う。


    「そうだ、だが《姿の言葉シヤープワーズ》はいらぬ。ほとんどが力の在あり処かを表わす言葉であるゆえ、天使がウルトの姪めいから失われた今となっては、あまり意味がない。恐らく《起ト動リ言ガ語ー》だけで十分じゃろう」


    　長々と呪じゆ文もんを唱えなくてよいのなら、まだマシだ。何も起こらなくても先ほどよりは恥ずかしくない。


    　僕は木刀を右手に持ち、短く告げる。


    「──彼の右手に天の光剣ライト＝ライト」


    　どうせ失敗すると思っていた。そもそも《起ト動リ言ガ語ー》だけでは術の体ていを為なしていない。試すだけ無駄。発動するわけがないのだ。


    　しかし《起ト動リ言ガ語ー》を口にしたと同時に、体から力が抜けて眩暈めまいが襲ってきた。


    「くっ……」


    　倒れそうになったが足を踏ん張って堪こらえる。立ちくらみ──だろうか。


    「あっ！」


    　未み由ゆの驚いた声が響く。何だろうと顔を上げて、僕は変化に気付いた。


    　手にした木刀がぼうっと輝いている。刀身を包む淡い光が薄暗い部屋を照らしている。


    「な……」


    　驚きで声が出ない。


    「上う手まくいったようじゃな」


    　満足そうに頷うなずく未み永えい。


    「これは、いったい……」


    「木刀を依より代しろにすることで、わずかだが法の力を導けたのであろう。性質は真逆だが、ある意味、妖よう怪かいと似たようなもの。言わば世界の隙すき間まを利用して一時的に生み出した、法の精霊じゃな」


    「法の精霊、ですか」


    　つまり世界の境界が曖あい昧まいになった今だからこそ可能な方法なのだろう。


    「分かりづらければ、加護を受けたと考えればよい。過去の法術とはこのように少しだけ力を借り受けるものであった。天使の剣を具現する大それた術など、普通は誰も使えん」


    　未永は肩を竦すくめて笑った。


    「──この木刀でなら正まさ行ゆきさんに憑ついた禍まがつ神かみも祓はらえますか？」


    「保証はせぬが、効果がないということはあるまい。不安なら試してみたらよい。ウルト、簡単な魔術を使ってやってくれ」


    　ウルトさんに視線を向け、未永は言う。


    「はいはい、じゃあ一番弱いのね────《輝く雷球ライトニング》！」


    　よく通る声が響き、ウルトさんの指先にバチバチと電光を放つ球体が生まれた。


    「じゃあ行くわよ、ケイスケ」


    　ぽーんとキャッチボールでもするように雷の球を軽く放り投げるウルトさん。


    「ちょっ、うわっ、まだ準備がっ！」


    　僕は慌てて木刀を構え、飛んでくる雷球に輝く刀身を振り下ろした。


    　バチッ！


    　刃と魔術が触れた瞬間、激しい音と光が弾ける。重い手ごたえ。木刀に力を込めると雷球はぐにゃりとひしゃげ──突如パンッと破裂した。だが同時に刀身を包んでいた光も吹き飛ぶ。


    「──ふむ、相そう殺さいか。気合いが足らんの」


    　残念そうな口ぶりで呟つぶやく未み永えい。


    「気合いってどういう……って、あれ──？」


    　急に眩暈めまいと疲労が押し寄せ、僕はその場に膝ひざをつく。


    「言葉どおりじゃよ。法の力を導くのも、維持するのも、そなたの精神力。禍まがつ神かみを祓はらえるほどの力を出せるかどうかは、そなたの気合い次第というわけじゃ」


    　要するに今の魔術より禍神が弱ければ祓えるが、強ければ今の気合いじゃ倒せないということになる。


    　だが正まさ行ゆきさんを助ける方法が一つ見つかったのだ。とりあえず試してみなければ。


    「色々教えてくれて、ありがとうございます。じゃあ早速帰って──」


    「待て、今の状態で戻っても何もできぬであろう。今こ宵よいはここへ泊まるがよい。十分に休んだ後、戦いに臨め」


    　立ち上がろうとする僕を未永は止とどめる。確かに大分消耗したのか、体に力が入らない。眩暈はしだいに治まりつつあったが、もう一度法術を使う気力は残っていなかった。


    　以前はアリッサの中に抑え込まれている天使の力を引き出していただけだったが、今回は僕自身の精神力と引き換えに力を呼び寄せたので疲労が大きいのだろう。


    　だが別に休むのは美み傘かさ市に帰ってからでもいい。僕は未み由ゆの方を向いて、視線でどうするかを問いかける。


    　さっきまでずっと膨ふくれっ面つらだった未由はいつの間にかこちらを心配そうに見ており、僕の視線に気付くと頷うなずいてみせた。


    「──お言葉に甘えて、今夜は泊めてもらおう？　啓けい介すけくん、ふらふらだし……私も未永さんやお婆ばあ様と話したいことがあるから」


    「分かった、じゃあそうしよう」


    　僕がそう言うと未永は機嫌が良さそうに笑う。


    「うむ。そうと決まれば、まずは風呂で疲れを取れ。ここの露天風呂は最高じゃぞ？」


    「露天……風呂？」


    　想像もしなかった単語に僕は啞あ然ぜんとし、隣の未由は頰ほおを赤く染めていた──。
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    　──廊下を真まっ直すぐ行けば分かる。


    　未み永えいにそう言われて向かったのは、双そう月げつの間よりもさらに奥。渡り廊下で繫つながる離れ。そこが露天風呂の脱衣所であり入り口だった。


    　脱衣所には扉がなく、目の前にはもうもうと湯気が立ち昇る露天風呂が広がっている。テレビで見る温泉旅館の風呂よりも大きく立派だ。風呂の奥は高い岸壁となっており、その上からお湯が滝となって流れ落ちている。お湯は透明ではなく白く濁っていた。


    「……すごいね」


    　未み由ゆが迫力のある露天風呂を見ながら呟つぶやく。


    「ああ……こんなところがあるなんてな」


    　外からは想像もつかなかった。たぶんどこかから湧わき出ている天然の温泉なのだろう。


    「私たち──何だかお風呂に縁があるね」


    　苦笑を浮かべて未由は言う。以前、アリッサの育った《方はこ舟ぶね》に行った時も未由と一緒にお風呂へ入ったのだ。


    《方はこ舟ぶね》の風呂もそうだったが、ここも男女を隔へだてる壁はない。当然のように脱衣場も風呂場も共通だ。床には簀すのこが引かれ、棚にはタオルが積まれていた。


    「……じゃあ、あの時と同じようにして入るか」


    　緊張はしたが、このシチュエーションは何度も繰り返したので慣れている。思ったよりも平静な声で、僕はそう提案することができた。


    「う、うん」


    　逆に未由は少しぎこちない様子で頷うなずく。その気持ちは分かる。あの頃とは僕と未由の関係は違うのだから。でもそれを意識してしまうと、とても平常心ではいられない。僕は余計なことを考えないよう自分に言い聞かせた。


    　──ぱち、ぱち、ぱち。


    　ボタンを外す音が鳴り、衣きぬ擦ずれの音が鼓こ膜まくを揺らす。


    　僕らはお互いに背を向けて、服を脱いでいった。


    「あの……さっきはごめんね」


    　未由の声が背後から耳に届く。


    「さっき？」


    　振り返ることはできないので、僕は服を脱ぎながら問い返す。


    「怒って思わず、ぐーパンチしちゃたり……拗すねて視線を逸そらしたり……啓けい介すけくん、嫌だったよね？」


    「い、いや、あれは僕が悪いんだし」


    「うん、それはそうなんだけど……ちょっとやりすぎたかなって」


    　そ、それはそうなのか……。


    　僕は肩を落とすが、反論も言い訳もできない。


    「私、やっぱり嫉しつ妬と深いんだと思う。啓けい介すけくんに無理を言って未み永えいさんのところへ来たのも、アリッサさんに対抗意識を燃やしたからだし……」


    　未み由ゆの声は沈んでいる。


    「でも結果的にはここへ来て大正解だったじゃないか。正まさ行ゆきさんを助ける方法は見つかったし、アリッサに取り次いでもらおうと思っていたウルトさんまでいた」


    　僕はできるだけ明るく言うが、未由のテンションは戻らない。


    「そうだね。だけど、それでも……アリッサさんと協力するべきだったんだよ。何かね、上う手まく言えないけど……このままじゃダメな気がするの」


    　未由は考え込むようにして黙り込む。僕も適当な返事が思いつかず、会話が途切れた。


    　──ぱさっ。


    　布が落ちる音が聞こえ、衣きぬ擦ずれの音も止やむ。僕は脱いだ服を畳たたんで、腰にタオルを巻き、未由に声をかけた。


    「──用意できたか？」


    「うん、準備おーけー」


    　振り向くと、未由が照れ臭そうに笑っていた。タオルが少し小さかったのか、胸から下腹部までを隠したタオルの端をぎゅっと引っ張っている。


    　外から吹き込む秋の夜風はかなり冷たい。


    　ぐずぐずしていると風か邪ぜを引いてしまうので、僕らは真まっ直すぐ湯船に向かう。


    　つま先でお湯の温度を確かめる。熱すぎず、温ぬるすぎず、ちょうどいい湯加減だ。未由と並んでお湯に浸つかる。


    「うわ……すごい星空」


    　空を仰いだ未由が感嘆の声を漏もらす。湯気の向こうには数え切れないほどの星が瞬またたいていた。星明かりを搔かき消す光源が周囲にないからだろう。


    「いい場所だな……」


    「……うん」


    　しばらく二人で賑にぎやかな夜空を眺める。未由が体を寄せてきて、肩が触れ合った。


    「ねえ、啓介くん。さっきの話の続き……してもいい？」


    　囁ささやき声で未由が問う。


    　たぶんアリッサのことだろう。僕は「ああ」と頷うなずいた。


    「──私ね、たぶんアリッサさんが怖いんだと思う」


    「怖い？」


    「そう、怖い。今の私は普通の人間……でもアリッサさんは奇跡を起こせる魔術師。その気になれば、いつでも啓介くんのところへ行ける。啓介くんを──連れ去れる」


    「連れ去るって……アリッサはそんなこと──」


    「分かってる、アリッサさんはそういう人じゃない。でも、分かっていても不安なの。だって私には啓けい介すけくんを取り戻せる力がないから」


    「未み由ゆ……」


    「だから必要以上に嫉しつ妬としちゃうんだと思う。本当は、仲良くしたい……未み永えいさんとウルトさんみたいに──」


    　先ほど未由が二人のことを羨うらやましそうに見ていたのを思い出す。容姿も立場も能力も似ている二人に、自分たちの姿を重ねたのだろう。


    「私、ずっと感じてたの。同じ人を好きになって……同じ人に好きになってもらえたのに……何だかバランスが取れてない、歩きづらいなって」


    「歩きづらい、か……」


    　言いたいことは何となく分かる。僕もずっと感じていたことだ。僕とアリッサと未由の関係を、どう前に進めていったらいいのか……今も迷い続けている。


    「でも、今日ここへ来て足りないものが分かったように思えた。張り合って、先を争っているだけじゃ、そのうちバランスを完全に崩して転んじゃう。でもアリッサさんとあんなふうになれたら──未永さんとウルトさんみたいな親友になれたら、ちゃんと歩ける気がしたの」


    　そこまで言葉を紡つむぐと、未由は苦笑を浮かべた。


    「──って、今その結論に至ったんだけどね。ありがと、啓介くん……話を聞いてくれて。何だか喋しやべってるうちに考えが纏まとまった」


    「いや、僕は何のアドバイスもしてないし……それにこれは僕らの問題なのに、僕自身は何もできてないし、まだやるべきことも分からない」


    　正直、自分が情けない。我わが侭ままを無理やり通したのは僕なのに、そのツケを未由たちに払わせている気がする。


    「ううん、今はそれで正解だと思う。啓介くんが悩んで、立ち止まっていてくれたから、私も色々考えることができたの。もし啓介くんが欲望全開で行動する人だったら……今頃私たち、すっごく不健全でドロドロな関係になってるよ」


    「ど、ドロドロって……」


    　どう反応していいのか分からず、僕は曖あい昧まいな表情を返す。すると未由はちょっと意地悪げな笑みを浮かべた。


    「あ、でもアリッサさんとは少し不健全なことをしたんだっけ？」


    「──ご、ごめん……」


    　謝る以外に方法がないので、頭を下げる。だがそのせいで、タオルから覗のぞく未由の胸の谷間が視界に入った。


    　数秒、じっと見つめてしまってから我に返り、慌てて顔を上げる。すると火ほ照てった顔で僕を見る未み由ゆと目が合った。


    「そんなに……私の胸が気になる？」


    「え、あ。いや。それは……」


    　慌てて言い訳をしようとするが、未由は僕の言葉を遮さえぎってとんでもないことを口にする。


    「──いいよ、何か一つだけなら不健全なことをしても。一歩先を行かれたアリッサさんに追いついておかないと、対等な親友を目指せないしね」


    　そう言って未由は胸を隠すタオルに手を当てた。


    「ふ、不健全って……」


    「アリッサさんと同じことでもいいし、胸に興味があるのなら……その、さ、触さわる……とか」


    「さ、触るっ!?」


    　僕の驚いた声が露天風呂に響き渡る。


    「ちょ、ちょっと啓けい介すけくん、そんな大声で叫ばないで！　さ、触るって言っても、一瞬だけだよ、一瞬だけ」


    　顔を真っ赤にして未由は言う。だが一瞬であろうと〝触る〟のは腕に偶然〝当たる〟のとはわけが違う。自分の意思で行う、能動的な行為だ。


    　僕は未由の胸元と唇を交互に見る。究極の選択だ。というか、これは選んでいい選択肢なのだろうか。こんなほぼ裸の状態でそんなことをすれば、踏みとどまれなくなる恐れがある。


    「……啓介くん、早く決めてほしいな。のぼせちゃうよ」


    　羞しゆう恥ちと温泉の熱で未由の顔はどんどん赤く染まっていく。ごくりと唾つばを飲み込む。未由がこんなにも恥ずかしさに耐えているのに、僕が逃げるわけにはいかない。


    　心の声に耳を傾け、答えを口にしようとした。


    　だがその時、脱衣所の方が急に騒がしくなる。


    「──もう、これどうやって脱ぐのよ」


    「──ああ、動くでない。わらわが帯を解いてやる」


    　耳に届く女性の声。服を脱ぐ音。


    　恐る恐る振り向くと、湯気の向こうの脱衣所に二つの人影が見えた。まさかあれは……。


    　動揺している間に二人は服を脱ぎ終わり、こちらに歩いてくる。だんだんと鮮明になっていく豊満な肢し体たいを隠すものはなく──。


    「け、啓介くん、見ちゃだめ！」


    　未由が僕の頭をがしっと摑つかみ、お湯の中へ無理やり押し込む。視界が濁ったお湯に覆おおわれ、息もできなくなり、バタバタともがくが、未由は手を離してくれない。


    　し、死ぬ……っ！


    　気が遠くなりかけた時、滅茶苦茶に動かして手が何か柔らかいものを摑んだ。絹のような手触りで、弾力があり温かい。


    　その途端、頭を押さえていた圧力が消える。僕は酸素を求めて顔を上げた。


    「ぷはっ！　はあっ、はあっ…………はあ？」


    　荒い呼吸を繰り返して前を見る。そこには未み由ゆの胸を鷲わし摑づかみにしている僕の右手があった。ふに、ふに、と無意識に手が動く。


    「あ……」


    　未由は顔を真っ赤にして体を震わせている。その向こうには並んでお湯に浸つかっている未み永えいとウルトさんの姿があった。二人は生温かい眼まな差ざしでこちらを見ている。


    「さ、触さわった……に、二回、二回も……揉もんだ……しかも人前で……」


    　涙目の未由は手を振り上げる。


    　ああ……これは仕方ないな。


    　僕は目を閉じて、然しかるべき罰を待ち受ける。


    　今度の一撃はグーではなくパーだったらしく、やたらいい音が浴場に高く鳴り響いた。


    



    「あっはっはっは！　若いのう、久方ぶりに千年前の青春時代を思い出したぞ」


    　ひりひりと痛む頰ほおを押さえて縮こまる僕と、真っ赤な顔で俯うつむく未由を眺めて、朋とも月づき未み永えいは笑う。その千年の時を経たとは思えないほど瑞みず々みずしい体は、濁ったお湯に隠されて肩から上しか見えない。


    「青春時代ねぇ……？　ルナはミユみたいに純情じゃなかった気がするけど」


    　ウルトさんは疑わしげな視線を未永に向けた。大きな岩に背中を預けて寛くつろいでいるウルトさんは、未永ほど深くお湯に浸つかっていない。そのため胸の谷間が水面から覗のぞいていて、僕は慌てて視線を逸そらす。


    「失礼な、わらわにも年頃の恥じらいぐらいあったわ。まあ……意中の者を射止めるためには多少大胆にもなったがな」


    「そうよね、あんたの大胆さは同じ男を取り合った私がよーく知ってるわ」


    　笑いながらウルトさんは言う。その言葉に未由が反応し、顔を上げて口を挟んだ。


    「え……お二人は同じ人を好きになったんですか？」


    　未由の問いに未永は頷うなずく。


    「ああ、この国でわらわたちを匿かくまってくれた貴族の男でな。誰にでも分け隔へだてなく接することのできる人柄に、わらわたちはコロッとやられてしもうたのじゃ。まあ取り合ったと言っても、ウルトは純情過ぎて最後まで想いを伝えることはできなかったがの」


    「ちょっ、余計なこと言わないでよ！　伝えられなかったんじゃなくて、あえて何も言わなかったの。私はこの国を離れることが決まっていたから、あんたに譲ってあげたのよ」


    　珍しく慌てふためくウルトさん。それを見て未永は微ほほ笑えむ。


    「──分かっておる、全てな。わらわたちの幸せを願ってくれて、礼を言う」


    「も、もう……そんな改まって感謝しないでよ。この際だから聞くけど、あんたたちはその……あの後、幸せに暮らせたの？」


    　あの後というのは恐らく、ウルトさんを含めた《方はこ舟ぶね》の一族がこの国を発たった後のことだろう。


    「ああ、幸せだったさ。共に暮らせたのは十年ほどだがな。子供を産み、家の基盤と人脈を作り上げた後、わらわは年老いぬ体を隠すため、病気と偽って遠方の屋敷に籠こもった。そこからは今と似たような暮らしじゃ。夫も子供も、わらわを残して老い、死んでいった」


    　懐かしむような瞳ひとみで空を見上げ、未み永えいは過去を語る。


    「もしかして、その男の人は……私のご先祖様なんですか？」


    　おずおずと問いかける未み由ゆ。


    「その通り、わらわの夫となった男じゃ。ふむ……雰囲気はどことなく、そなたに似ておったな」


    「ぼ、僕ですか？」


    　いきなり指を差されて僕は慌てる。


    「ああ、よく似ておる。そうじゃ、よければそなたの子こ種だねを貰もらえぬかの？　わらわはもう一度子育てをしてみたいのじゃ。不老でなくなった今なら、子と共に年を取り、先に逝ゆくことができるからの」


    「は……？」


    　一瞬、何を言われたか分からず呆ぼう然ぜんとする。


    「だ、だだだだだだだダメです！　啓けい介すけくんだけはダメです!!」


    　未由がばしゃばしゃとお湯を搔かき分け、僕と未永の間に割って入る。そこでようやく僕は未永が口にした言葉の意味を理解した。


    「い、いや、さすがに年の差が──」


    　混乱した頭でそう言うと、未由にじとっと睨にらまれる。


    「問題は年の差だけなの……？」


    「ああああああ、そういうわけじゃなくて！」


    　慌てて否定する。だがそんな僕らのやり取りなど意に介さず、未永はウルトさんにも話を振った。


    「この際じゃ、ウルトも一緒に子を作らぬか？　家族は柵しがらみも多いが、悪いものではないぞ？」


    「そうねえ……確かにアリッサを育てているヴェルは大変そうだったけど、すごく嬉うれしそうで……正直羨うらやましかったわね」


    　ヴェルさんはアリッサの母親でありウルトさんの妹だ。アリッサを育てたのはヴェルさんとウルトさんの二人だと言っていい。


    「ならばどうじゃ？　同じ年の子供がいた方が、色々相談もできよう」


    「うーん……」


    　口元に手を当て、僕に目を向けるウルトさん。


    　未み由ゆはその視線を遮さえぎるように両手を広げる。


    「ってウルトさんまで本気で検討しないでください！　アリッサさんに絶交されますよ？」


    　そう言われてウルトさんはびくっと表情を引きつらせる。


    「そ、それは困るわね。残念だけどやめておくわ」


    　ざ、残念なんだ……。


    　ウルトさんの言葉に、少しどぎまぎする。けれどそれを未由に察知されて、お湯の中で太ももを抓つねられた。


    「ねえ……啓けい介すけくん、やっぱり大きい胸が好きなの？」


    　底冷えのする笑みを浮かべて未由が言う。僕はぶんぶんと首を横に振るが、未み永えいがさらに余計なことを言い出した。


    「ほう、そなた乳房が大きな女おな子ごが好みなのか。ならばこの中ではわらわが一番そなたの好みであるわけだな」


    　その言葉にウルトさんが眉まゆを動かす。


    「ルナ、今のは聞き捨てならないわね……。あなたより私の方が胸は大きいわ」


    「何を言う、昔、乳比べをした時はわらわの勝ちだったであろう？」


    「それは千年も前の話。私はね、あれから成長しているの。今はもうルナを超えているはずよ」


    「ほう……そこまで言うのならば、確かめようではないか。立て、ウルトよ。久方ぶりに乳を比べようではないか」


    　ウルトさんに指を突きつけ、立ち上がろうとする未永。未由は彼女の元に急行し、その肩を押さえた。


    「立たないでください！　比べないでくださ───いっ！」


    　露天風呂どころか屋敷中に聞こえそうな大声で未由が叫ぶ。


    「ほう、そなたも参戦か？　勝てぬと分かってなお挑む心意気やよし。いいだろうわらわたちの乳比べに加えてやろう」


    「きゃっ、ちょ、ちょっとタオル返してっ……!?」


    　未永にタオルを剝はぎ取られた未由がばしゃんと口までお湯に潜もぐる。


    　もう滅茶苦茶だ。これ以上見ていたら確実に怒られるので、僕は姦かしましく騒ぐ彼女たちに背中を向ける。


    　何だか頭がぼーっとする。


    　そろそろ上がらないと、のぼせてしまいそうだった。


    



    　縁側に座り、夜空と見事な庭園を眺めながら、僕は火ほ照てった体を冷ます。


    　結局、かなりの長湯になってしまった。乳比べは未み由ゆの抵てい抗こうでうやむやになったものの、未み永えいがあの手この手で未由をからかい続けたので、なかなか上がるタイミングが摑つかめなかったのだ。


    　そう──からかっていた。


    　背中を向けて客観的に会話を聞いているうちに、僕は何となくそれに気づいた。未永は遊んでいたのだ。まるで……娘とじゃれ合うように。


    　たぶん子供を育てたいというのは本当だろう。でも、子こ種だねうんぬんの話は冗談だったのだと思う。未永の子供は既にいる。自分と自分が愛した男の血を受け継ぐ友とも月づき未由という娘が──。


    「ふう……」


    　僕はコップに入った冷たい麦茶を飲み干して息を吐つく。


    　ここは僕と未由に用意された寝室だが、部屋に未由の姿はない。風呂から上がり脱衣所で浴衣ゆかたに着替えた後、未永に話があると言われて彼女の私室へ行ってしまった。


    　未由は今回の件が起こる前から、一度本家に顔を出すよう言われていたらしいので、何か重要な話があるのだろう。


    　長くなるようなら先に寝てしまってもいいのだが……。


    　僕はちらりと部屋の中に並んで敷かれた二枚の布ふ団とんを見る。


    　間違いを起こせと言わんばかりの状況だ。どうしても緊張してしまい、眠気がやってこない。


    　露天風呂で未由はアリッサと対等になって、親友を目指したいと言っていた。なら、今日はこれ以上先に進むつもりはないだろう。僕もそれが正しいと思っている。


    　けれど理性と本能の意見はどうしても食い違う。何もしない──これ以上は絶対に〝間違わない〟と決意していても、完全に煩ぼん悩のうは切り捨てられない。安眠できる精神状態とは程遠い。


    　秋の夜風は冷たくて、体の熱はあっという間に奪われる。これ以上は湯冷めして風か邪ぜを引きそうだったので、僕は部屋に入って障子戸を閉めた。


    　布団に転がって天井を見上げる。部屋には蛍光灯すらなく、光源は障子を通して淡く射し込む星明かりのみ。けれど天井の木目が見える程度には、室内は明るい。部屋の隅には未永から貰もらった木刀が転がっている。


    　明日──あの木刀で、僕が禍まがつ神かみを祓はらうのか。


    　改めてその事実を確認すると、不思議な気持ちになる。少し手伝うだけのつもりだったのに、いきなり大役を任されてしまった。


    　僕はもうただの人間で、戦う力はない。だから非日常の中心には立てないし、大したことはできないと思っていた。力がないから責任も感じずにいられた。自分にはどうにもできないことだからこそ、他人任せにすることができた。


    　でも今、禍まがつ神かみに対抗する力は僕の手にある。正まさ行ゆきさんを元に戻せるかどうかは僕次第。そして禍神を祓はらうのも僕自身。急に責任が増えすぎて、実感が追いつかない。


    　いきなり傍観者から当事者になったようなものだ。禍神のことも、傍観者だった時とは見え方が違う。よく考えれば、禍神の元になった交通事故の被害者には同情できる部分が多かった。正体の摑つかめない倉くら野の正行より、ずっと人間的だと思う。


    　命を奪われたことを怒り、奪った者を憎むのは、当たり前。正しくはないだろうけど、当然のこと。


    　そんな禍神の想いを、僕は断ち切らなければならない。


    　それが力と手段を得てしまった僕の責任。


    　だんだんと息苦しくなってきて、木刀から視線を外す。今から緊張しても仕方ない。まずはちゃんと休まなければ。


    　だが気持ちを切り替えて眠ろうとしても、今度は隣の布ふ団とんに意識が向いてしまう。しばらくしたら未み由ゆが戻ってくる。そう考えるとどうしても頭の中で妄想が膨ふくらむ。


    　結局そのまま一時間ほど眠れないままゴロゴロしていると、廊下から足音が聞こえてきた。障子の向こうに影が映り、すっと戸が開かれる。


    「……よかった、まだ起きててくれたんだ」


    　僕と目が合った浴衣ゆかた姿の未由が、嬉うれしそうに微ほほ笑えんだ。寝転んでいた僕は身を起こして言う。


    「いや、何だか色々考えてたら寝付けなくてさ。それで未み永えいさんは未由に何の用事だったんだ？」


    　未由は隣の布団に腰を下ろし、僕の質問に答える。


    「えっとね、結構真ま面じ目めな話だったよ。お婆ばあ様と一緒に、当主を継ぐ上で知っておくべきことを色々教えてくれた。友とも月づき家の歴史や担っていた役割、ウルトさんたちと旅をしていた時のこと、それに《嘆きし魔王》──未永さんのお父さんのこととか、たくさん」


    「《嘆きし魔王》か……」


    　未永の父であり、未由が魔術で力を借りていた存在。そして魔術によって栄え、滅びた月の王。彼は最後の戦いで僕に全ての力を託し、消滅した。あの時に受け取った〝熱〟は今もはっきり覚えている。


    「うん、それで……これを貰もらったの」


    　未由はそう言って右手を差し出し、指を開く。未由の掌てのひらには、携帯電話ほどの大きさの白い直方体が乗っていた。装飾品……だろうか。丸みを帯びた表面には複雑な幾き何か学がく模様が刻まれ、中央には血のように赤い宝石がはめ込まれている。


    「アリッサの法衣や《方はこ舟ぶね》のドールに、雰囲気が似てるな……」


    「《嘆きし魔王》の形見なんだって。未永さんと一体になっていた《嘆きし魔王》が滅んだ後、それだけが手の中に残っていたらしいの。王様の証あかしとして代々受け継がれてきた……すごく特別なものみたい」


    　王の証……それは月を統すべる支配者の証あかしという意味だろう。つまりこれは月の国の遺物ということになる。しかも未み永えいにとっては父の形見──。


    「どうして未永さんは、これを未み由ゆに？」


    「最初はね、今回の事件の解決に役立つかもしれないって渡してくれたの。一応これ〝道具〟なんだよ。でも未永さんも使い方を知らなくて、私が持っても変化は起きなかった。だから返そうとしたんだけど、それなら当主の証あかしとして継承していってくれって……」


    　まあ月の王族に受け継がれてきたものなら、その末まつ裔えいである未由が受け取るのは筋が通っている。


    　未永は未由に何かを託したかったのかもしれない。千年の時を経て出会った、同じ時を共有できる〝娘〟に、自分の知識や持ち物を譲り渡したかったのだろう。


    「──未永さんがそう言うなら、それでいいんじゃないか？」


    「でも私、まだ〝次期〟当主なんだけどな……。お婆ばあ様も元気そうだったし、これを貰もらうのはちょっと早い気がする」


    　手に持った月の遺物を眺めて未由は溜ため息いきを吐つく。何代にもわたって継承され、そしてこれから先も受け継がれていく王の証は、僕が想像する以上に〝重い〟ものなのだろう。


    「うーん……じゃあ未由が当主になるまでは、お守りみたいなものだと思っておいたらどうだ？」


    「……そうだね。身構え過ぎても仕方ないよね。とりあえず今は未永さんのお父さん──《嘆きし魔王》の形見として大事にするよ」


    　未由は肩から力を抜いて微ほほ笑えみ、ごろんと布ふ団とんに寝転がる。


    「──何だか気を抜いたら眠たくなっちゃった」


    　枕の横に当主の証を置き、とろんとした目で僕を見上げる未由。その無防備な姿に鼓動が速まる。


    「そ、それじゃあ、そろそろ寝るか。明日のために精神力を回復させないといけないからな」


    　僕は湧わき上がる煩ぼん悩のうを抑えつけ、横になって掛け布団を被かぶる。だが未由は何な故ぜか不満そうに僕の浴衣ゆかたの袖そでを引っ張った。


    「寝る前に……あれ、してくれないの？」


    「あ、あれ？」


    「アリッサさんにはしてあげたんでしょ？　久しぶりの……キス」


    　未由はそう言うと寝転んだまま体を寄せてくる。


    「で、でもさっき僕は未由の胸を……」


    　何か一つだけ不健全なことをしていい。未由はそう言ったはずだ。だから胸を揉もんでしまった以上、キスはできないことになる。


    「あれはアクシデントだからノーカウントでいいよ。ムードとか、全くなかったし。だからキスでいい。アリッサさんにしたのと同じキスで」


    　ずきんと、胸が痛む。口づけを求める未み由ゆの表情が、不安そうに見えて。


    　僕は未由を──未由たちを幸せにすると誓ったのに……未由たちはそれを信じてくれたのに、結局こんな顔をさせている。僕はやっぱりまだ間違い続けている。未由の言う通りだ。僕らはとても、ぎこちなく歩いている。今は未由とアリッサが転ばないように頑張ってくれているから、立っていられるだけ。未由は自分なりの方法を見つけたみたいだったけど、僕はまだ何も答えを出せていない。でもこれ以上、未由を悲しませないために──間違わないために。


    　──僕は間違ったキスをする。


    　目を閉じた未由の唇に触れる。アリッサと同じ三秒間。とても、とても、短い口づけ。


    　本当はもっと長くしていたい。未由の想いを感じていたい。でも今はまだ、その方法が分からないから……正しいキスがまだできないから……三秒間だけ僕は間違う。


    　そっと唇を離すと、未由は目を開けてぼうっとした顔で僕を見つめた。その瞳ひとみに、じわっと涙が滲にじむ。心の中に焦あせりが、恐怖が湧わき上がった。


    「ご、ごめん！　こんな風にしかできなくて……」


    　今のキスが未由を余計に悲しませてしまったのではないかと僕は慌あわてる。だが未由は涙を零こぼしながら首を横に振った。


    「違うよ……何だか、どうしようもないほど嬉うれしくなったの。啓けい介すけくんがここにいるんだぁ……って、久しぶりに……すごく強く感じて……そしたら涙が出ちゃって……」


    　泣き顔を隠すように、僕の胸に顔を埋うずめる未由。


    　生理的な興奮とは違う、心の底から湧きあがるような高揚を僕は感じた。だけどそれを言葉にすることはできず、僕は黙って未由の頭を撫なでる。艶つややかで癖くせのない黒髪を指で梳すいているうちに、未由は小さな寝息を立て始めた。その寝顔はとても安らかで、僕も瞼まぶたが重たくなる。


    　元々疲れてはいたので、緊張が解けると同時に抗あらがえないほどの眠気が襲ってきた。


    　未由の体温と鼓動を感じながら思う。今夜はぐっすり眠れるだろうと。


    「おやすみ、未由」


    　小さく囁ささやき、僕は瞼を閉じて眠りの海に意識を沈めた。
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    　翌日、午前五時半──東の空が白み始めたばかりの早朝。僕と未由は、再び友とも月づき邸の地下に立っていた。


    　朝五時に目を覚まし、準備を整え、ウルトさんに転移魔術で送り届けてもらったのだ。連絡もなくいきなり戻ってきた僕らを見て九く棚だなさんは驚いたが、深く詮せん索さくはせずに地下へ通してくれた。アリッサや香か織おりさんはまだ起きてきていないらしい。今回は法術でなければ解決できない問題だ。アリッサにはゆっくり寝ていてもらうことにして、僕は禍まがつ神かみを封じた鉄てつ扉ぴの前に立つ。左手に扉を開ける鍵かぎを、右手に未み永えいに貰もらった木刀を握り締め、大きく深呼吸をする。よく寝たおかげが、昨日の疲労は残っていない。これなら全力で挑めそうだ。


    「ゥゥ……ウウウウゥゥゥゥッ!!」


    　扉の内側からは不気味な呻うめき声が聞こえてくる。未み由ゆと九く棚だなさんは少し離れた場所で僕を見守っていた。未由は祈るように当主の証あかしを両手で握り締めている。


    　僕はゆっくりと鍵を鍵穴に挿さし込み、右に回す。ガチャッと音がして鍵が外れた。慎重に扉を開ける。部屋の中には鎖で身動きを封じられた倉くら野の正まさ行ゆきが倒れていた。ギチギチと鎖を軋きしませて、もがいている。顔はサングラスとマスクで隠されているので表情は分からない。だが恐らく、その下にあるのは鬼の形ぎよう相そうだろう。


    　額からは捻ねじれた角つのが生え、肌は血の色。そこにいるのはまさに禍まが々まがしい邪じや神しん。轢ひき逃げ事故で命を失った人物の怨おん念ねんから生まれた怪物だ。


    　当たり前に続いてきた日常が突然終わる驚き。積み上げてきた世界との関係性が断絶される悲しみ。己の未来を奪った者への憎しみ。復ふく讐しゆうを果たしても消えない怒り。


    　この禍神を突き動かしているのはたぶん、そんな想い。


    　同情はできる。共感もできる。


    　日常と命と未来、それは今の僕が何としても守りたいと思っているもの。由ゆ衣いが僕に与えてくれた、絶対に失うわけにはいかないもの。


    　ゆえに想像できる。その心を、全てを奪われた禍神の嘆きを。


    　でも、無関係の人を巻き込むのは間違いだ。


    　他者の日常と命と未来を脅おびやかせば、轢き逃げの犯人と同じになる。


    　だから──ここで止めなきゃいけない。僕に止めることができるのならば、やらなきゃいけない。


    　そうじゃないと……あまりに可か哀わい想そうだ。


    　僕は微かすかな躊躇ためらいを振り払い、木刀を構える。


    　緊張する必要はない。いくら禍神という人外が相手とはいえ、既に彼は拘こう束そくされている。法術を纏まとわせた木刀を当てるのはとても簡単なことだ。


    　問題は僕の力で祓はらえるのかどうか。必要なのは気合い。強い精神力。


    　小さく息を吸い、鋭く告げる。


    「彼の右手に天の光剣ライト＝ライト!!」


    　かつて天使の剣を象かたどった力ある言葉が、ただの木刀に加護を与える。刀身が淡い光に包まれ、在ありえざる者を否定する法の精霊と化す。


    　視界が揺れ、足元がふらつく、体が一気に重くなる。精神力を大きく消耗したせいだ。しかしこの程度のことで倒れてはいられない。両足を踏ん張り、奥歯を嚙かみ締めて、意思を強く保つ。


    「ヴヴヴうヴヴウヴヴウヴヴウヴヴヴヴヴウヴヴヴヴウヴヴウウゥゥゥウッ!!」


    　自分の脅威となる力を感じ取ったのか、赤き禍まがつ神かみは激しい唸うなり声を上げた。


    　──ビキッ、バキンッ！


    　これまでとは違う破滅的な音が、禍神を縛る鎖から響いた。己おのれの存在を脅おびやかす敵に抵てい抗こうするため全力で戒いましめを解こうと足あ搔がいている。


    　室内が薄暗いせいで気付かなかったが、鎖にはいくつもの亀裂が入っていた。


    　僕は禍神を甘く見ていたことに気付く。こいつはただ大人しく捕まっていたわけじゃない。ずっと鎖に負荷を与え続けて脱出の機会を窺うかがっていたのだ。


    　そんなにも暴れたいのだろうか。それほどに憎いのだろうか。まだ生きている人間が。日常と命と未来を手にしている生者が──。


    　このままでは何分ももたない。鎖は今にも千切れそうだ。


    「そんなことをしても……何にもならないだろっ!!」


    　やりきれない想いを吐き出して、僕は光を纏まとった木刀で打ちかかった。けれど存在の危機と敵を前にした禍神の底力は、僕の予想を超えていた。刀身が届く前に禍神は鎖を引き千切り、横に転がる。木刀が空を斬きった。


    　禍神は両手両足で床を叩たたき、宙へ舞い上がる。その動きを目で追うが、体はついていかない。逆さまに〝着地〟した禍神は、そのまま天井を蹴けって僕に襲いかかってきた。


    　赤い右手が僕の喉のど元もとを狙ねらって伸びる。鋭い爪が僕の首を貫つらぬこうと迫る。


    　そこにあるのは、ただ純粋な殺意。自分が失ったものを、僕からも奪おうとする歪ゆがんだ想い。


    　心の奥底から恐怖が湧わきあがる。僕はこれまで何度も生命の危機を味わってきた。けれど今感じている怖れは、それらを大きく上回っていた。


    　きっとそれは、今の僕が幸せだから。多くのものをこの手に摑つかんでいるから。


    　だから禍神は誰よりも僕を妬ねたむ。だから僕は何よりも禍神を恐れる──。


    「…………っ！」


    　死にたくない。


    　その想いが肉体を動かす。木刀を振り上げ、禍神の爪を寸前のところで受け止める。


    　バチンッ!!


    　爪の先と刀身が触れた途端、激しい火花が散る。禍神の右腕から赤い表皮がボロボロ剝はがれ落ちていく。


    「ヴアァァァァァアァァっ!?」


    　悲鳴を上げる禍神。効いている。だが同時に木刀を包む光も弱くなっていく。互いの力が打ち消しあっているのだ。どちらが勝つかは気合い次第。


    「だああああああっ!!」


    　声を上げ、木刀を押し込もうとする。しかし禍まがつ神かみは右手を支点にして空中で体勢を変え、遠心力を乗せた蹴けりを放ってきた。木刀を避けた鋭い一撃が腹部にめり込む。とっさに後ろへ跳ぶが衝撃を受け流すことはできず、僕は部屋の外へと蹴り出される。


    　ガンッと向かい部屋の鉄てつ扉ぴに背中をぶつけ、空気が肺から押し出された。逆流した胃液が喉のどを熱く焼き、呼吸のできない苦しさに涙が滲にじむ。


    「げほっ、がほっ!?」


    　咳せき込みながらも視線を上げる。霞かすんだ目が、部屋の中からゆらりと出てくる赤い禍神の姿を捉えた。


    　かろうじて手放さなかった木刀を構える。光は今にも消えてしまいそうなほど弱々しい。


    「啓けい介すけくん！」


    　横手から未み由ゆの声。悲痛な叫び。近づく足音。


    「未由様、お待ちください！」


    　制止を求める九く棚だなさんの声が地下に響く。


    「ヴヴヴヴヴゥゥゥウゥゥゥッ!!」


    　禍神の右腕はだらんと垂れ下がり、もう動かないようだ。色も普通の肌色に戻っている。先ほどの接触で右腕だけは浄化することができたのだろう。けれど禍神は怯ひるんだ様子もなく、左腕の鋭い爪を構えて、動けない僕に飛びかかってきた。


    　もう同情は消えていた。共感する余裕もなかった。


    　胸を満たすのは、日常を奪おうとする敵への憎しみ、命を失う恐怖、未来を断たれる怒り。そして後悔。


    　楽観視しすぎていた。相手は無力化されていると思い込んでいた油断が、この状況を招いた。


    　けれど──こんなところで死ぬわけにはいかない。由ゆ衣いに貰もらった命を捨てるわけにはいかない！


    　迫る禍神に向けて木刀を横よこ薙なぎに振るう。しかし禍神は身を低くして木刀の下を潜り抜けた。


    　懐に潜り込まれる。背筋が粟あわ立だつ。腕の間を抜けて、鋭い爪が首に伸びる。


    　しかし爪の切っ先が僕の急所を貫く寸前、走ってきた未由がその勢いのまま体当たりをして禍神の左手にしがみつく。


    「啓介くん、逃げて！」


    　叫ぶ未由。だが禍神は片腕だけで未由を持ち上げ、いとも簡単に振り払った。


    「きゃ──」


    　壁に叩たたきつけられ、未由はずるずると床に座り込む。頭部を怪け我がしたのか、額からどろっとした赤い血が流れ落ちた。


    「な……」


    　頭の中が真っ白になる。気がつくと僕は咆ほう哮こうを上げていた。まるで──獣のように。


    　腹部の痛みも、足の震えも無視して、大きく踏み込む。輝く木刀を大上段から振り下ろす。


    　重い手ごたえ。肉を打つ感触。


    　だが──禍まがつ神かみは平然としている。そこで気づく。禍神は体勢を変え、既に浄化された動かない右腕を盾たてにしたのだと。


    　そのまま力任せに突き飛ばされる。またしても背中を鉄てつ扉ぴにぶつけて、息が詰まった。


    　身体能力の違いを、力の差を思い知らされる。後悔が心の中を埋め尽くす。


    　戦おうとしたことがそもそもの間違いだった。鎖の亀裂を発見した時点で扉を閉めて逃げるべきだったのだ。


    　今の僕には禍神などという非日常と戦って勝てる力はない。その自覚が足りなかった。


    　この場にウルトさんかアリッサがいれば……本当の〝力〟を持つ人間がいれば、ここまでの事態にはならなかったのに。


    「く……そっ！」


    　淡い光に包まれる木刀を手に、よろよろと禍神に近づく。僕に注意を向けさせなければ未み由ゆが危ない。


    　たぶん、僕は舞い上がっていたのだ。自分にはもう特別な力はないと諦あきらめていたところに、法術という妖よう怪かいへの対抗手段を手に入れたから……また以前のように戦えると勘違いしてしまった。僕は単に少しばかり強い武器を手に入れただけ。決して自分自身が強くなったわけではない。


    「遠とお見み様、どいてください！」


    　九く棚だなさんの切迫した声に僕は動きを止める。見れば九棚さんは黒い鉄の塊を──拳銃を禍神に向けていた。僕はその射線上に踏み込もうとしていたらしい。銃口の圧迫感に一歩後ろに下がる。


    　あれは力だ。僕の木刀なんかよりも、ずっと強い力。


    　未由に危険が及んだ以上、九棚さんは撃つだろう。正まさ行ゆきさんを殺してでも、未由を救おうとするだろう。


    　これが──こんなものが、今回の事件の結末なのか……僕が失敗したから、正行さんは死んでしまうのか……。


    　間延びした意識の中、トリガーを引き絞る九棚さんの指の動きがスローモーションで脳裏に投影される。


    「待って九棚！」


    　けれど弾丸が撃ち放たれる寸前、未由の声が響いた。九棚さんが動きを止める。


    　僕の方を向こうとしていた禍神も、その声で未由に注意を向けて低く唸うなった。


    「……大丈夫、あとは私が何とかするから。やっとこれの使い方が分かったの」


    　未み由ゆはふらつく足取りで立ち上がり、その手に握りしめた当主の証あかしを僕らに示す。驚いたことに、証の中央に嵌はめ込まれた赤い宝石が脈動するように明滅していた。


    「未由様、そんなもので何を──」


    　攻撃対象を未由に移そうとしている禍まがつ神かみを見て焦あせりながら、九く棚だなさんは言う。


    「九棚……そんなものだなんて言っちゃダメだよ。これは、友とも月づき家当主の印……そして月の王の証。国の〝法〟そのものだった王権の具現。だから──王族の血が鍵かぎだったの」


    　よく見れば未み由ゆの手は滴したたった血で濡ぬれている。指から伝った血液は証の幾き何か学がく模様と宝石に吸い込まれるようにして消えていく。


    「ヴヴヴヴヴッ……」


    　今にも未由に飛びかろうとしていた禍神が、躊躇ためらうようにたたらを踏んだ。それを見て未由は笑みを浮かべる。


    「発動さえできたなら……こんな怨おん霊りようなんかに負けないよ。未み永えいさんに教えてもらったの。これは月の国で《流れし星ほし竜りゆう》と双そう璧へきを為なした力。魔術と相反する〝法〟の概念。《嘆きし魔王》が《高次存在ヴイナー》に至るため、糧かてとしたものだって……」


    　宝石が眩まばゆく輝き、刻まれた幾何学模様が空中へ伸びていく。まるで木が成長するかのように広がる赤い枝。枝は長く、鋭く伸び、これから具現すべき力の骨格を形成した。


    　僕はそれを見て気付く。未由が持つ王の証はあくまで〝柄つか〟でしかなかったのだと。
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    「──名は、王剣レッドロウ。私はその刃やいばを今、継承した！」


    　幾き何か学がく模様の骨組みに沿って、光の紅刃が生まれる。


    　その輝きに照らされただけで禍まがつ神かみの赤い皮ひ膚ふにひび割れが走った。さらに未み由ゆの足元から幾何学模様が蜘く蛛もの巣のように広がる。


    「ヴォォォオォォオォォッ！」


    　苦痛の声を上げ、後退しようとする禍神。だが床に展開した幾何学模様が禍神の足を侵食し、絡め取る。


    　未由は紅の光剣──レッドロウを手に、悠々とした足取りで禍神へ近づく。


    　逃げられないと悟ったのか、赤鬼は左手を振るって未由を迎え撃つ。だが幾何学模様の拘束は禍神の全身に及び、左手の爪は未由に触れる直前で停止した。


    　完全に動けなくなった禍神の前に立ち、未由は剣を構える。


    「グヴヴウウウウウウウウッ!!」


    　お面の下で唸うなり声を上げる禍神。未由はその姿をじっと見つめて、小さな声で告げる。


    「あなたの復ふく讐しゆうは、とっくに終わっているの。だからもう──眠らせてあげる」


    　復讐に囚とらわれていた、かつての自分を思い出しているのだろうか。どこか悲しげな表情で、未由は剣を振り下ろす。空間に刻まれる紅い軌跡。


    「ァァァァアァァァァ……」


    　禍神の断だん末まつ魔まが響く。その肌から赤い色が剝はく離りし、塵ちりとなって消えていく。額ひたいに生えた角つのもコロリと床に落ち、灰となって崩れた。


    　膝ひざをつき、うつ伏せに倒れる倉くら野の正まさ行ゆき。その体に剣の傷跡はないが……無事だろうか。


    「大丈夫だよ、啓けい介すけくん。この剣が斬ったのは憑ひよう依いしていた禍神だけだから」


    　不安げな僕の表情に気付き、未由は言う。だが急に足元をふらつかせ、壁に寄りかかった。光の刃が消失し、骨格となっていた幾何学模様は赤黒い破片となって砕け散る。


    「未由！」


    　僕は木刀を放り出し、未由の元へ駆け寄った。体を支えると未由は苦笑を浮かべる。


    「……平気。ちょっと疲れただけ。でも──よかった」


    　血の跡が残る頰ほおを緩ゆるめて、未由は嬉うれしそうな表情を見せた。


    「ああ……未由のおかげで何とかなった。正行さんも助けられたし……僕も命拾いした。本当にありがとう」


    　自分の不ふ甲が斐いなさを嚙かみ締めながら礼を言う。万全を期さなかったせいで、未由や九く棚だなさんまでも危険に晒さらしたのだ。今はただ感謝するほかにない。


    「……違うよ、啓介くん。私が言った〝よかった〟は別の意味」


    　だが未由は首を横に振って、手に握り締めた王剣をちらりと見る。刀身が消え、携帯電話サイズの柄だけになった王剣の中央に嵌はまる宝石は、まだわずかな光を残していた。


    「別の意味……？」


    「うん……これでアリッサさんとホントの意味で対等になれたなって……いざと言うときに啓けい介すけくんと一緒に戦えて、守ることもできるなって……それが嬉うれしくて……よかったって……思ったの」


    　未み由ゆはそう言って微ほほ笑えみ、王剣をそっと胸に抱き締める。


    　レッドロウと呼ばれた剣は、未由に応えるように紅あかい宝石を淡く輝かせていた──。


    



    
      ６

    


    



    　その後、僕と頭を打った未由、それに気絶したままの正まさ行ゆきさんは、大事をとって友とも月づき家が理事を務める友月病院に九く棚だなさんの車で運ばれた。


    　未由は大丈夫だと言い張ったが九棚さんは頑がんとして譲らず、今、精密検査を受けている。僕は病院の待合室に座り、備え付けのテレビをぼんやりと見上げていた。画面右上に表示されている時間は朝の六時半。未由の検査が早く終われば、学校にも間に合うかもしれない。


    　──けど、体育は見学だな。


    　僕は包帯の巻かれた腹部を押さえて溜ため息いきを吐つく。禍まがつ神かみに腹部を思いっきり蹴けられたので骨ほねにヒビでも入っているんじゃないかと心配したが、診察の結果は単なる打ち身。だが腹筋に力を入れるとかなりの痛みが走る。今日は激しい運動は無理だろう。


    　そんなことを考えていると僕の隣に誰かが腰を下ろした。視線だけをそちらに向けて、ぎょっとする。そこにはサングラスとマスクを着けた怪しい病院着の男が座っていた。


    「……正行さん、こんなところでも素顔は見せないんですね」


    　呆あきれながら僕は言う。


    「ヒーローというのは、子供の前で素顔を晒さらさないのが鉄則らしいのでな。だがしかし……今回はヒーローとしての責務を果たせなかったようだ。色々と迷惑をかけてしまってすまなかった」


    　その場で深々と頭を下げる正行。


    「礼なら未由に言ってください。実際、僕はほとんど何もしてません」


    「いや、そんなことはない。君が関わってくれたからこそ、この件は無事に解決したのだ。九棚氏だけでも、友月氏だけでも、ダメだっただろう。ゆえに私は君に感謝する理由がある」


    「……じゃあ一応、どういたしましてと言っておきます。けど、未由にはちゃんと僕以上に感謝してください」


    　このままだと話が進みそうになかったので、仕方なく僕はそう答える。


    「分かっている。それにしても君は義理堅く、謙虚な人間だな。神の兄という特別な立場であるというのに、驕おごった部分がない」


    「僕は……由ゆ衣いの兄です。神の兄なんて肩書き、要りません」


    　今回のことで僕は己の無力さを痛感した。誰に対しても驕おごることなどできやしない。


    　けれど僕の言葉を彼は別の意味に取ったようだった。


    「ふっ……あくまで神ではなく妹の兄であることを貫くのか。素晴らしい……私は君が気に入った。どうだい啓けい介すけくん、私の娘を嫁にするつもりはないかね？」


    「い、いきなり何を──」


    　大声で叫びかけたが、ここが病院だと思い出して口を噤つぐむ。それをいいことに彼は話を一方的に続けた。


    「名前はエリカという。気立てがよく可愛かわいい子でね。料理の腕も保証する。エリカは毎日小学校へ行く前に朝ご飯を用意してくれるんだが、これがまた美う味まいのだよ」


    　親バカ全開で喋しやべる彼だったが、その中に聞き逃せない単語が交じっていたので僕は口を挟む。


    「……ちょっと待ってください。今、小学校とか言いましたよね。娘さん、何歳なんですか？」


    「ん？　もうすぐ九歳になるが」


    「あんた僕を犯罪者にするつもりですか！　その年で結婚できるわけないでしょう！」


    　我慢できず、立ち上がって僕は叫ぶ。だが一斉に周囲の視線がこちらを向き、慌てて僕は椅子に座りなおした。


    「ははは、心配はしなくていい。娘は年齢以上にしっかりしている。そこいらの浮うわついた大学生より、よほど大人だ」


    「そういう問題じゃありません。というか、そもそも娘さんの人生はあなたが勝手に決めていいものじゃないでしょう。冗談はそれくらいにしてください」


    　娘に重い運命を背負わせる父親を、僕は何人も見てきた。だから正直、彼の発言には苛いら立だちが湧わく。


    　僕の感情の変化に気付いたのか、彼は大きく息を吐いた。


    「……ふむ、私は結構、本気だったのだがね。君がそこまで言うのなら、今は引き下がろう」


    　席を立ち、待合室の出口に向かう倉くら野の正まさ行ゆき。


    　だが数歩進んだところで足を止め、僕を振り向く。


    「そうだ、君は〝エリカ〟が花の名前だということは知っていたかい？」


    　唐突な質問をしてくる彼に、僕は戸惑う。まだ娘の紹介をしたいのだろうか。


    「いえ……あまり花には詳しくないんで、知らなかったです」


    　とりあえず正直に答える。


    　すると彼はちょっとした豆知識を披露するかのように、得意げな口調でこう言った。


    「なら、教えてあげよう。エリカはツツジ科の植物でね、綺き麗れいなピンク色の花を咲かせるんだ。英語ではヒースとも呼ばれる──美しい花だよ」


    「…………!?」


    　息を呑のむ。これは……偶然だろうか。ヒースとはアリッサの祖父の名だ。


    　彼がどういう意図で今の台詞せりふを口にしたのか分からず、僕は表情を硬かたくする。


    「私はね、娘にエリカの花のように美しくなってほしいと思っているし、必ずそうなると信じている。だからエリカが結婚できる年になれば、君も考えを改めるはずだ」


    　しかし彼は〝ヒース〟という単語にそれ以上触れることなく、親バカな台詞せりふを口にする。


    「……その可能性はゼロに等しいと思いますよ」


    　動揺を押し隠しながら、僕は何とか言葉を返した。


    「それは、君に彼女がいるからかい？」


    　どうやらアリッサと未み由ゆのことも把握しているらしい。話がどんどん妙な方向へ向かっていく。


    「──はい、僕には好きな人がいます」


    「そうか……残念だ」


    　ようやく諦あきらめてくれたのかと思ったが、その後に続いた言葉に僕は絶句する。


    「──君が彼女たちと結ばれる〝未来〟はない。だから君たちは近いうちにとても辛つらい経験をすることになるんだろうな。それがとても……残念だ」


    「いったい……どういう意味ですか？」


    　もしかして、これは脅迫だろうか。嫌な汗が全身から滲にじむのを感じながら問い返す。


    　だが彼は軽い口調でこう答えた。


    「もちろん私のエリカに心を奪われた君が、修羅場を引き起こすという意味だよ」


    「は……？」


    「──冗談だ。では、また会おう」


    　呆ぼう然ぜんとする僕を尻しり目めに、悠々と待合室を出て行く倉くら野の正まさ行ゆき。


    　残された僕は椅子に背中を預けて、緊張を解く。長く、深く、息を吐はいた。


    　本当に心の読めない、ふざけた人だ。


    　正行さんに他意はなかったのかもしれない。だがクラノという苗みよう字じに加え、エリカとヒースの符合は何らかの必然性を感じずにはいられない。


    　何かが──起きようとしているのだろうか。


    　屋敷に木刀を置いてきたことが急に心こころ許もとなくなり、僕は空っぽの右手を握り締める。


    　テレビにはいつもと変わらぬ平和な風景が映し出されていた──。
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     終章


    



    　窓の向こうから秋の虫たちの奏でる音が聞こえてくる──静かな夜。


    　風呂から上がり、パジャマ代わりのジャージに着替えた僕はベッドに仰向けで寝転がる。


    　禍まがつ神かみの事件から二日経ち、今日は金曜。平日の授業が全て終わり、土日の休みを控えた、週の中で一番気を抜ける時間帯だ。


    　宿題や予習は明日以降に放り投げることにして、僕はだらだらと時間を贅ぜい沢たくに消費する。腹の打ち身はもう痛くない。まだ痣あざは残っているが、湿布をしっかり貼はっていたおかげで運動に支障がない程度には回復していた。


    　僕は寝転んだまま、部屋の隅に立てかけられた木刀に目をやる。


    　あれから一応、寝る前に法術の練習はしている。法術を使うとひどく眠くなり、その後ぐっすり安眠できるので一石二鳥なのだ。


    　だが、練習の効果は特に現れていない。木刀を包む光の強さや持続時間は、何度試してもそれほど変わらなかった。僕の精神力では、既に頭打ちなのかもしれない。


    　──剣術を誰かに教わったほうが、まだ効果的かもな。


    　僕は胸の中で呟つぶやく。禍神に襲われた時、僕はほとんど動きについていけなかった。魔術が使えた頃は《高次存在ヴイナー》に意識を同調させて超感覚を得ることができたが……今はそれも失われている。せめてまともに剣を振るうことができれば、自分にやれることは増えるはずだ。


    　ただ……そんなことをしても無駄じゃないかと囁ささやく声もある。


    　この先、たとえ前回と同じような事件が起こっても、アリッサや未み由ゆがいれば問題なく解決できるだろう。正直、中途半端な法術しか使えない僕には出る幕がない。


    「でも──何が起こるか分からないもんな」


    　僕は弱い自分の心を抑えつけ、身を起こす。


    　自分にできることは、ほんの少しでも多い方がいい。わずかに力が足りなくて失うものがある。逆に、ちょっとしたことで守れるものもある。


    　だから、今やれることは何でもするべきだ。


    　今日も法術を練習しようと、ベッドから立ち上がる。だが木刀の元へ向かいかけた時、ベランダから軽い足音が聞こえた。


    　寮の四階に位置する僕の部屋にベランダから訪れる人間は限られている。またアリッサだろうか……。そう思って振り向くが──僕の予想は半分しか当たっていなかった。


    「ケースケ、こんばんは」


    「お、おじゃまします……啓けい介すけくん」


    　窓を開けて入ってきたのはアリッサと──未由。二人ともパジャマ姿で、腕には枕を抱いている。


    「な……」


    　状況が呑のみ込めず呆ぼう然ぜんとしている僕の脇をすり抜け、いきなりベッドにダイブするアリッサ。ポスンと小さく弾んだ後、自分の枕をセッティングして寝転がる。


    「このちょっと硬いベッドの感触……久しぶり。ほら、早くミユも」


    「う、うん……」


    　枕で口元を隠した未み由ゆは頰ほおを染めて頷うなずき、事態についていけない僕を放置してベッドに腰を下ろす。そして丁てい寧ねいに自分の枕を置き、少し堅い動きでベッドへ身を横たえた。


    「あ……啓けい介すけくんの匂いだ」


    　頰をシーツに当てて呟つぶやく未由。


    「でもちょっと汗臭くない？　ケースケ、ちゃんとこまめに洗濯してる？」


    　僕のベッドに寝転がったアリッサと未由に見上げられて、否いや応おうなく鼓動が速くなる。


    「いや、シーツはそろそろ洗おうと思ってたところで──ってそれより、これはいったいどういうことなんだ？」


    「どういうことって、見たら分かるでしょ？　一緒に寝に来たのよ」


    　当たり前のように答えるアリッサ。僕は溜ため息いきを吐つく。


    「アリッサはまた勝手なことを……未由まで巻き込んで──」


    　だが文句を言おうとする僕を未由が遮さえぎる。


    「ご、ごめんね、啓介くん。今回のことは……私がアリッサさんに提案したの」


    「え……未由が？」


    　驚いて問い返すと、未由は恥ずかしそうに自分の枕を抱き寄せる。


    「うん……実はね私、アリッサさんと仲良くなろうと思って一昨日と昨日……屋敷で一緒に寝たんだ。今日もそのつもりだったんだけど、アリッサさんがここに啓介くんもいたらいいのにって呟いたのを聞いて……じゃあ一緒に押しかけてみないって……言っちゃったの」


    　顔を真っ赤にして言う未由にアリッサが背中から抱きつく。


    「もう……何照れてるのよ、ミユ。ここに来る直前まではすごく強気だったじゃない」


    「だ、だって、啓介くんの部屋に夜来るなんて私は初めてだし……ってちょっと、そこは触っちゃダメだよ」


    　腕を回して胸に触れたアリッサを未由はたしなめる。


    「えー、別にいいじゃない。あたし、ミユのおっぱい柔らかくて好きよ。顔を埋うずめて寝ると伯お母ば様に添い寝されていた時を思い出して落ち着くの」


    「お、おっぱいなんて言うのもダメ！　ほら、はーなーれーてー」


    　ごろんとアリッサを押し返す未由。何というか、いつの間にかずいぶんお互い遠慮がなくなっているように見える。これが一緒に寝た成果なのだろうか。


    　未由の胸に顔を埋めて眠るアリッサを想像しかけて、慌てて頭を振る。


    「……まあ、とりあえず状況は分かった。じゃあ僕は床で寝るよ」


    　予備の掛け布ぶ団とんを出そうと押し入れに向かいかけるが、アリッサは不思議そうに首を傾かしげた。


    「何言ってるの？　ケースケもここで寝るのよ？」


    　そう言ってベッドの中央──自分と未み由ゆの間を指で示すアリッサ。


    「いや、さすがに三人は無理だろ。これ一人用のベッドだし……」


    「ぴったりくっつけば大丈夫よ。夜はずいぶん冷え込むようになったし、密着しても暑くはないと思うわ」


    　アリッサはぽんぽんとベッドを叩たたいて、僕に来るよう促す。


    「啓けい介すけくんがここに来てくれないと、一緒に寝ることにはならないよ」


    　未由も微笑を浮かべ、僕を誘う。


    　パジャマ姿の少女二人に挟まれた空間──それは僕にとってこれ以上望むべくもない楽園だ。けれどそんな状況で〝間違わずに〟いるのは、ある意味生き地獄に等しい。


    　答えを出すまでは、絶対に流されない。欲望と本能と煩ぼん悩のうに屈しない。


    　アリッサと未由、二人と交わした間違ったキスを経て、僕はそう決心していた。


    　ゆえに快適な寝床という意味では床の方が遥かに勝る。気を抜いて眠ることができる。


    　だから僕は引きつった笑顔を浮かべて、何とか二人を説得しようと口を開くが──。


    「ケースケ、早く」


    「啓介くん……まだ、眠くないの？」
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    　二人に急かされ、僕は何も言えないままベッドに上がった。アリッサと未由のお願いに、僕が抗えるはずがない。僕の事情など関係ないし、どうでもいい。これこそたぶん……惚ほれた弱みというやつなのだろう。


    　僕は緊張しながらアリッサと未み由ゆの間に体を横たえた。


    「じゃあ、電気消すね」


    　未由が手を伸ばして、蛍光灯から垂れ下がる紐ひもを引く。部屋が暗くら闇やみに覆おおわれ、僕は両隣の体温を強く意識する。


    「あはは、やっぱり狭いわね」


    　アリッサが笑い、僕の左腕にしがみつく。


    「そうだね、ちゃんとくっつかないとベッドから落ちちゃいそう」


    　未由も体を寄せ、僕の右腕を抱き締めた。


    　二人の息遣いと触れ合う部分の柔らかさ、それに女の子の香りが僕の脳を揺さぶる。


    「おやすみ、ケースケ」


    「おやすみ、啓けい介すけくん」


    　左右からの就寝の挨あい拶さつ。僕の耳じ朶だを二人の吐と息いきがくすぐった。


    　僕が裏返った声で「おやすみ」と返事をすると、二人は可愛いものを眺めるような笑みを浮かべ、僕の肩に額を押し付けて目を閉じた。


    　部屋に静けさが戻る。聞こえてくるのは虫の音と時を刻む秒針の音。そして二人の小さな呼吸音。


    　密着しているため、少しでも身じろぎをすると体が擦こすれあう。二人は僕の腕を抱き枕のようにしているので、手がどうしても変なところに当たってしまう。


    　けれど二人は怒ったりする様子もなく、黙って瞼まぶたを閉じている。


    　──僕は、試されているのだろうか。


    　そんな考えが頭を過よぎるが、すぐに自分で否定する。


    　たぶんこれが未由の選んだ……アリッサも受け入れた〝歩き方〟なんだろう。


    　僕が答えを見つけられないせいで、先に進めない三人の関係。その中で、少しでも幸せでいることができる方法なんだと思う。


    　やっぱり僕は二人に支えられている。まるで三さん人にん四よん脚きやくだ。僕の位置はきっと真ん中。何もしなくとも左右の二人に合わせていれば歩いていける。でも──もしも歩き方を間違えたら全員転んでしまう。


    　どこまで、歩けるのだろう。いつまで、歩いていられるのだろう。どうすれば、走ることができるのだろう。全部、分からない。でもきっと、いつか全て分かるのだろう。


    　だから怖いのは──恐ろしいことは、一つだけ。きちんと歩けない間に、満足に歩き出せないうちに……ゴールが来てしまうこと。終わりがやってくること。


    　学校で耳にした数々の[image: ]、都市伝説。その中で僕が最も恐怖したのは〝彷徨さまよう怪物〟の話ではない。漠然と囁ささやかれていた〝終末〟の予言だ。


    　何も終わって欲しくない。ずっと、ずっと、続いてほしい。


    　この平和な日常が。皆との幸せな毎日が──。


    「くぅ……」


    「──すぅ、すぅ」


    　左右から聞こえてきたアリッサと未み由ゆの寝息を聞きながら、僕は目を閉じる。


    　眠れないだろうと思っていたのに、いつの間にか僕は夢に沈んでいる。


    　その中で、見る。夢の中で、視みる。


    　大地に突き立つ、巨大な槍やりを。その向こうに広がる断崖を。


    　昨日よりも一歩分だけ近づいた断絶を。


    　──そして、聞く。


    　十字型の穂ほ先さきに縛しばられた少女の声が、僕に届く。


    　距離が縮まったせいで、聞こえてしまう。


    　少女の顔は長い髪に覆おおわれて見えないが、その声には聞き覚えがあるような気がした。


    　誰の声なのかは思い出せないが、知っているような気がした。


    



    　来ないで、来ないで、来ないで下さい。


    　楔くさびが穿うがたれたこの道は行き止まり。


    　世界はとっくの昔に滅びていて、千年前に死んでいます。


    　だから後は、終わるだけ。


    　ここまで来たら、消えるだけ。


    　無理だろうけど、立ち止まることは無理だろうけれど。


    　私はあなたに──〝再会〟したく、ないんです。

  



  
     あとがき


    



    　子供の頃、私はラジオ体操が面倒でした。何な故ぜわざわざ早起きして体操をしなければならないのか、とても疑問でした。体操しても特に効果があるようには思えなかったのです。


    　ですが最近、理解しました。


    　幼少時の自分は、単に体操しても効果を実感できないほど健康だっただけなのだと。


    　夏休み期間中、窓の外から聞こえてくるラジオ体操の音。それを聞いて何となく部屋の中で体を動かしてみた時──気付いたのです。あの頃のように体が動かないことを。


    　昔は何の負荷も覚えなかった動作が重く感じました。凝り固まった筋肉を伸ばそうとすると、関節がバキバキ音を立てました。


    　これがたぶん、大人になるということなんでしょう。ラジオ体操は大人にこそ必要なものだったのです！


    　……いや、単に私が運動不足だというだけなのかもしれませんが（汗）。


    　まだ一応二十代だというのにこれはマズイ……ということで、それから私はたまに一人でラジオ体操をしています。とはいえ別にラジオは流さず、覚えている動作を繰り返しているだけなので単なる体操です。最近、長時間執筆した後には欠かせません。


    　本書「ＲＩＧＨＴ∞ＬＩＧＨＴ１　僕の妹は神様で、空飛ぶ少女は泣き虫で──」は、そんなふうに時々体操をしながら書いたお話です。そのおかげか、いい感じに肩の力が抜けた日常主体の物語になりました。


    　知り合いからはタイトル何て読むの？　と聞かれましたが、普通に「ライトライト」のつもりです。けれど前シリーズと区別するために「ライトライトいんふぃにてぃ」と呼ぶのもありかもしれません。


    　ですがその場合、音読するとすごいことになりますね。


    「ライトライトいんふぃにてぃ、いち。ぼくのいもうとはかみさまで、そらとぶしょうじょはなきむしで──」


    　……長いです。ただでさえサブタイトルが長いのに、本タイトルまで長くなると舌を嚙かみそうです。やはり基本は「ライトライト」でしょうか。いや、好きに呼んでもらうのが一番かもしれません。よかったら何かいい感じの呼び方を考えてやってください。


    　さて、まだまだページに余裕はありそうですね。なので簡単に、ネタバレをできるだけ控えて、今巻の内容紹介と解説をしていくことにします。


    　今回は三章構成で、それぞれある程度独立した内容になっています。


    



    ・一章　神様の居場所


    　ヒロインは朝あさノの宮みや陽ひ名な。タイトル通り神様を探すお話。


    　いろんな意味で楽しく書けました。この章で登場する自称ヒーローさんは執筆中キャラが二転三転しましたが、最終的にはいい感じのところに収まった気がします。


    



    ・二章　飛行少女の弟子


    　ヒロインはアリッサ＝クラノ＝ストーリング＝ライト。


    　この章で登場するのが、アリッサに弟子入りを志願した小学生の女の子。たぶん、今巻の中核になるお話です。


    



    ・三章　魔法を失くした魔女の憂ゆう鬱うつ


    　ヒロインは友とも月づき未み由ゆ。他の章とは少し趣おもむきを変えた、伝奇っぽい感じのお話です。


    　前シリーズの雰囲気に一番近い章だと思います。


    　小学生が出てきた二章とは反対に、年上の綺き麗れいなお姉さんたちが登場します。彼女たちのやり取りは書いていてとても面白かったです。


    



    　──と、こんな感じでしょうか。


    　読んでいてお気づきでしょうが、基本的に各章一人のヒロインにスポットを当てた構成になっています。


    　本来はアリッサ編と未由編の二本になる予定だったのですが、いつの間にか陽ひ名なちゃん編が増えていました。


    　次の巻はどうなるかまだ分かりませんが、今後も色々な切り口で物語を紡つむいでいけたらと思っています。新キャラたちの登場で動き始めた大きな物語も、どんどん進展し、加速していくのでご期待ください。


    　それではそろそろ謝辞を。


    　近衛このえ乙おと嗣つぐさん、とても素敵なイラストをありがとうございます。表紙のアリッサとエリカ、すごく可愛かわいかったです。魔法少女の衣装も細かくて感動しました。


    　編集のＭさん。今回もいい具合に舵取りをしてくれて感謝です。Ｍさんの物語に対するバランス感覚はとても頼りになります。


    　そして今回から「ツカサ」を担当してくださることになったＨさん。細かい部分に気を配ったご指摘やご提案など、とても助かりました。物語を深く読み込んでくださっていることが伝わってきて、すごく心強かったです。これからよろしくお願いします。


    　最後にこの本を手に取ってくれた読者の方々。初めて「ライトライト」に触れた方も、ずっと応援してくれている方も、本当にありがとうございます。この物語が少しでも心に残るものになっていれば嬉うれしいです。


    　では、また。

  



  
     おまけ　放課後いんふぃにてぃ
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    ツグミ　「……あとがき、終わりましたね」


    冬上　　「終わったわね！」


    ツグミ　「それなのにどうして私たちはこんなところにいるんでしょう」


    冬上　　「さあ？　ページが余ったからじゃない？」


    ツグミ　「……つまりこの真まっ白しろい空間ページの余白というわけですね」


    冬上　　「広いわね」


    ツグミ　「……はい、とても広いです。それに何も物がないので、とても殺風景です」


    冬上　　「せめてテーブルと椅い子すと美お味いしい紅茶ぐらい用意できなかったのかしら」


    ツグミ　「あ」


    冬上　　「どうしたの？」


    ツグミ　「今そこに机と椅子と紅茶が出現しました」


    冬上　　「──便利なものね。まあ、突っ立っていても疲れるから座りましよう」


    ツグミ　「はい。紅茶が美味しいといいですね」


    



    　　　　　席に着く二人。冬上が紅茶に口をつける。


    



    冬上　　「……微妙ね。たぶんこの紅茶を出した誰かさんは、本当に美味しい紅茶を飲んだことがないんだわ」


    ツグミ　「誰かさんというのは、誰なんでしょうか」


    冬上　　「私の要望をあっさり受け入れたことから考えて、たぶん気の小さい庶しょ民みんね」


    ツグミ　「気の小さい庶民？」


    冬上　　「良くも悪くも、無む益えきで無害な人間って意味よ」


    ツグミ　「……それならあまり警戒しなくて良さそうですね」


    冬上　　「そうね、本当に警戒するべき相手は他にいるわ。倉くら野の英え里り香かちゃんよ」


    ツグミ　「それって、今回登場した魔法少女のコスプレをしている女の子ですよね？私は別に危険だと思えませんが……」


    冬上　　「何言っているのよ、気づいてないの？彼女は今回、私たちより出番が多かったのよ？」


    ツグミ　「……う」


    冬上　　「それに彼女は女の子。万が一、遠とお見みくんとフラグが立っちゃたら……私たちの出演枠わくなんて食い潰つぶされちゃうわよ」


    ツグミ　「……英え里り香かさんはまだ小学生ですよ？さすがに考えすぎだと思います」


    冬上　　「あのねぇ、ツグミちゃん。遠とお見みくんが重度のシスコンだってこと、忘れてない？」


    ツグミ　「っ!?」


    冬上　　「遠見くんは間違いなく、あの年頃の女の子には甘くなるでしょうね。今後接点が増えれば、状況がどう転ぶか分からないわ」


    ツグミ　「ど、どどどどうすればいいんでしょうか！このままではセンパイが逮たい捕ほされてしまいます！」


    冬上　　「ふふ、そうなったら面白いわね」


    ツグミ　「わ、私は……センパイと会えなくなったら困ります」


    冬上　　「あ、冗談よ冗談。そんな涙目にならなくて大丈夫だって。遠見くんが逮捕されることはまずないと思うわ」


    ツグミ　「……本当ですか？」


    冬上　　「ええ。だって公的権力が介入する前に、アッサリと友とも月つきさんが遠見くんを粛しゅく清せいしちゃうだろうから。きっと抹まっ殺さつよ抹まっ殺さつ。いえ、もしかしたら抹まっ消しょうかも」


    ツグミ　「余計ダメじゃないですか！」


    冬上　　「わ、ツグミちゃんのツッコミ、初めて見た」


    ツグミ　「……ユキちゃん、あんまり茶ちゃ化かすと怒りますよ？」


    冬上　　「怒ったツグミちゃんも新鮮ね。ちょー可愛い♥」


    



    　　　　　ごつん（げんこつの音）


    



    冬上　　「うわーん、ツグミちゃんが怒おこった！」


    ツグミ　「……こういうときのユキちゃんは本気でふざけているから始末に終えません」


    冬上　　「へえ、私ってそんなに本気だった」


    ツグミ　「はい、どうしようもなく本気でしたね。ユキちゃんほど裏表なく意地悪で腹黒い人は他に知りません」


    冬上　　「裏表なく腹黒いって、何か矛盾してない？」


    ツグミ　「してません。ユキちゃんの場合はこの表現が最も適当です」


    冬上　　「ふぅん、人体の神秘ってやつね」


    ツグミ　「……いえ、それは違うと思います」


    冬上　　「人間の可能性？」


    ツグミ　「近いようで遠いです」


    冬上　　「心の闇？」


    ツグミ　「……それっぽいけど、何かズレてます」


    冬上　　「ああもう降参─。答えて教えて」


    ツグミ　「いや、答えとか別にないです」


    冬上　　「ええ─、そりゃないでしょ─」


    ツグミ　「………………」


    冬上　　「………………」


    ツグミ　「……この白い部屋、いつの間にか狭くなってませんか？」


    冬上　　「そういえばそうね。きっと残りスペースが少ないんだわ」


    ツグミ　「もしかして、このままだと潰つぶされるんじゃ……」


    冬上　　「それはないんじゃない？ほら、そこに扉が出来ているし」


    ツグミ　「あ、本当ですね。ということじゃ、もう帰っていいということでしょうか」


    冬上　　「たぶんそういうことなんじゃない？」


    ツグミ　「……じゃあ、帰りましょうか」


    冬上　　「そうね、だだその前に──ペンと紙が欲しいわ」


    ツグミ　「あ、机の上に現れました」


    冬上　　「気の小さい庶しょ民みんさん、ご苦労様。それじゃ、さらさら～っと」


    ツグミ　「何を書いているんですか？」


    冬上　　「請求書♪居残りでお仕事してあげたんだから、バイト代ぐらいはもらわないと」


    ツグミ　「抜け目がありませんね……いくら請求するつもりなのか、想像するのも怖いです」


    冬上　　「失礼ね。お金なんてせびらないわ。私の要求は形のないささやかなものよ。次の巷で私たちの出番を増やさないと、ひどい目にあわせるよ──って書いただけ」


    ツグミ　「……ユキちゃん、それは要求ではなく脅きょう迫はくです」


    



    　　　　　席を立ち、退場する二人。終幕。

  



  
    ツカサ


    Tsukasa


    



    ８月15日生まれ。京都在住。真っ直ぐ歩くことが苦手な人生の方向オンチ。今年の夏も、海で泳ぐ機会がなかった運動不足の二十代。好きな海の生き物はイルカ。
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